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平成２８年３月定例会会議録（第１号） 

 

 

平成２８年３月３日 木曜日 午前１０時００分開会 

議 長 清 水 清 秋     副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 計 画 室 長 奥 山 茂 樹 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員          
監 査 主 査 髙 山   学  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

事 務 局 長 眞 見 治 之 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第１号） 

平成２８年３月３日 木曜日 午前１０時００分開議 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

日程第 ２ 会期決定 

日程第 ３ 市長の行政報告 

日程第 ４ 報告第１号新庄市土地開発公社の経営状況の報告について 

日程第 ５ 報告第２号新庄市市税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例の専決処分の承認 

      について 

日程第 ６ 議案第１号新庄市教育委員会委員の任命について 

日程第 ７ 選挙管理委員会の委員及び補充員の選挙について 

日程第 ８ 平成２８年度施政方針の説明 

 

   （一括上程、提案説明、総括質疑） 

日程第 ９ 議案第２号新庄市課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議案第３号議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正す 

      る条例の制定について 

日程第１１ 議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につい 

      て 

日程第１２ 議案第５号地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係 

      条例の整備に関する条例の設定について 

日程第１３ 議案第６号新庄市行政不服審査会条例の設定について 

日程第１４ 議案第７号行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の設定について 

日程第１５ 議案第８号新庄市まちづくり応援寄附金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１６ 議案第９号真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１７ 議案第１０号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１８ 議案第１１号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１９ 議案第１２号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２０ 議案第１３号新庄市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議案第１４号新庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を 
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      定める条例等の一部を改正する条例の設定について 

日程第２２ 議案第２４号平成２８年度新庄市一般会計予算 

日程第２３ 議案第２５号平成２８年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第２４ 議案第２６号平成２８年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

日程第２５ 議案第２７号平成２８年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

日程第２６ 議案第２８号平成２８年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第２７ 議案第２９号平成２８年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

日程第２８ 議案第３０号平成２８年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第２９ 議案第３１号平成２８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第３０ 議案第３２号平成２８年度新庄市水道事業会計予算 

日程第３１ 予算特別委員会の設置 

日程第３２ 議案・請願の予算特別委員会、各常任委員会付託 

 

   （一括上程、提案説明、質疑、討論、採決） 

日程第３３ 議案第１５号平成２７年度新庄市一般会計補正予算（第５号） 

日程第３４ 議案第１６号平成２７年度新庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３５ 議案第１７号平成２７年度新庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３６ 議案第１８号平成２７年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３７ 議案第１９号平成２７年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第３８ 議案第２０号平成２７年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計補正予算（第１号） 

日程第３９ 議案第２１号平成２７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第４０ 議案第２２号平成２７年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 

日程第４１ 議案第２３号平成２７年度新庄市水道事業会計補正予算（第２号） 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第１号）に同じ 
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開      会 

 

 

清水清秋議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はございません。 

  なお、監査委員事務局長佐藤正寿君が本日よ

り３月17日まで欠席のため監査主査髙山 学君

が出席します。 

  また、都市整備課長土田政治君が本日とあす

３月４日欠席のため、都市整備室長奥山茂樹君

が出席しますので御了承願います。 

  これより平成28年３月新庄市議会定例会を開

会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第１号）によって進めます。 

 

 

日程第１会議録署名議員指名 

 

 

清水清秋議長 日程第１会議録署名議員の指名を

行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第88条の規定に

より、議長において山科正仁君、新田道尋君の

両名を指名いたします。 

 

 

日程第２会 期 決 定 

 

 

清水清秋議長 日程第２会期決定を議題といたし

ます。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 おはようございます。 

  それでは、議会運営委員会における協議の経

過と結果について報告いたします。 

  去る２月25日午前10時から、議員協議会室に

おきまして議会運営委員６名出席のもと、執行

部から副市長、関係課長並びに議会事務局職員

の出席を求め議会運営委員会を開催し、本日招

集されました平成28年３月定例会の運営につい

て協議をいたしたところであります。 

  初めに、執行部から招集日を含め、提出議案

等についての説明を受け、協議を行った結果、

会期につきましてはお手元に配付してあります

平成28年３月定例会日程表のとおり、本日から

３月17日までの15日間に決定いたしました。ま

た、会期中の日程につきましても日程表のとお

り決定いたしましたので、よろしくお願いいた

します。 

  このたび提出されます案件は、報告２件、議

案14件、平成27年度補正予算９件、平成28年度

予算９件、請願２件の計36件であります。 

  案件の取り扱いにつきましては、本日報告２

件の後、議案第１号につきましては提案説明を

いただき委員会の付託を省略して本日の本会議

において審議をお願いします。また、選挙管理

委員会の委任及び補助員の選挙につきましても

本日の本会議において選挙をお願いします。議

案第２号から議案第14号までの議案13件につき

ましては、本日の本会議において一括上程、提

案説明のその後に総括質疑を行い、各常任委員

会に付託し、審査をしていただきます。 

  議案第24号から議案第32号までの平成28年度

予算９件につきましても、本日の本会議におい

て一括上程をし、提案説明をいただいた後に、

全員で構成する予算特別委員会を設置していた

だき、同委員会に付託をして審議をしていただ

きます。 

  議案第15号から議案第23号までの平成27年度

補正予算９件につきましては、本日の本会議に
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おいて一括上程をし、提案説明をしていただい

た後、会議規則第37条第３項の規定により委員

会への付託を省略して、直ちに審議をお願いい

たします。 

  次に、一般質問についてでありますが、今期

定例会の一般質問通告者は８名であります。よ

って、１日目４名、２日目４名に行っていただ

きます。なお、質問時間は、質問、答弁を含め

て１人50分以内といたします。質問者並びに答

弁者の御協力を特にお願いいたします。 

  以上、議会運営委員会における協議の経過と

結果について御報告いたします。 

  よろしくお願いします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  今期定例会の会期は、ただいま議会運営委員

長から報告のありましたとおり、本日から３月

17日までの15日間にいたしたいと思います。こ

れに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

会期は３月３日から３月17日までの15日間と決

しました。 

 

平 成 ２ ８ 年 ３ 月 定 例 会 日 程 表 

 

会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第１日 ３月３日 木 

本 会 議 議 場 午前 1 0時 

開会。行政報告。報告（２件）の説

明。人事案件（１件）の上程、提案

説明、採決。選挙管理委員会の委員

及び補充員の選挙。平成２８年度施

政方針の説明。議案（13件）、予算

（９件）の一括上程、提案説明、総

括質疑。予算特別委員会の設置。議

案、請願の予算特別委員会、各常任

委員会付託。補正予算（９件）の一

括上程、提案説明、質疑、討論、採

決。 

予 算 

特別委員会 
議 場 

本 会 議 

終 了 後 
正副委員長の互選 

第２日 ３月４日 金 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

 小関 淳、石川正志、佐藤卓也、 

  山科正仁の各議員 

第３日 ３月５日 土 
休      会  

第４日 ３月６日 日 

第５日 ３月７日 月 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

一般質問 

 髙橋文子、叶内恵子、小野周一、 

  小嶋冨弥の各議員 
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会 期 月 日 曜 会 議 別 場 所 開議時刻 摘      要 

第６日 ３月８日 火 常任委員会 

産 業 厚 生

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案、請願の審査 

第７日 ３月９日 水 常任委員会 

総 務 文 教

（議員協議

会室） 

午前 1 0時 付託議案、請願の審査 

第８日 ３月10日 木 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前 1 0時 

平成２８年度一般会計、特別会計、

水道事業会計予算の審査 

第９日 ３月11日 金 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前 1 0時 

平成２８年度一般会計、特別会計、

水道事業会計予算の審査 

第10日 ３月12日 土 
休      会  

第11日 ３月13日 日 

第12日 ３月14日 月 
予 算 

特別委員会 
議 場 午前 1 0時 

平成２８年度一般会計、特別会計、

水道事業会計予算の審査 

第13日 ３月15日 火 
休      会 

本会議準備のため 

第14日 ３月16日 水 本会議準備及び中学校卒業式のため 

第15日 ３月17日 木 本 会 議 議 場 午前 1 0時 

予算特別委員長報告、討論、採決。

各常任委員長報告、質疑、討論、採

決。 

 

 

日程第３市長の行政報告 

 

 

清水清秋議長 日程第３市長の行政報告をお願い

いたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  ３月定例会、よろしくお願いします。 

  それでは、私から行政報告をさせていただき

ます。 

  ＳＮＳを活用しました子育て支援のための情

報発信事業の開始とわらすこ広場への新たな運

動遊具の設置について御報告いたします。 

  初めに、ＳＮＳを活用した子育て支援のため

の情報発信事業についてでございますが、子育

て世代の利用率が最も高いＳＮＳであるＬＩＮ

Ｅを利用し子育て関連情報の発信はもちろんの

こと１対１トーク機能による子育て相談も実施

することとして、２月９日からその運用を開始

しました。 

  運用開始に先立ち２月４日にプレスリリース

を行いましたが、ＬＩＮＥを活用した本事業は

日本で初めての導入であったため、マスコミ各

社に取り上げられるなどその反響は大きく実際

の利用者登録も２月末現在で143名となってお

ります。 

  具体的な運用に関しましては、市地域子育て

支援センターに専用端末を設置し、支援センタ

ー職員がその対応に当たっております。また、

インターネットを利用した事業となることから
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市個人情報保護条例に基づく本事業の実施、市

情報セキュリティーポリシーの技術的要件を満

たすためのセキュリティー対策、さらに市ソー

シャルメディアガイドラインに基づくＬＩＮＥ

運用ポリシーの策定など利用者の個人情報保護、

セキュリティー対策には十分に配慮して事業実

施してまいります。 

  続きまして、わらすこ広場への新たな遊具の

設置についてでございます。 

  わらすこ広場への利用者の増加を目指し親子

で楽しめる２つの遊具を１月21日に設置いたし

ました。２つの遊具とも子供たちが安全に利用

できるよう空気によって膨らむ構造の遊具を採

用しております。また、新規遊具導入後の利用

者数の状況については導入前の週末の利用者数

は150人程度でございましたが、導入後の週末

利用者数は約200人程度となり、２月21日には

１日の利用者数が300人を超えるなど順調に推

移をしております。なお、両事業とも平成26年

度国補正予算の地域活性化地域住民生活等緊急

支援交付金を財源とした事業でございます。 

  以上、ＳＮＳを活用した子育て支援のための

情報発信事業の開始とわらすこ広場への新たな

運動遊具の設置についての行政報告とさせてい

ただきます。 

  次に、続きまして公共下水道使用料の見直し

方針について御説明申し上げます。 

  下水道使用料については、定期的に見直しを

行い、これまで５回の料金改定を実施してまい

りました。このたび、平成28年度以降の使用料

について見直しの検討を行いました結果、平成

28年度は料金改定を行わず現行料金の適用期間

を平成30年度まで延長し、それ以降については

改めて検討することといたしました。 

  理由といたしましては本市では定住促進や子

育て支援の施策に力を入れ、各種事業に力を入

れており、料金を値上げする時期として適切で

ないこと。また、県内13市の上下水道料金の比

較で高い料金にあり、さらに平成29年４月から

消費税率の再引き上げが予定されており、負担

感が増すことにより市民生活に与える影響が大

きいことなどを考慮した結果でございます。こ

のことを踏まえ、下水道事業運営審議会に説明

を行い、承認をいただいております。 

  今後の経営に当たりましては、経営状況の悪

化やサービスの低下を来すことがないよう経費

削減徹底した効率化普及拡大など一層の努力を

しながら健全経営に取り組んでまいりますので、

御理解のほどよろしくお願い申します。 

  以上、行政報告とさせていただきます。 

 

 

日程第４報告第１号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告について 

 

 

清水清秋議長 日程第４報告第１号新庄市土地開

発公社の経営状況の報告についてを議題といた

します。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第１号新庄市土地

開発公社の経営状況について御説明申し上げま

す。 

  この経営状況の報告は、地方自治法第243条

の３第２項の規定により議会に提出することに

なっております。 

  毎事業年度の事業計画及び決算に関する書類

のうち、平成28年度の事業計画についてでござ

います。お手元の平成28年度予算書につきまし

ては、去る２月５日に開催されました平成28年

第１回土地開発公社理事会におきまして可決さ

れたものでございます。 

  平成28年度の事業計画のうち、泉田宅地分譲

用地についてでありますが、萩野地区における
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子育て世代を対象とした低廉な宅地分譲事業を

計画し、そのための調査委託費250万円を計上

しております。 

  次に、畑地区宅地分譲用地についてでありま

すが、国土交通省が実施する治水対策事業によ

り家屋移転が必要となり、そのための集団移転

の受け皿として宅地分譲事業を計画し調査委託

費230万円を計上しております。 

  また、土地の処分につきましては平成24年度

より販売を開始しました小桧室２期宅地分譲事

業の５区画のうち、残り１区画について平成28

年度は価格を下げ販売促進に努めていく予定で

ございます。 

  次に、平成28年度の損益につきましては、小

桧室２期地区宅地分譲用地１区画の売却を予定

し61万8,000円の当期純利益を見込んでおりま

す。 

  なお、予算書の１ページから５ページまで、

新庄市土地開発公社の事業計画並びに予算の内

容を記載しておりますので、ごらんいただきた

いと思います。 

  以上で平成28年度新庄市土地開発公社の経営

状況の報告とさせていただきます。 

清水清秋議長 本件は地方自治法第243条の３第

２項の規定による報告でありますので、御了承

願います。 

 

 

日程第５報告第２号新庄市市税条

例の一部を改正する条例の一部を

改正する条例の専決処分の承認に

ついて 

 

 

清水清秋議長 日程第５報告第２号新庄市市税条

例の一部を改正する条例の一部を改正する条例

の専決処分の承認についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、報告第２号新庄市市税

条例の一部を改正する条例の一部を改正する専

決処分の承認について御説明申し上げます。 

  平成27年12月定例会において、地方税法の一

部改正に伴う新庄市市税条例の一部改正を議決

いただきました。その中で、番号法の施行に伴

い税務関係の各種申請書類に法人番号個人番号

を明記するための必要な改正を行いましたが、

12月18日の国からの通知により一部手続におい

て個人番号の利用を見直すことになりました。

その施行日は平成28年１月１日となっておりま

すので、必要な改正について12月28日に専決処

分いたしましたので、これを報告し専決処分の

承認をお願いするものであります。 

  改正の内容についてでありますが、本人確認

手続における納税義務者、特別徴収義務者等の

負担を軽減するため、個人市民税及び特別土地

保有税の減免申請において個人番号の記載に関

する規定を削除するものであります。 

  ただいま御説明申し上げました件につきまし

ては地方自治法第179条第１項の規定により、

専決処分を行いましたので御承認賜りますよう

お願い申し上げます。 

清水清秋議長 ただいま説明のありました報告第

２号についてこれより質疑に入ります。質疑あ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

討論を終結し、直ちに採決することに決しまし

た。 

  これより採決いたします。 

  報告第２号新庄市市税条例の一部を改正する

条例の一部を改正する条例の専決処分の承認に

ついては、原案のとおりに決することに御異議

ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

報告第２号についてはこれを承認することに決

しました。 

 

 

日程第６議案第１号新庄市教育委

員会委員の任命について 

 

 

清水清秋議長 日程第６議案第１号新庄市教育委

員会委員の任命についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議案第１号新庄市教育委員会委員

の任命について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄市教育委員会委員のうち１名の

方が平成28年３月31日をもって任期満了となり

ますことから新たに教育委員を任命するため、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律附則第２条第２項の規定によ

りなお効力を有することとされる同法による改

正前の地方教育行政の組織及び運営に関する法

律第４条第１項の規定により御提案申し上げる

ものであります。 

  任命しようとする方は阿部仁美氏であります。

参考といたしまして、経歴を添付しております

が、本市の教育行政を推進していただく上でま

ことにふさわしい方であると存じます。 

  なお、任期につきましては平成28年４月１日

から平成31年９月30日までとしております。 

  御審議いただき、御同意賜りますようお願い

申し上げます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第１号は、会

議規則第37条第３項の規定により委員会への付

託を省略したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号は委員会への付託を省略することに

決しました。 

  本件は人事案件でありますので、質疑及び討

論を省略し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第１号新庄市教育委員会委員の任命につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第１号についてはこれに同意することに決

しました。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２０分 休憩 

     午前１０時２３分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第７選挙管理委員会の委員及

び補助員の選挙について 
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清水清秋議長 日程第７選挙管理委員会の委員及

び補助員の選挙を行います。 

  ここで選挙管理委員長矢作勝彦君の退席を求

めます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  選挙の方法につきましては地方自治法第118

条２項の規定により指名推選によりたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

選挙の方法は指名推選によることに決しました。 

  お諮りいたします。 

  指名の方法につきましては議長において指名

することにしたいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

市長において指名することに決しました。 

  最初に選挙管理委員の方々を指名申し上げま

す。 

  伊藤妙子さん、矢作勝彦さん、間 洋子さん、

佐藤利美さんの４名を委員に指名いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま指名いたしました方々を選挙管理委

員の当選人と定めることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました方々が選挙管理委員

に当選されました。 

  次に、補助員の方々を指名申し上げます。 

  補助員１番目に柳橋 弘さん、２番目に海藤

靖彦さん、３番目に遠田美代子さん、４番目に

渡部佐喜子さんを指名いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま指名いたしました方々を補助員の当

選人と定めることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

ただいま指名いたしました方々が補助員に当選

されました。 

  それでは、ここで選挙管理委員に当選されま

した方々から御挨拶をいただきたいと思います。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時２６分 休憩 

     午前１０時２９分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第８平成２８年度施政方針の

説明 

 

 

清水清秋議長 日程第８平成28年度施政方針の説

明をお願いいたします。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、平成28年度の市政運営

に臨むに当たり、私の所信を申し上げ、議員各

位を初め広く市民の皆様の御理解と御協力を賜

りたいと存じます。 

  １、初めに、中東シリアの内戦の長期化はヨ

ーロッパへの大量難民の発生やテロの世界的拡

散という形であらわれ、安寧な市民生活が不安

にさらされる状況となっています。 

  中東国間での武力紛争が勃発するなど中東情

勢は一層不安定化しつつあります。一方、核開

発を推進しているとされる北朝鮮の弾道ミサイ

ルの発射は、周辺諸国のみならず相互依存関係

が深まっている国際社会において不安定要因と

なるものです。 

  世界経済については中国の景気減速による各

国経済への影響があらわれてきています。昨年

末、米国は国内の景気回復によりおよそ10年間
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続けてきた金融政策を転換し政策金利の引き上

げを実施しました。これまで新興国などに流れ

ていた資金の米国への還流によって生じる世界

経済への影響が懸念されています。また、原油

価格が大幅に下落し、中東やロシアなどの産油

国経済に影響が出始めています。 

  国内では、日本銀行による物価安定を図るた

めの質的量的緩和策に加えてマイナス金利が導

入され、一層の金融緩和策がとられています。

年初めから株価の不安定化や急速な円高が進行

していますが、内閣府が公表した月例経済報告

では、雇用情勢の改善や企業収益の改善などか

ら国内経済は一部に弱さが見られるものの緩や

かな回復基調が見られるものと続いていると判

断しています。 

  地域の状況に目を向けますと、雇用情勢につ

いては雇用環境の改善により正社員の求人が伸

びてきています。また、平成28年３月卒の最上

地域新規高校卒業予定者の就職内定率は１月末

現在で96.0％と高い内定率となっております。

新庄中核工業団地では昨年３社と譲渡契約を締

結し、中でも協和木材株式会社が大型集成材工

場を11月に操業予定です。そのほか、空き工場

を取得し業務を拡大する企業や新たな投資を計

画する企業もあり、今後働く場の創出に大きく

寄与するものと期待されます。 

  最上地域の経済力の強化のために、誘致企業

の定着地場産業等の競争力強化に求められるも

のは、地元人材の育成を強化することであると

考えます。最近雇用環境が安定してきたことか

ら働く一人一人の人材育成と対策を展開してい

く必要があります。 

  一方、この地域にかかわりの深い農産物を含

めたＴＰＰ交渉は３カ国の大筋合意を見ました。

合意内容は農産物に限らず工業品や財産、投資、

知的財産、労働など幅広い分野に及ぶもので、

今後各国議会の手続が必要とされていますが、

発効まではおよそ２年と言われています。国で

はＴＰＰ対策として補正予算を編成し農業分野

でのさまざまな施策が実施されることになって

おります。これらの予算を活用しながら農業基

盤の強化を図る必要があります。 

  地域振興の基盤となる高速道路の整備につい

ては、「新庄金山道路」の事業着手や「新庄古

口道路」の一部供用など整備が進捗しています。

地域高規格道路石巻新庄道路に関しては、先般

山形宮城両県選出の国会議員と、県沿線の市町

村長、議員、商工団体による初めての懇談会を

開催し、事業化へ向けて結束して取り組むこと

を確認しました。今後も高速道路ネットワーク

の未整備区間解消への運動を強化する必要があ

ります。 

  また、県内で先駆的に取り組んできたインバ

ウンド事業は台湾人観光客の本市への誘客や市

内高校生が台湾への修学旅行で本市を紹介する

など徐々に成果を上げつつあります。国による

外国人観光客受け入れ環境の整備により外国人

観光客が大幅に増加しており、引き続き本市へ

の受け入れの取り組み強化を図っていかなけれ

ばなりません。 

  国勢調査の速報値によれば、県内で人口が増

加したのは２市にとどまり、他の市町村におい

ては人口減少が進んでおります。本市でも前回

調査に比べて1,900人以上の減少、最上地域全

体では6,400人を超える減少となっております。

人口減少を抑制する取り組みの強化と人口減少

に対応したまちづくりが求められます。 

  また、最上地域で本市の果たす役割も大きく

なっております。本市では、昨年、「まち・ひ

と・しごと創生法」に基づく地方版総合戦略と

なる「新庄市総合戦略」を策定しました。この

戦略は、市が人口減少対策として取り組む施策

について積極的に人口減少を抑制するための

「ふるさと定住促進プラン」と、新庄で元気に

暮らし続けるための「幸せと元気のまちづくり

推進プラン」からなっております。新年度はこ
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の戦略による本格的な施策実施の年に当たりま

すので、国の財源も活用しながら取り組んでま

いります。 

  特に、若者の地元定着の実現と高齢化の一層

の振興による医療福祉分野の人材確保について

は、最上地域への看護師養成機関設置に向けて

県、最上７町村と連携しながら強力に推進して

まいります。 

  また、昨年６月本市は最上７町村と定住自立

圏の形成に関する協定を締結いたしました。定

住自立圏構想は、近隣自治体と連携を図りなが

ら圏域住民に必要な都市機能と生活機能を確保

し、魅力あふれ安心して暮らせる地域を構築す

る制度であります。近隣の町村と連携した取り

組みを、新年度より、「生活機能の強化」、「結

びつきのネットワークの強化」、「圏域マネジメ

ント能力の強化」の３つの分野で実施してまい

ります。さらに、連携事業の拡大を図るため近

隣町村とその可能性について継続協議してまい

ります。 

  以上、本市を取り巻く情勢を踏まえ、地域の

活力を支える土台となる産業を振興し、雇用創

出と所得向上につなげ暮らしと定住の基盤を強

固なものにしていかなければなりません。各分

野の施策の強化充実を図り、市民の皆様ととも

に諸課題の解決に向け取り組んでまいります。 

  ２、市政運営の基本的な考え方。 

  さきに述べた社会経済情勢を踏まえながら、

平成28年度の市政運営の基本的な考え方につい

て申し述べます。 

  私はこれまで「人行きかうまち」「人ふれあ

うまち」「人学びあえるまち」をまちづくりの

基本理念として掲げてまいりました。それはま

さに「地域基盤力」となるものであります。

「経済力」、「地域力」、「教育力」を強化する施

策を展開することにより、引き続き地域の魅力

を最大限に引き出し「笑顔あふれる元気なまち

新庄」の実現を目指して取り組んでまいります。 

  「人行きかうまち」を実現するために何より

も重要なことは働く場の創出です。特に、若者

にとって魅力ある働く場の創出が人口減少の抑

制につながります。市内企業や創業を目指す方

への支援、企業誘致などによる産業振興に合わ

せて地域が求める人材を育成するため看護師養

成機関の設置に向けた事業に着手し、定住への

基礎固めと市民所得の向上を図るため、地域の

経済力強化に向けた取り組みをより充実いたし

ます。 

  「人ふれあうまち」の実現にはこの地域特有

の課題である雪問題を克服していかなければな

りません。雪に強いまちづくりや災害を想定し

た地域の防災体制づくりを推進する必要があり

ます。除排雪体制の強化、高齢者世帯の雪対策

の充実を図るとともに、防災対策を強化するた

めの同報系防災行政無線の整備を推進してまい

ります。 

  地域のつながり、コミュニティーの充実はま

ちの人口がふえる要因の一つとなっていると言

われています。地域内における助け合い意識の

醸成、人口減少、少子高齢化社会にあって、地

域コミュニティーを活性化することにより地域

力を強化いたします。また、地域の悲願である

県立新庄病院の改築に向け、県において本格的

な動きが始まることから本市としても全面的に

協力してまいります。 

  「人学びあえるまち」の実現に向けては、県

内初の義務教育学校となる萩野学園を小中一貫

教育のモデル校として発信し小中一貫教育のさ

らなる充実を図ります。また、学校教育及び社

会教育の環境整備を図るとともに、特に歴史、

伝統文化、自然、産業など地域の豊かな資源を

活用したふるさと学習などを通し郷土に誇りと

愛着を持つ子供を育ててまいります。 

  あわせて、キャリア教育に関する事業を実施

し、地域を支える人材の地元定着の促進を図っ

てまいります。さらには、地域の産業や生活基
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盤を支える担い手を育成し地域全体の教育力の

向上につなげてまいります。 

  以上、３つの基本理念、いわゆる地域基盤力

を土台として本市が直面する諸課題の解決に向

けた施策を講じ、市民の皆様とともに笑顔あふ

れる元気な新庄の実現に向け全力で取り組んで

まいります。 

  その達成に向けては柔軟な発想と弾力的な手

法、情報の有効活用と発信、本市が持つ潜在力

を最大限に引き出しながら推進してまいります。 

  ３、市政運営の指針、次に市政運営の指針に

ついてでありますが、新庄市市民憲章に掲げて

いる先人の築き上げた伝統を重んじ、新庄市民

であることに誇りを持ち、愛する郷土を発展さ

せることを目指し、新庄市まちづくり総合計画

と行財政改革大綱を指針に据え市政運営に当た

ります。 

  初めに、市政運営の基本指針となる第４次新

庄市振興計画、新庄市まちづくり総合計画です

が、「自然と共生 暮らしに活力 心豊かに笑

顔輝くまち 新庄」を目指すべき将来像とし、

基本目標に産業の振興、健康と福祉の充実、教

育の振興、社会生活基盤の整備、環境の保全の

５つの分野を掲げ、企業や団体を含めた市民協

働と、近隣近県市町村との連携を取り入れなが

ら推進いたします。雇用の場づくり、新しい産

業の創造に関してはあらゆる分野で取り組みま

す。 

  特に、「暮らし、定住、未来創造」に向けて

「雇用・交流の拡大」「安全・安心の充実」「子

育て・人づくり」の３プロジェクトを重点プロ

ジェクトと位置づけ、限られた経営資源を集中

的に投下しながら推進してまいります。 

  次に、行財政改革でありますが、第６次新庄

市行財政改革大綱に基づき地域課題の解決を図

る体制づくり、行政経営の効率化、行政課題の

解決を図る組織体制づくり、持続可能な財政運

営の４つを基本目標に定め、行政運営の効率化

と市民サービスの向上に取り組んでまいります。 

  中でも、行政課題の解決を図る組織体制づく

りについては地域内外に対しこれまで以上に効

果的な情報発信を行うための仕組みを整備し、

市民が誇りや愛着を持てるような地域ブランド

の確立を目指してまいります。また、新たに策

定した新庄市人材育成推進後期プランにより、

チャレンジする力、地域と共に考える力の２つ

を目標に掲げ、職員のさらなる能力開発と人材

育成を行ってまいります。 

  財政運営面においては、これまでの厳しい財

政状況を克服するために内部管理経費の削減や

投資的経費の抑制などに取り組んでまいりまし

た。その成果により市財政状況の改善が図られ

てきていますが、市有施設の長寿命化対策や社

会保障費の著しい伸びなど新たな財源需要も多

く生じており、財政の弾力性という面ではまだ

課題を抱えていると言えます。 

  新年度は、市有施設の今後のあり方について

検討を行い、公共施設等総合管理計画を策定い

たします。計画的に市有施設の維持管理に取り

組むとともに、平成27年３月に策定しました中

期財政計画に沿い、財源確保対策はもちろん、

事務事業の選択と集中、業務の効率化を図りな

がら持続可能な財政運営に努めてまいります。 

  ４、重要課題に対応した平成28年度主要事業。

次に、まちづくり総合計画の３つの重点プロジ

ェクトに沿って平成28年度主要事業の概要を申

し上げます。 

  前期５カ年の検証を踏まえ、新たな行政課題

へ対応するため見直しを図ったまちづくり総合

計画の「暮らし、定住、未来創造」の具現化に

向け各種事業に取り組んでまいります。 

  初めに、雇用交流拡大プロジェクトですが、

地域の基盤づくりの最も重要な施策として雇用

対策が挙げられます。まちづくり総合計画にお

いても全分野で取り組むことにしております。 

  特に、本市では企業誘致や市内企業へのさま
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ざまな企業振興策などを通じて雇用の創出を図

ってまいりました。近年、新庄中核工業団地の

分譲も順調に進んでおり、今後本格操業により

数十名の雇用創出が見込まれております。人材

確保に向けては、大学等の高等教育機関に在学

している学生を対象に職場体験、会社訪問、採

用試験等に要する交通費の一部を助成する、Ｕ

ＪＩターン就職活動交通費助成事業を実施し、

若者のふるさとへの回帰を図ってまいります。

市内企業の経営力を強化する取り組みとしては、

従来の金融対策や商談会等への出展補助に加え

て、販路拡大や人材確保に向けた情報発信や新

製品、技術開発に取り組む企業を支援する制度

を新たに創設します。さらに、市内製造業の競

争力強化のためアドバイザー派遣事業を継続実

施いたします。 

  農業関連については、農業経営基盤の強化の

ため、集落等における農業の担い手を育成する

担い手総合支援対策事業に継続して取り組むと

ともに、新規就農者向けの研修指導体制を充実

させるため（仮称）担い手育成センター設立の

準備を進めてまいります。また、農地や水資源

の果たしている役割や機能を高める活動を行う

地域共同体に対する支援としての多面的機能支

払事業と生物多様性保全水質改善を図るための

農業者で組織する団体を支援する環境保全型農

業直接支援対策事業に継続して取り組み、農村

環境の維持を図ってまいります。 

  また、複合経営の推進として、園芸作物の産

出額のさらなる拡大と園芸産地化を牽引する競

争力の高い経営体を育成するため、戦略的園芸

産地拡大支援事業を継続実施いたします。さら

に、畜産生産拡大支援事業においては、現行制

度に市が上乗せ補助を新設し意欲ある担い手の

生産基盤強化、規模拡大、生産性向上に向け支

援してまいります。 

  ６次産業化の推進については、あらゆる産業

の連携体の力を結集し取り組む者の育成と販売

戦略等の支援を強化いたします。さらに、地域

固有の農産物やその加工品による消費者のニー

ズにマッチした商品として磨き上げ、新庄ブラ

ンドとして認定しその魅力を内外に発信してま

いります。 

  中心市街地の活性化と地域の魅力づくりを図

るため、これまで商業地域空き店舗等出店支援

事業費補助金により支援してきておりますが、

飲食店街等への一層の出店を促すため、一部制

度を拡大しにぎわいと魅力のある商店街形成を

目指してまいります。さらに、市のイメージキ

ャラクターであるかむてんを活用した「かむて

んによるまちづくり事業」を推進いたします。 

  また、商店街振興については新庄味覚まつり

を初めとする各種イベントなどを各商店街と連

携しながら取り組み、にぎわいの創出を図って

まいります。 

  本年11月にユネスコ無形文化財登録が期待さ

れる新庄まつりの山車行事については、観光客

との交流に力点を置き、観光客の祭りへの理解

を深め愛着を持っていただきリピーターをふや

すことによって、新庄まつり誘客100万人構想

の実現に向かって取り組みます。また、東北で

登録候補となっている祭りとの連携を図り誘客

に努めてまいります。あわせて、まつりを保存、

継承していくため各若連への交付金を増額し支

援いたします。 

  エコロジーガーデンについては、キトキトマ

ルシェなどさまざまな事業の実施などにより市

内外などから来場者が増加し、交流拡大の成果

が年々上がってきております。国登録有形文化

財としてのイメージをさらに高めるため、保存

活用計画を作成してまいります。 

  さらに、地域おこし協力隊の活動として地域

の商品やイベントなど情報発信と企業や地域振

興を志す人たちが交流できる機能を備えた「Ｇ

ＯＳＡＬＯｎ（ゴサロ）」の運営を継続してま

いります。 
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  まちづくり応援寄附金、いわゆるふるさと納

税事業については、寄附者が手軽に申し込める

仕組みや効果的な情報発信、返礼品の多様化な

どにより寄附額の向上を図るとともに、新庄市

のファンをふやしてまいります。また、企業版

ふるさと納税の導入に向け準備を進めてまいり

ます。 

  次に、安心・安全充実プロジェクトですが、

何よりも日常生活における大きな課題は雪対策

です。これまでも雪対策については重点的に取

り組んでまいりました。昨年設立された新庄市

雪と暮らしを考える連絡協議会より、本市の雪

対策のあり方について答申を受けました。いた

だいた答申内容に基づいた雪対策に取り組むと

ともに、その結果を検証し有効性の高いものに

してまいります。市道除雪に関しては機械によ

る除雪を中心に実施いたしますが、小型除雪車

を更新し体制強化を図ってまいります。消雪道

路整備については沖・鉄砲町線並びに北本町南

本町線の２路線の工事を施工し、克雪対策を推

進いたします。流雪溝整備に関しては、金沢地

区などへの揚水導入のための工事に新たに着手

するとともに沖の町・中山町線などの流雪溝整

備については継続して取り組みます。また、冬

期間の交通の安全確保のために泉田二枚橋線の

防雪柵整備を継続しいたします。 

  町内会などの団体が実施する除排雪への支援

としては「雪に強いまちづくり事業費補助金」、

「生活道路の排雪事業費補助金」の支援制度を

継続してまいります。さらに、住宅地内での最

適な雪処理手法を研究するための克雪融雪備品

モニター事業費補助金と、高齢者向けの雪処理

対策として融雪装置支給事業を継続し雪に対す

る負担軽減を図ってまいります。 

  元気なまち新庄の実現には、市民が健康で居

続けられることが何よりも必要です。ラジオ体

操と輪投げプラス１０事業に継続して取り組む

とともに、新たに健康活動を行うことでポイン

トを付与するかむてん健康マイレージ事業を関

係機関と連携しながら実施いたします。また、

特定健診の負担額を軽減し市民の健康増進を図

ってまいります。さらに、地域での健康教室を

継続開催し健康に対する意識をより一層高めて

まいります。 

  防災対策の強化に向けた取り組みについては、

災害発生を迅速かつ的確に伝えるため同報系防

災行政無線設備の設置工事を施工してまいりま

す。非常備消防の機能強化については、「小型

動力ポンプ積載車整備事業」、「小型動力ポンプ

整備事業」を継続し消防団を健全に維持するた

め装備品の充実や手当改善を図ってまいります。

年々組織率が向上している自主防災組織の立ち

上げについては継続して支援してまいります。

また、犯罪や事件を未然に防止し、安全・安心

な地域社会に実現するため街頭防犯カメラを設

置するとともに、各町内の防犯環境の向上を図

るため新たに町内防犯灯ＬＥＤ化事業費補助金

の制度を創設いたします。 

  生活環境の改善に向けた事業として、これま

で市内公衆便所の洋式化等に取り組んできてお

りますが、市内中心部の曙町第２公衆便所の改

修を行い利便性の向上を図ってまいります。 

  住宅施策としては、県の補助制度を活用した

住宅リフォーム総合支援事業費補助金を継続し、

既存住宅の機能向上につなげてまいります。一

方、これまで危険空き家を中心としてきた空き

家対策ですが、新たに利活用可能な空き家を含

めた包括的な空き家対策に取り組んでまいりま

す。 

  近年多発する風水害は地球温暖化に起因する

ものと言われております。このたび、第３次新

庄市環境基本計画の見直しを図ったところであ

ります。再生可能エネルギー設備導入事業費補

助金を継続し、環境負荷の低い設備の普及を促

進してまいります。さらに、新庄土地改良区の

農業用水施設の未利用エネルギーを活用する小
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水力発電施設整備への支援を行ってまいります。

市民共有の財産である市有施設の耐震化対策に

ついては、市有施設耐震化実施計画に基づいて

市庁舎並びに武道館の耐震補強工事に着手いた

します。 

  また、全国的に課題となっております道路橋

梁の管理については計画的に補修工事を施工し

ておりますが、新たに泉田橋の撤去に係る基礎

調査を実施し、事業化へ向け関係機関との協議

を行ってまいります。 

  ３番目の子育て・人づくりプロジェクトです

が、少子化を抑制するには結婚、妊娠、出産、

育児、教育とそれぞれの段階で切れ目のない支

援策を講じていくことが重要です。これまで本

市では最上８町村で構成する実行委員会に参加

し、婚活事業を実施してまいりました。新たに、

市の独自強化策として独身者のスキルアップセ

ミナーなどに取り組みます。 

  母子保健事業としては特定不妊治療費助成を

継続実施するとともに、早産予防の新生児死亡

を減少させるために妊婦に対する超音波検査へ

の補助を新たに実施いたします。子育て家庭の

負担軽減を図るために、子育て支援医療給付事

業を継続実施いたします。さらに、市が独自に

実施している第３子以降の児童保育料免除に関

しては、免除の基準となる第１子を小学校３年

生までから高校３年生までに拡大し、対象とな

る第３子を小学校就学前まで引き上げ、多子世

帯の経済的負担軽減を図ってまいります。 

  また、子ども・子育て支援新制度により総合

的な保育サービスを実施いたしますが、これに

関連して教育保育施設が新制度対応型へ移行が

完了するまで、認可外保育施設を運営する事業

者へ補助金を交付する認可外保育施設乳幼児育

成支援事業に継続して取り組みます。さらに、

認可保育所及び小規模保育施設を利用できない

児童を認可外保育施設が受け入れて保育した場

合には待機児童対策事業費補助金を交付し、待

機児童の解消を図ってまいります。 

  市民アンケートによれば、子育てしながら働

くことができる環境が求められております。新

たな事業として緊急時の子供の預かり等を行う

「病児・緊急対応強化事業型ファミリー・サポ

ート・センター事業」を実施し、働きながら子

育てする保護者のニーズに応えてまいります。

また、子育て支援に熱心な市内事業所に対する

奨励金の交付や、事業所のイメージアップのた

めＰＲを行う子育て応援企業支援事業を新たに

実施いたします。 

  さらに小児慢性特定疾患児に対し、特殊寝台

等の日常生活用具を給付する「小児慢性特定疾

病児日常生活用具給付事業」と、ひとり親家庭

の経済的自立を支援するための「母子家庭等自

立支援給付事業」を拡充実施いたします。 

  学校教育における取り組みとしては、スクー

ルバスの運行や路線バス利用者の家庭を支援す

る通学手段確保対策事業を継続いたします。さ

らには、配備計画を前倒ししてスクールバスを

購入し、通学手段の充実を図ってまいります。 

  現在、本市では２名のＡＬＴによる小中学校

での外国語活動英語学習による国際理解教育を

推進しております。新たに、ＡＬＴを１名増員

し英語学力の向上を図ってまいります。 

  さらに、学習がおくれがちな児童生徒を支援

するため児童生徒個別支援事業を継続して実施

し、当該児童生徒を含む学習の充実と学級全体

の学習活動の強化を図ってまいります。 

  学校施設の整備に関しては、日新中学校大規

模改修工事実施設計に着手し、教育環境の向上

を図ってまいります。体育施設については最上

地区唯一の公認競技場となる陸上競技場改修工

事を施工いたします。また、改修記念事業の事

業内容の検討と関係機関との調整を図ってまい

ります。 

  人材育成事業としては、小中高校それぞれの

段階に合わせた地元定着型キャリア教育推進事
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業に新たに取り組み、地元就職に対する意識の

醸成を図ってまいります。また、地元への人材

定着を図るための市独自の奨学金制度であるふ

るさと創生奨学金制度事業については、保育士

枠を新たに設定し人材の地元定着を目指してま

いります。 

  これら３つの重点プロジェクトを推進するに

当たり、引き続き協働によるまちづくりに取り

組みます。新庄市協働推進計画に基づき協働手

法を取り入れた従来の事業の実施を、今後、一

層進めてまいります。協働主体となり得る市民、

職員、団体等に対する知識を深め、地域で実践

するための協働セミナーを平成27年度に引き続

き開催し、協働の推進を図ります。あわせて、

協働事業の検証を行い協働事業を効果的に実施

するための方策を講じてまいります。 

  一方、地域においては人口減少、少子高齢化

に伴い、つながりが希薄になり担い手不足が課

題となっています。住民同士や地域間の連携を

深め、住民主体の地域づくりを牽引するリーダ

ーを育成するための地域リーダー講座を引き続

き実施いたします。また、地域住民が互いに支

え合い協力し合える地域コミュニティーを再構

築し、まちづくりの基盤となる地域コミュニテ

ィーの活性化を図ることを目的に「地域づくり

支援モデル事業」、「地域づくり支援推進交付金

制度」を継続してまいります。さらに、地域づ

くりを推進するため、中学校区単位で地域課題

に主体的に取り組む地域づくり協議会の発足を

目指し、地域づくりセミナーや準備会議を開催

してまいります。 

  ５、終わりに新年度を迎えるに当たり、市政

運営に関する基本的な考えと主な事業について

概要を申し上げました。 

  今年度、地方創生に向けた取り組みとして新

庄市総合戦略を策定しましたが、新年度は戦略

に基づく本格的な事業の実施段階に入ります。

本総合戦略に位置づけられた事業を的確に実施

することで、本市が直面する人口減少の克服と

まちの活性化を目指してまいります。特に、最

上地域特有の課題である雪問題、克雪なくして

定住なしとの考えから、その解決に向け引き続

き方策を追求してまいります。 

  さらには、定住自立圏構想における近隣町村

との事業連携もスタートすることになります。

これは中心市としての本市のリーダーシップが

問われているということでもあります。最上８

市町村の共存共栄を図るべく取り組んでまいり

ます。 

  また、県立新庄病院の改築や看護師養成機関

の設置準備など市民生活に深くかかわる分野の

事業がスタートする非常重要な１年となります。

これらの実現に向けて一歩一歩着実に歩みを進

めていく所存です。 

  最後に、市民第一主義を引き続き強く意識し

ながら、職員一丸となって市政運営に取り組ん

でいく決意を表明し、平成28年度の施政方針と

いたします。以上です。 

清水清秋議長 どうも、御苦労さまでした。 

  ただいまから10分間休憩いたします。 

 

     午前１１時０１分 休憩 

     午前１１時１０分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

議案２２件一括上程 

 

 

清水清秋議長 日程第９議案第２号新庄市課設置

条例の一部を改正する条例の制定についてから、

日程第30議案第32号平成28年度新庄市水道事業

会計予算についてまでの議案22件を会議規則第

35条の規定により一括議題にいたしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号新庄市課設置条例の一部を改正する

条例の制定についてから、議案第32号平成28年

度新庄市水道事業会計予算についてまでの議案

22件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第２号新庄市課設

置条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

  改正の理由といたしましては、議案末尾に記

載のとおり平成28年度組織機構の見直しに伴い

必要な改正を行うものであります。 

  改正の内容でありますが、総務課の分掌事務

であります広報及び広聴に関することを総合政

策課に移管し、従来の広報広聴機能の強化に加

え、ふるさと納税や新庄まつりに係る情報発信

力の強化、さらには移住者向けポータルサイト

の構築など地域全体の競争力を向上させ、外に

向けて戦略的に情報発信する機能を強化しよう

とするものであります。 

  次に、議案第３号議会の議員その他非常勤の

職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について御説明申し上げます。 

  本案は平成28年１月22日に地方公務員災害補

償法施行令の一部を改正する政令が公布された

ことに伴い、本市の議会議員やその他非常勤の

職員の傷病補償年金及び休業補償を障害厚生年

金と併給する際の調整率を改正する必要が生じ

たるめ提案するものであります。 

  内容といたしましては、本市の議員その他非

常勤の職員が公務災害や通勤災害により負傷し

た場合や疾病にかかった場合の傷病補償等を支

給する際に、同じ理由で支給される障害厚生年

金との併給の調整率を0.86から0.88に改正する

ものであります。施行日につきましては平成28

年４月１日からするものであります。 

  次に、議案第４号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例の設定に

ついて御説明申し上げます。 

  本案は、山形県人事委員会勧告に鑑み職員及

び特別職の給与に基づいて必要な改正を行うも

のであります。 

  改正の内容といたしましては、給与月額につ

きましては若年層を中心に引き上げる一方、高

年齢層につきましては引き上げ幅を抑制し、ま

た期末勤勉手当につきまして0.15月引き上げる

ことが主な内容となっております。 

  あわせて、本市一般職の職員の期末勤勉手当

の改定に鑑み、議会の議員、市長、副市長及び

教育長の期末手当につきましても支給月数を

0.1月引き上げるため関係条例の改正を行うも

のであります。 

  施行日につきましては公布の日から施行する

こととし、一部を平成28年４月１日から施行と

します。また、給与表については平成27年４月

１日から適用することとし、平成27年度の期末

勤勉手当については平成27年12月１日から適用

することとします。 

  次に、議案第５号地方公務員法及び地方独立

行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の設定について御

説明申し上げます。 

  本案は、地方公務員法一部改正に伴い平成28

年度から新たに導入しようとしております人事

評価制度について必要な条例の整備を行うもの

であります。 

  このたびの地方公務員法の改正の柱は、能力

及び実績に基づく人事管理の徹底及び退職管理

の適正な確保の２つでありますが、このうち能

力及び実績に基づく人事管理の徹底に関して本

市条例の整備が必要となります。 

  内容といたしましては、人事評価制度の導入

に係る給与条例への等級別基準職務表の設定、
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その他必要な条項の整備等を行うものでありま

す。 

  次に、議案第６号新庄市行政不服審査会条例

の設定について及び議案第７号行政不服審査法

の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の設

定について関連がありますので、一括して御説

明申し上げます。 

  平成26年６月に改正行政不服審査法が公布さ

れ、審理員による審理手続、第三者機関への諮

問手続の導入や不服申し立ての手続を審査請求

に一元化することなど、行政処分に関する不服

申し立てについて審理における公正さや使いや

すさの向上を図るため法律の全部が改正されま

した。 

  議案第６号新庄市行政不服審査会条例の設定

についてにつきましては、審査長の判断の妥当

性をチェックするための第三者機関への諮問手

続が新設されることに伴い、第三者機関として

新庄市行政不服審査会を設置し、その組織及び

運営に関し必要な事項を定めるものです。行政

不服審査会は市長の諮問により調査、審議する

機関として必要に応じて設置することとし、そ

のほかその他守秘義務。組織運営等について規

定しております。 

  議案第７号行政不服審査法の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例の設定についてにつき

ましては、法改正に伴い関係する６件の条例に

ついて必要な改正を行うものであります。 

  主な改正内容といたしましては、不服申し立

て構造見直しに伴う文言の整備、情報公開条例、

個人情報保護条例への審理員制度除外規定の追

加、審査請求に関する提出書類の写しの交付手

数料の設定などであります。施行日は両議案と

も平成28年４月１日であります。 

  次に、議案第８号新庄市まちづくり応援寄附

金条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

  新庄市まちづくり応援寄附金条例は、平成20

年度から始まったふるさと納税制度により全国

から寄せられる寄附金を活用し寄附者の意向を

反映したまちづくりを進めるため、その適正な

管理運用を図るため制定されたものであります。 

  従来は、寄附金全額を基金に積み立て、指定

する事業に要する経費に充てることとしており

ましたが、本案は返礼品等の経費を差し引いた

額を基金に積み立てるよう基金の管理運用につ

いて改正するものであります。 

  次に、議案第９号から議案第12号までは新庄

最上定住自立圏形成協定の変更に関するもので

一括して御説明申し上げます。 

  定住自立圏の取り組みにつきましては、昨年

６月に各町村と定住自立圏形成協定を締結し、

その後共生ビジョンの策定に向け共生ビジョン

懇談会における圏域住民からの意見も参考に、

具体的な取り組み内容について協議を続けてき

たところであります。連携する取り組みにつき

ましては町村ごとに異なっておりましたが、新

たに連携の必要性が確認されたものについて連

携項目として協定に追加するものであります。 

  追加する連携項目については、６次産業化の

推進、特産品を活用した地域活性化、コミュニ

ティーバス等の運行、教育関係者の合同研修、

斎場施設の相互利用、ごみ減量化の推進につい

てであります。中心市と近隣町村は１対１の関

係での協定となることから、真室川町、大蔵村、

鮭川村、戸沢村とそれぞれ協定の一部を変更す

ることについて提案するものであります。 

  次に、議案第13号新庄市消防団条例の一部を

改正する条例について御説明申し上げます。 

  平成25年12月に消防団を中核とした地域防災

力の充実強化に関する法律が公布されたことか

ら、消防団の強化及び処遇改善が必要とされて

きたことであり、このうち消防団員の報酬につ

きましては平成27年度に改定しております。 

  このたびの改正といたしましては、消防団員

の出場手当の年額を見直すとともに出場回数に
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応じた手当を支給することとし、より多く活動

した団員に報いるとともに消防団の組織強化及

び消防団員の意欲向上につなげるための改正を

行うものであります。 

  次に、議案第14号新庄市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部を改正する条例の制定に

ついて御説明申し上げます。 

  指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び

運営に関する基準等の一部を改正する省令が公

布されたことに伴い、本市における指定地域密

着型サービス及び指定地域密着型介護予防サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

につきまして国の基準に基づき改正するもので

あります。 

  主な改正点は、居宅サービスである通所介護

事業所のうち利用定員18名以下の小規模な通所

介護について少人数で日常生活圏域に密着した

サービスであることを踏まえ、地域との連携や

運営の透明性の確保がより求められる地域密着

型サービスに移行することとなりました。この

ことに伴い、地域密着型通所介護に関する基準

について国の定める基準に基づき追加するもの

です。 

  また、認知症対応型通所介護については、地

域との連携や運営の透明性を確保するため運営

推進会議の設置について規定するなど、地域密

着型通所介護の新たな基準を踏まえ地域との連

携等に関する規定について改正を行うものであ

ります。 

  議案第24号から議案第32号までの一般会計、

特別会計及び水道事業会計の平成28年度当初予

算について御説明申し上げます。 

  国内経済は足踏みの状況にあり、個人消費に

おいても停滞感が見られますが、一方で各種政

策の効果により雇用所得環境の改善傾向も続い

ており、今後の経済の回復が期待されます。 

  本市におきましては、市税の伸びも見られる

ものの地方財政計画で見込まれたほどの伸びと

はなっておらず臨時財政対策債の削減も見込ま

れる状況での予算編成となりましたが、地方創

生に向けて新庄市まちづくり総合計画と新庄市

総合戦略に沿いながら、着実にかつ積極的に政

策を推し進め、市民の暮らしに直結する課題、

要望等に的確に対応し、平成28年度の当初予算

を編成しました。 

  その結果、一般会計の予算総額は162億5,400

万円となり、平成27年度と比較しますと７億

6,000万円、率にして4.9％の増加となりました。

主な事業の内容といたしましては、第３子以降

の児童保育料免除事業における免除対象児の拡

大、共働き世帯などでの緊急時の対応や病児の

預かりに対応する病児・緊急対応強化事業型フ

ァミリー・サポート・センター事業の実施、さ

らには子ども・子育て支援制度事業による子供

の保育環境の拡充、沖の町中山町線ほか流雪溝

整備、沖・鉄砲町線消雪整備事業などを初めと

した雪総合対策事業の実施、市有施設耐震化事

業、同報系防災行政無線整備事業、陸上競技場

改修事業など安心して暮らせる住みよい地域社

会をつくっていくことを基本としたものでござ

います。 

  以上、当初予算編成の概要について御説明申

し上げましたが、一般会計の詳細及び７特別会

計については財政課長から、水道事業会計につ

いては上下水道課長から説明させますので、御

審議いただき、御決定賜りますようよろしくお

願い申し上げます。 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

   （小野 享財政課長登壇） 

小野 享財政課長 それでは、議案第24号から議

案第31号まで御説明いたします。 

  平成28年度一般会計及び特別会計予算書をお

開きください。 

  予算書１ページをお開きいただきたいと思い

ます。 
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  一般会計の予算総額は、第１条にございます

ように、歳入歳出それぞれ162億5,400万円でご

ざいます。前年度に比べ７億6,600万円、4.9％

の増加となっております。 

  第３条借入金、第４条流用につきましては、

昨年と同様の内容としております。 

  第２条に関連しまして、７ページをお開きく

ださい。 

  ７ページから８ページにかけまして、第２表

地方債として掲載しております。平成28年度は

17件予定しておりまして、最後の臨時財政対策

債の４億9,000万を含めまして総額15億5,940万

円となりまして、前年度に比べ１億5,770万円

の増加としております。 

  11ページからの歳入について御説明申し上げ

ます。 

  11ページの１款市税でございますが、款の合

計が43億5,253万8,000円となりまして、前年度

比3,628万5,000円の増加を見込んでおります。 

  個人市民税が約1,000万円の増額、法人市民

税につきましては4,200万円の減額となります

が、12ページになりますが、固定資産税が家屋

及び償却資産の伸びによりまして6,200万円の

増額、軽自動車税につきましては税率改正によ

りまして1,900万円の増額となっております。 

  14ページ、２款地方譲与税から16ページ、９

款地方特例交付金まで平成27年度の決算見込み

及び28年度の国の地方財政計画伸び率を勘案し

て計上したところでございます。 

  16ページをお開きください。 

  10款地方交付税でございますが、42億6,000

万円の計上でございます。普通交付税を昨年と

同額と見込みまして、特別交付税については定

住自立圏関連事業の交付額を見込みまして

5,000万円の増額としたところでございます。 

  下段、12款分担金及び負担金でございますが、

前年度比約1,000万円の増額としております。

２目民生費負担金、保育所入所者負担金１億

500万円ございますが、第３子以降児童の保育

料免除制度対象者拡大によりまして1,400万円

程度の減収が見込まれるところでございますが、

民間立の保育所が新たに３所増加することによ

りまして負担金全体としましては700万円の増

加を見込んでおります。 

  19ページからの14款国庫支出金でございます

が、前年度に比べまして２億2,800万円増額し

ております。特に、１項１目民生費国庫負担金

におきまして障害者自立支援給付費負担金が３

億9,300万円と前年に比べまして5,600万円増加

しておりまして、続く20ページ、児童福祉費負

担金の施設型給付費負担金が１億9,700万円と

いうことで昨年から１億4,700万円増加してお

りまして、これらが増加の主な要因となってお

ります。 

  22ページからの15款県支出金につきましても

前年度比8,400万円ほどの増額となっておりま

すが、国庫支出金と同様に民生費関連の負担金

の増加によるものが大きいことになっておりま

す。 

  26ページになりますが、17款寄附金でござい

ます。ふるさと納税の伸びを見込みまして１億

円を計上しております。 

  18款繰入金につきましては前年度比１億

2,000万円の減額としておりますが、財政調整

基金より４億円の繰り入れを計上しまして大規

模事業等の財源としております。 

  28ページに移りますが、下段20款諸収入の４

項雑入におきまして陸上競技場改修に伴うスポ

ーツ振興くじ助成金１億3,000万円を計上して

おります。 

  29ページからの21款市債につきましては、第

２表地方債の内容に基づく予算計上としており

ます。 

  続きまして、30ページからの歳出を御説明申

し上げます。 

  １款議会費は１億9,462万4,000円となりまし
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て、前年度比1,400万円の減額となりますが、

議員共済費負担金の減額によるものでございま

す。 

  31ページからの２款総務費のうち、１項１目

総務一般管理費のうち職員給与費に関連しまし

て、一般会計全体における人件費は前年度比１

億2,000万円の減額となっております。 

  35ページをお開きください。 

  ６目財産管理費におきまして工事請負費３億

400万円を計上しておりますが、本庁舎耐震化

補強工事費として計上しているところでござい

ます。 

  36ページ、７目企画費でございますが、下段

にふるさと納税事業約１億円を計上しておりま

す。そのすぐ上になりますが、総合戦略事業関

連新規事業としましてＵＪＩターン就職活動交

通費助成金100万円、子育て応援企業支援奨励

金100万円を計上しております。 

  39ページをお開きください。 

  11目市民生活対策費では、市民生活の安全安

心を守るために街頭防犯カメラ整備業務委託料

310万円、下段に町内防犯灯ＬＥＤ化事業費補

助金経費400万円を新たに盛り込んでおります。 

  44ページをお開きください。 

  ４項選挙費でございますが、参議院議員通常

選挙費1,800万円と続く山形県知事選挙費1,600

万円を新たに計上しております。 

  ３款民生費につきましては、50ページをお開

きいただきたいと思います。 

  下段、４目障害者自立支援費でございますが、

同給付事業費のうち51ページ、介護給付・訓練

等給付費、ございますが、７億7,700万円と前

年度比１億900万円の大幅な伸びを示しており

ます。 

  53ページには７目介護保険費がございますが、

介護保険事業特別会計の繰出金５億800万円を

計上したところでございます。 

  これらによりまして、１項社会福祉費全体で

１億5,900万円の大幅な増額となっております。 

  ２項児童福祉費でございますが、子育て支援

策の拡充によりまして昨年度比全体で２億

7,000万円と大幅に増加しているところでござ

いますが、主な事業として54ページをお開きい

ただきたいと思いますが、中段の認可外保育施

設乳幼児育成支援事業費補助金2,700万円の中

に、新制度移行に伴う待機児童解消に向けた補

助金300万円を新たに計上しております。 

  その４行下になりますが、第３子以降児童の

保育料免除事業1,700万円を計上しております

が、保育料免除額と合わせますと3,100万円規

模の事業に拡大しております。 

  子ども・子育て支援新制度事業費でございま

すが、55ページ、一番下段に記載しております。

７億400万円を計上しております。この内訳と

して続く56ページ以下に記載しておりますが、

特に民間立保育所委託料３億9,100万円。これ

につきましては民間立保育所が南部保育所を含

めまして新たに３所設立されたことによるもの

でございます。 

  さらに、地域型保育給付費１億4,100万円ご

ざいますが、これも新たに開設されます小規模

保育施設５施設の負担金として計上しておりま

す。 

  そのほか、57ページ中段になりますが、ファ

ミリー・サポート・センター業務委託料390万

円を新たに計上しまして、病児・緊急対策強化

を図るなど子育て支援の新たな施策展開に向け

た予算を編成しております。 

  60ページになりますが、４款衛生費の中でも

新たな少子化対策を盛り込んでおります。 

  下段、１項１目保育衛生総務費健康診査業務

委託料2,200万円ございますが、この中に低体

重児出生予防のための妊婦超音波健診への助成

を新たに拡充しているところでございます。 

  62ページ、４目健康増進費でございます。こ

の中では報償費等にかむてん健康マイレージ事
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業に係る経費を盛り込んでおりまして、健康づ

くり意識向上を図ってまいります。 

  63ページ、下段からの６目環境衛生費公衆便

所管理運営事業費でございますが、64ページに

記載してございますが、工事請負費1,700万円

として曙町第２公衆便所の改修に係る経費を盛

り込んだところでございます。 

  65ページ、２項１目清掃総務費でございます

が、今年度も合併処理浄化槽設置整備事業補助

金1,900万円、浄化槽水環境保全推進事業補助

金700万円を盛り込んだところでございます。 

  ６款農林水産業費でございますが、69ページ、

ごらんになっていただきたいと思います。 

  中段からの１項３目農業振興費の中の担い手

総合支援対策事業費１億1,900万円につきまし

ては、農地集積、青年就農の拡充を図るものと

して計上しておりまして70ページになりますが、

６次産業化推進事業費840万円につきましては

新たな農産加工人材の育成と販売強化を目指す

ものでございます。 

  このほか、全体的に補助事業を効果的に活用

した予算編成としたところでございます。 

  71ページに移りますが、４目畜産業費でござ

います。畜産生産拡大支援事業費補助金1,200

万円の中で、市のかさ上げ補助を新たに制度拡

充したところでございます。 

  下段、５目農地費でございますが、新庄地区

地域用水環境整備事業補助負担金270万円につ

きましては、県を事業主体としました水路幹線

施設整備に係ります初年度の負担金ということ

で計上しております。 

  ７款商工費でございますが、75ページをお開

きください。 

  75ページから76ページにかけての１項２目商

工振興費におきまして、総合戦略に基づく事業

を展開しております。 

  まず、中小企業振興対策費では76ページに移

りますが、新製品開発事業費補助金300万円を

新設しておりまして、企業力強化を支援すると

ともに商談会の出展支援、情報発信に対する支

援も盛り込んだところでございます。 

  工業振興対策事業費の中では、基盤産業強化

アドバイザー派遣事業委託料180万円と、地元

定着を目指すための学生向け、子供向けのキャ

リア教育推進事業の負担金を盛り込んでおりま

す。 

  77ページ、３目観光費でございますが、新庄

まつり実行委員会負担金2,400万円を計上して

おります。ユネスコ無形文化遺産登録効果によ

ります誘客拡大を視野に入れまして山車囃子若

連に対する交付金を500万円増額しまして、あ

わせて飾り山車行事を拡充したいと考えており

ます。 

  また、79ページに移りますが、中段の物産振

興対策事業費におきまして物産振興会議負担金

250万円がございますが、この中にふるさと応

援隊による交流人口の拡大に要する経費150万

円を含んでおります。 

  また、80ページになりますが。都市×田舎交

流促進事業費885万円を計上しております。こ

れは交流ビジネスを展開する経費を引き続き盛

り込んだところでございます。 

  ４目企業誘致費のうち下段公有財産購入費１

億2,500万円がございますが、中核工業団地未

分譲用地購入の際の借入金の残額を一括して返

済するものでございまして、続く81ページには

市民の雇用拡大に対する企業立地等雇用促進奨

励金2,500万円を盛り込んでおります。 

  ８款土木費でございますが、83ページでござ

います。 

  ２項２目道路維持費道路長寿命化事業費の中

に泉田橋撤去に係る協議資料作成経費100万円

を新たに計上しております。 

  85ページをお開きください。 

  ４項１目都市計画総務費の中には住宅リフォ

ーム総合支援事業費補助金4,000万円を盛り込
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んでおります。 

  86ページになりますが、４目公共下水道の特

別会計への繰出金は４億500万円を計上してお

ります。 

  88ページになりますが、除排雪費でございま

す。 

  ６項１目除排雪費におきましては、除排雪業

務委託料と車借上料を合わせまして３億円を計

上しておりまして強化を図っておりまして、続

く２目雪総合対策費の流雪溝整備事業、消雪整

備事業２億6,000万円を計上して雪に強い安全

で快適なまちづくりを推進してまいります。 

  ９款消防費になりますが、89ページ下段から

になりますが、１項１目常備消防費最上広域の

分担金４億8,200万円とありますが、消防署西

支署改築事業費によりまして昨年比8,500万円

の増額となっております。 

  ２目非常備消防費におきましては90ページ中

段に備品購入費477万円ございますが、この中

に防寒対策整備充実に向けまして300万円を盛

り込んだところでございます。 

  91ページになりますが、防災対策推進事業費

の工事請負費２億7,300万円につきましては同

報系防災行政無線整備費として計上しておりま

す。 

  続く、山形県防災行政通信ネットワーク再整

備工事負担金につきましては約2,000万円を計

上しております。 

  下段、３目消防施設費になりますが、自動車

購入費1,200万円によりまして、小型動力ポン

プ積載車また、小型動力ポンプの更新費用とし

て盛り込んだところでございます。 

  10款教育費に移りますが、全体的に萩野学園

整備、市体育館の耐震改修の完了によりまして

減額となっておりますが、93ページ中段に１項

２目事務局費の中でふるさと創生奨学金制度負

担金672万円を計上してございますが、これに

つきましては募集枠に新たに保育士２名を加え

人材の地元定着を目指すための予算内容として

おります。 

  下に通学手段確保対策事業費の中で自動車購

入費750万円を計上しておりますが、スクール

バスの前倒し購入により対策を推進するものと

考えております。 

  95ページをお開きください。 

  中段、３目教育指導費の国際理解教育推進事

業費1,300万円におきまして、語学指導員を１

名増員しまして３名体制によりまして国の小学

校での英語教育の強化方針に対応してまいりた

いと考えております。 

  99ページをお開きください。 

  ３項１目中学校費でございますが、学校管理

費中に測量設計業務委託料1,300万円計上いた

しておりますが、これにつきましては日新中学

校大規模に向けた経費として計上しております。 

  100ページになりますが、４項とした新たに

義務教育学校費を新設しております。このたび

制度化されました義務教育学校としての萩野学

園に係る経費をまとめて計上したところであり

ます。 

  ５項社会教育費関連になりますが、109ペー

ジをお開きください。 

  12目体育施設費工事請負費につきまして武道

館耐震経費として1,200万円及び陸上競技場の

改修費４億9,300万円合わせて５億500万円を計

上しております。 

  129ページをお開きください。 

  特別会計の説明に移らせていただきます。 

  議案第25号国民健康保険事業特別会計の予算

案につきましては、43億4,142万4,000円、前年

度対比で２億1,800万円、率にして4.8％の減額

でございます。 

  第２条一時借入金、第３条流用につきまして

は昨年同様としております。 

  137ページからの歳入をごらんください。 

  被保険者の減少に伴います保険給付費の減額
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に伴いまして、１款国民健康保険税を初めとし

て多くの款項で減額計上となっております。 

  140ページになりますが。９款繰入金でござ

いますが、このうち一般会計繰入金が保険基盤

安定のための法定内繰入の増額に伴いまして全

体で２億8,600万円、昨年比4,600万円の増額と

しているところでございます。 

  歳出につきましては143ページをごらんくだ

さい。 

  ２款保険給付費につきまして、前年度比１億

9,700万円と大幅な減額になっておりまして、

あわせまして146ページ下段となりますが、７

款共同事業拠出金を除きますとおおむね減額の

予算計上となったところでございます。 

  153ページをお開きください。 

  議案第26号交通災害共済事業特別会計予算総

額でございますが、638万1,000円と定めるもの

でございます。 

  歳入歳出の明細につきましては155ページか

ら記載してございますが、ほぼ前年度と同様の

編成内容となっております。 

  159ページをお開きください。 

  議案第27号公共下水道事業特別会計の歳入歳

出予算案でございますが、13億4,171万2,000円

と定めるものでございます。 

  162ページに債務負担行為及び地方債につい

て掲載してございます。 

  歳入については164ページからになりますが、

下段３款国庫支出金をごらんいただきたいと思

いますが、処理場の長寿命化事業終了に伴いま

して昨年比１億円の減額という状況になってお

りまして、あわせて165ページ下段になります

が、７款市債につきましても9,700万円の減額

としております。 

  歳出につきましては168ページをごらんいた

だきたいと思いますが、２款２項２目施設建設

費が前年度に比べて１億6,800万円の減額とし

ているところでございます。 

  179ページをお開きください。 

  議案第28号農業集落排水事業特別会計の予算

総額につきましては歳入歳出それぞれ8,160万

円と定めるものでございます。 

  歳入歳出編成内容につきましては、ほぼ前年

と同様の内容となっておるところでございます。 

  187ページ、議案第29号営農飲雑用水事業特

別会計の予算総額でございますが2,720万9,000

円と定めるものでございます。 

  施設改修の完了によりまして修繕費が減額と

なっていまして、あわせて歳入における一般会

計繰入金も減額になった予算計上となっており

ます。 

  195ページをごらんください。 

  議案第30号介護保険事業特別会計予算につき

ましては、歳入歳出37億6,635万7,000円となり

まして、前年度比１億9,700万円、率にして

5.5％の増加となっております。保険給付費の

増加に対応しまして203ページをごらんいただ

きたいと思いますが、１款保険料から多くの款

項目で増額としているところでございます。 

  歳出につきましては209ページをごらんいた

だきたいと思います。下段２款保険給付費の合

計が36億5,600万円となりまして前年度比２億

2,500万円、6.6％の伸びを見せているというと

ころでございます。 

  219ページをお開きください。 

  議案第31号後期高齢者医療事業特別会計予算

総額でございますが、歳入歳出４億30万4,000

円と定めるものでございます。主な内容として

227ページ、歳出になりますが、３款後期高齢

者医療広域連合納付金が38億7,700万円と前年

に比べ1,200万円の増加を見込んだところでご

ざいます。 

  以上で、平成28年度の一般会計及び特別会計

予算案の説明を終わらせていただきます。 

  御審議の上、御可決くださいますようよろし

くお願いいたします。 
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清水清秋議長 上下水道課長松坂聡士君。 

   （松坂聡士上下水道課長登壇） 

松坂聡士上下水道課長 それでは、議案第32号平

成28年度新庄市水道事業会計予算について御説

明申し上げます。 

  それでは、予算書１ページをお開き願います。 

  第１条平成28年度新庄市水道事業会計の予算

は次の定めるところによります。 

  第２条業務の予定量は次のとおりといたしま

す。１、給水件数１万3,820件、２、年間総給

水量376万850立方メートル、１日平均給水量１

万304立方メートル。４、主な事業として建設

改良事業費が４億7,770万2,000円であります。 

  第３条収益的収入及び支出の予定額でござい

ますが、収入第１款水道事業収益は11億537万

7,000円を見込んでおり、前年度より165万

2,000円の減といたします。 

  次に、支出第１款水道事業費用は10億7,062

万円を見込んでおり、前年度当初予算比482万

8,000円の増といたしております。 

  続きまして、２ページをお開きください。 

  第４条資本的収入及び支出の予定額でござい

ますが、収入第１款資本的収入は１億7,121万

3,000円を前年度比9,026万8,000円の減としま

す。 

  次に、支出第１款資本的支出は６億9,923万

6,000円で、前年度比8,276万8,000円の減とい

たします。 

  なお、資本的収入額が資本的支出額に対して

不足する額５億2,802万3,000円は、過年度損益

勘定留保資金等で補塡しようとするものでござ

います。 

  第５条は、予定支出の各項の経費の金額を流

用することができる場合を営業費用と営業外費

用との間といたします。 

  第６条議会の議決を経なければ流用すること

ができない経費として１、職員給与費5,841万

2,000円、２、交際費１万円といたします。 

  第７条他会計からの補助金として、統合水道

償還利子等のため一般会計から受ける水道事業

会計へ補助を受ける金額は969万といたします。 

  第８条たな卸資産の購入限度額を300万円と

定めようとするものでございます。 

  次に、予定実施計画に基づき御説明いたしま

す。 

  ３ページをお開き願いたいと思います。 

  初めに、収益的収入及び支出の関係でござい

ますが、第１款第１項営業収益は９億5,572万

9,000円で、内容としましては、給水収益その

他の営業収益でございます。 

  第２項営業外収益は１億4,964万6,000円で内

容としましては、他会計補助金、負担金雑収入

収益等でありますが、法改正により会計基準の

見直しにより減価償却費に伴う補助金等の収益

化として新たに長期前受金戻入の項目が設けて

ございます。 

  続きまして、４ページから７ページでござい

ますが、支出でございます。 

  第１款第１項営業費用は９億8,526万1,000円

で、内容といたしまして原水及び浄水費、配水

及び給水費、業務及び総係費等でございます。 

  ７ページ、第２項営業外費用は8,108万4,000

円で、内容としましては支払利息、繰延勘定償

却等でございます。 

  ８ページ、資本的収入及び支出について御説

明申し上げます。 

  収入第１款第１項補助金は１億1,805万4,000

円で、内容といたしましては生活基盤施設耐震

化事業等で実施します指野配水池更新及び老朽

管更新の国庫補助金でございます。 

  第２項出資金は5,315万8,000円を見込んでお

ります。これは統合水道償還金元金及び生活基

盤施設耐震化等出資金でございます。 

  次に、８ページ、９ページの支出でございま

すが、第１款第１項建設改良費は４億7,770万

2,000円で、内容といたしましては工事費等で
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ございます。 

  第２項企業債償還金は２億2,153万3,000円で

ございます。 

  なお、10ページには法改正による会計基準の

見直しに伴い、１会計期間のキャッシュイン、

キャッシュアウトを把握するため平成28年度の

会計予定のキャッシュ・フロー計算書を記載し

てございます。 

  続きまして、11ページから13ページまでは給

与費明細書、14ページから15ページについては

平成28年度の予定貸借対照表を記載してござい

ます。 

  続きまして、16ページ、17ページには平成27

年度予定貸借対照表、18ページには平成27年度

予定損益計算書、19ページ、20ページには法改

正による会計基準の見直しに伴う会計方針を記

載してございますので、ごらんいただきたいと

思います。 

  以上、平成28年度新庄市水道事業会計予算案

について御説明申し上げました。 

  御審議いただき、御可決くださいますようよ

ろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 これより、ただいま説明のありま

した議案22件のうち、平成28年度予算９件を除

いた議案13件について一括して総括質疑を行い

ます。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第４号についてで

すが、新庄市一般職職員の給与に関する条例に

関してですが、職員１人当たりの年間１人当た

りのどのぐらいの手当というか収入が上がるの

かということ。それから、全体の経費がどのぐ

らいなのか。 

  特別職ということで市三役及び議員の引き上

げもあるようなんですが、三役及び議員の引き

上げ額は１人当たり年間どのぐらいで、全体で

は幾らぐらいなのかということでお願いしたい

と思います。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 まず、このたびの給与改定に

伴いまして一般職の年額の上昇額ですが、あく

までも平均ですが、６万8,500円ほどを見込ん

でいるところでございます。 

  それから、特別職の手当の引き上げについて

の御質問ですが、市長、副市長、教育長につき

ましてもそれぞれ引き上げになるわけでござい

まして市長については約13万円弱、副市長につ

いては10万円弱、教育長については８万円強の

年額の引き上げになります。議員の皆さんにつ

きましては議長につきましては６万3,000円弱、

副議長につきましては５万5,000円程度、議員

の皆さんにつきましては５万2,000円弱ほどの

年額を引き上げになります。 

  年間の平成27年度人勧に伴います影響額でご

ざいますが、全体として2,550万1,000円を見込

んでいるところでございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 一般職の年間１人当た

り、平均６万8,500円。これについては、異議

はありません。 

  特別職全体では引き上げが行われるわけです

が、全体では2,550万1,000円ということでござ

いました。そのうち特別職については全体で幾

らなのかもう一度お願いします。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 特別職については期末手当の

みの改定でございますが、市長、議員の皆さん

も含めて125万7,000円の金額の見込みを立てて

いるところでございます。以上でございます。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 特別職、市三役及び議
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員ということですが、その全体は125万7,000円

とお伺いしました。 

  先ほどの市長の施政方針を見ても、市全体の

まだまだ財政は引き締めが必要なんだという方

針が示されたように思います。市民の側から見

ますと、財政難ということで新庄市が特に市民

に対する福祉が非常に近隣の市町村から見たら

低く抑えられており、市民はお金がないからと

いって我慢に我慢に我慢をさせられてきたとい

う声がよく聞かせられております。財政がよく

なったということはいいことなんですが、それ

がやはり市民に福祉の我慢をさせてきたという

ことがいまだに続いている部分がかなりあると

思います。 

  そういう意味で、貧困格差に苦しんでいる市

民に対してやはり私たちは、特に三役について

は引き上げをしないで、そのお金があればおく

れている福祉、タクシー券とかそういうところ

だと思いますが、市民の苦しいところに対して

改善を図るお金に向けて市財政のよくなった点

を市民に少しでも還元させていく姿勢が必要な

のではないかと私は考えるわけですが、その点

についてどう考えるかお願いします。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩します。 

 

     午後０時００分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  なお、代表監査委員髙山孝治君より本日午後

から３月16日まで欠席届が出ております。 

  それでは、引き続き質問、答弁お願いします。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 特別職の期末手当見直しの理

由についてのお尋ねだと思います。 

  まず、このたび特別職の期末手当について引

き上げの提案をさせていただいているわけです

が、従来新庄市においては人事委員会勧告など

を契機に特別職の期末手当の見直しの契機にし

てきた経過がございます。また、このたび県内

13市の状況を見てみますと特別な理由、特別な

考え方がある２市を除いて13市中11市が特別職

の期末手当等の見直しを行っているということ

もございます。 

  そうしたこともありまして、均衡の原則であ

りますとかを考慮いたしまして総合的に判断し、

このたびの提案とさせていただいたところであ

ります。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

総括質疑を終結いたします。 

 

 

日程第３１予算特別委員会の設置 

 

 

清水清秋議長 日程第31予算特別委員会の設置を

議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  議案第24号平成28年度新庄市一般会計予算か

ら議案第32号平成28年度新庄市水道事業会計予

算までの平成28年度各予算を審査するため、委

員会条例第16条第１項の規定により予算特別委

員会を設置したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

予算特別委員会を設置することに決しました。 

 

 

予算特別委員会委員の選任 

 

 

清水清秋議長 これより、ただいま設置されまし
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た予算特別委員会委員の選任を行います。 

  お諮りいたします。 

  予算特別委員会委員の選任につきましては、

委員会条例第８条第１項の規定により、議長に

おいて全議員を指名したいと思います。これに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

全議員を予算特別委員会の委員に選任すること

に決しました。 

  なお、委員会条例第10条第１項の規定に基づ

き、本日の本会議終了後、この議場において予

算特別委員会を開催し、委員長の互選を行って

いただきますので、御参集方よろしくお願いい

たします。 

 

 

日程第３２議案・請願の予算特別

委員会、各常任委員会付託 

 

 

清水清秋議長 日程第32議案・請願の予算特別委

員会、各常任委員会付託を行います。 

  議案・請願の委員会付託につきましては、お

手元に配付しております付託案件表のとおりそ

れぞれ所管の委員会に付託いたしますので、よ

ろしくお願いいたします。 

平成２８年３月定例会付託案件表  

 

付 託 委 員 会 名 件                名 

予 算 特 別 委 員 会 

議案（９件） 

〇議案第２４号平成２８年度新庄市一般会計予算 

〇議案第２５号平成２８年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

〇議案第２６号平成２８年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

〇議案第２７号平成２８年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

〇議案第２８号平成２８年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

〇議案第２９号平成２８年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

〇議案第３０号平成２８年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

〇議案第３１号平成２８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予

算 

〇議案第３２号平成２８年度新庄市水道事業会計予算 

総 務 文 教 常 任 委 員 会 

議案（１１件） 

請願（１件） 

〇議案第２号新庄市課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議案第３号議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関

する条例の一部を改正する条例の制定について 

〇議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改

正する条例の設定ついて 

〇議案第５号地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正す

る法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の設定について 

〇議案第６号新庄市行政不服審査会条例の設定について 

〇議案第７号行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する
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付 託 委 員 会 名 件                名 

条例の設定について 

〇議案第８号新庄市まちづくり応援寄附金条例の一部を改正する条

例の制定について 

〇議案第９号真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第１０号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第１１号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇議案第１２号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定

の変更について 

〇請願第２号「奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める請

願」について 

産 業 厚 生 常 任 委 員 会 

議案（２件） 

請願（１件） 

 

〇議案第１３号新庄市消防団条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

〇議案第１４号新庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例の設

定について 

〇請願第１号ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求めることにつ

いて 

 

 

議案９件一括上程 

 

 

清水清秋議長 日程第33議案第15号平成27年度新

庄市一般会計補正予算（第５号）から日程第41

議案第27号平成27年度新庄市水道事業会計補正

予算（第２号）までの補正予算９件につきまし

ては、会議規則第35条の規定により一括議題に

いたしたいと思います。これに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第15号平成27年度新庄市一般会計補正予算

（第５号）から議案第23号平成27年度新庄市水

道事業会計補正予算（第２号）までの補正予算

９件を一括議題とすることに決しました。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第15号から議案第

23号までの平成27年度一般会計、特別会計及び

水道事業会計の補正予算について御説明申し上

げます。 

  補正予算書１ページ、議案第15号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ５億

720万5,000円を追加し、補正後の予算総額を

167億1,567万7,000円とするものであります。 

  主な補正内容について御説明申し上げます。 

  歳入についてでありますが、市税は法人市民

税や固定資産税の伸びなどがあり、市税全体で

対当初予算比で約9,000万円の増額補正を計上
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しており、地方消費税交付金では１億3,570万

円の増額補正をしております。 

  また、14款国庫支出金及び15款県支出金にお

きましても国の補正予算に呼応した予算を盛り

込んだほか、中核工業団地の用地売却に伴う土

地売払収入を盛り込んでおります。 

  歳出につきましては、８款土木費に道路の除

排雪経費１億円ほどの増額を盛り込んでおりま

す。また、国の補正予算に呼応し、２款で情報

セキュリティー強化対策費用、３款では年金生

活者等支援臨時給付金給付事業費を、６款では

担い手確保経営強化支援事業費を計上しており

ます。 

  さらに、中核工業団地の用地売却に伴う土地

売払収入をもとに、今後の産業振興用地購入費

に資するための財政調整基金への積立金も盛り

込んだほか、今後の市有施設改修費などの増加

に対応するため市有施設整備基金への積立金も

盛り込んでおります。 

  新年度の事業展開への円滑な移行のためにも

適切な対応を要する補正内容を組ませていただ

いておりますので、よろしくお願いいたします。 

  続きまして、37ページからの特別会計からで

ありますが、議案第16号国民健康保険事業特別

会計補正予算から議案第22号後期高齢者医療事

業特別会計補正予算までの７特別会計補正予算

につきましても、今年度のおのおのの事業の総

括などを図るために必要な予算の補正を行うも

のであります。 

  議案第23号水道事業会計補正予算につきまし

ては、収益的収入及び支出をそれぞれ減額補正

し事業収益を10億8,761万2,000円、事業費用を

10億6,459万9,000円とするものです。また、資

本的収入及び支出につきましてもそれぞれ減額

補正し、資本的収入を２億943万5,000円、資本

的支出を６億2,031万7,000円とするものであり

ます。 

  主な補正内容といたしましては、おのおのの

事業の総括などを図るために必要な予算の補正

を行うものであります。 

  私からの説明は以上でありますが、各会計の

詳細につきましては財政課長から説明させます

ので、御審議の上、御決定賜りますようよろし

くお願いいたします。 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

   （小野 享財政課長登壇） 

小野 享財政課長 それでは、議案第15号から議

案第22号まで御説明申し上げます。 

  補正予算書の１ページをお開きください。 

  初めに議案第15号一般会計補正予算（第５

号）について御説明申し上げます。 

  一般会計補正予算につきましては、歳入歳出

それぞれ５億720万5,000円を追加しまして、補

正後の総額を167億1,567万7,000円とするもの

でございます。 

  各款各項の補正予算額並びに補正後の額につ

きまして、２ページから５ページまでの第１表

歳入歳出予算補正を御確認いただきたいと思い

ます。 

  続きまして６ページ、第２表地方債補正でご

ざいますが、国の補正予算に基づく情報セキュ

リティー強化対策事業債を財源としまして680

万円を追加しまして、続く事業費の確定により

ます増減による９本の変更、市債発行総額抑制

のために、地方税交付税措置の見込めない３本

につきましては減額を行うものでございます。 

  10ページからの歳入について御説明いたしま

す。 

  初めに、１款市税でございますが、１項市民

税は法人分2,085万5,000円の増額、２項固定資

産税は7,000万円の増額補正を組ませていただ

いております。市税全体におきましては当初予

算から初めての補正となりますが、総額8,956

万5,000円の増額となります。 

  11ページの６款地方消費税交付金は１億

3,570万円の増額を計上しております。 
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  12ページからの、14款国庫支出金並びに13ペ

ージからの県支出金におきましては事業費の確

定や精査に伴います負担金や補助金などの増減

を計上しております。このうち、国の補正予算

に伴うものが３事業あります。 

  まず、国庫支出金として12ページ、２項１目

総務費国庫補助金の中で地方公共団体情報セキ

ュリティー強化対策費補助金800万円を計上し

ております。次に、続く13ページ上段となりま

すが、２目民生費国庫補助金には年金生活者等

支援臨時福祉給付金給付事業費補助金１億

3,216万1,000円を計上しております。 

  また、県支出金になりますが、14ページをご

らんください。 

  ２項５目農林水産業費県補助金の中ほどに担

い手確保・経営強化支援事業費補助金を補正し

ております。以上が国の補正に呼応した補正と

なります。 

  15ページ、16款２項１目不動産売払収入では、

中核工業団地の用地売却費２億円を計上してお

ります。 

  最後に16ページ、21款市債につきましては第

２表地方債補正に対応した補正内容としており

ます。 

  続きまして、17ページからの歳出について御

説明させていただきます。 

  まず、共通している補正内容といたしまして、

事業費の確定や精査に伴った補正をしていると

ころでございます。 

  ２款総務費でございますが、１項４目財産管

理費におきまして、中核工業団地の用地売却収

入２億円を財政調整基金積立、さらには今後の

市有施設改修費などの増加に対応するために市

有施設整備基金への積立金１億円を計上してお

ります。歳入でも御説明申し上げましたが、国

の補正に対応した事業としましてまず18ページ

をごらんください。 

  中段、９目電算管理費におきまして情報セキ

ュリティー強化対策経費1,791万1,000円を計上

しておりまして22ページ、３款民生費になりま

すが、１項９目臨時福祉給付金給付費につきま

しては年金生活者等支援のための年金生活者等

支援臨時福祉給付金給付事業費１億3,216万

1,000円を盛り込んでおります。 

  さらに、27ページに飛びますが、６款農林水

産業費１項３目農業振興費におきまして担い手

確保・経営強化支援事業費補助金8,016万6,000

円を盛り込んでおります。これら、国の補正に

呼応する事業につきましては、歳入歳出ともに

次年度へ繰越明許費としてさらに予算化を予定

しております。 

  28ページ最上段になりますが。５目農地費に

平成27年度の少雨干ばつのために発足しました

農業用水の確保に要した多大な経費の補助とし

まして高温少雨による農業用水確保対策費補助

金765万4,000円を計上しております。 

  30ページ、下段からの８款土木費６項１目除

排雪費の道路の除排雪業務費は約１億円増額し

まして市民生活の安心安全を確保しております。 

  32ページをお開きください。 

  10款教育費におきましては全体的に学校及び

社会教育施設におきまして新年度前に対応すべ

き修繕、各施設の利用者の利便性や安心した利

用に配慮した修繕料を盛り込んだところでござ

います。 

  最後に、35ページ、12款公債費でございます

が、市債利子におきます利率低下などによる減

額補正としております。 

  以上で一般会計を終わりまして、特別会計の

説明に入らせていただきます。 

  37ページをお開きください。 

  議案第16号国民健康保険事業特別会計補正予

算（第３号）でございますが、歳入歳出それぞ

れ6,064万7,000円を追加し、補正後の予算総額

を46億8,710万3,000円とするものでございます。 

  42ページからの歳入をごらんいただきたいと
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思いますが。被保険者の減少に伴って１款国民

健康保険税を初めとしましておおむね減額補正

となっております。 

  43ページの下段になりますが、健康基準の変

更によります第２号調整交付金の増額、44ペー

ジ中段の繰入金になりますが、一般会計からの

保険基盤安定繰入金の増額を盛り込んだところ

でございます。 

  歳出におきましては特に47ページ、下段９款

をごらんいただきたいと思います。 

  １項財産費基金積立金でございますが、次年

度以降の国民健康保険事業の安定した経営を図

るために、基金への積立金5,000万円を増額補

正しております。 

  49ページ、議案第17号交通災害共済事業特別

会計補正予算（第１号）でございますが、歳入

歳出それぞれ159万2,000円を追加し、補正後の

予算総額を840万1,000円とするものでございま

す。見舞金支出の増加に対応した補正となって

おります。 

  53ページをお開きください。 

  議案第18号公共下水道事業特別会計補正予算

（第３号）でございますが歳入歳出それぞれ

3,128万5,000円を追加し、補正後の予算総額を

14億6,977万9,000円とするものでございます。 

  事業の確定及び精査に伴います事業費の補正、

また市債利子を減額してございますが、58ペー

ジをごらんいただきたいと思いますが、下段２

款１項下水道処理建設費のうち処理場建設事業

費（補助）に係る4,322万7,000円でございます

が、これは国の社会資本整備総合交付金の再配

分に係る増額補正となりまして、これに関して

も平成28年度への繰越明許として再度予算化を

図る予定でございます。 

  61ページでございます。 

  議案第19号農業集落排水事業特別会計補正予

算（第２号）でございますが、歳入歳出それぞ

れ104万円を追加し、補正後の予算総額を8,445

万3,000円とするものでございます。補正内容

につきましては施設の除排雪業務委託料の増額

に対応した補正となっております。 

  65ページをお開きください。 

  議案第20号営農飲雑用水事業特別会計補正予

算（第１号）でございます。 

  歳入歳出それぞれ222万3,000円を追加し、補

正後の予算総額を5,399万6,000円とするもので

ございます。 

  内容は、施設管理に係る経費の増額補正を行

っております。 

  69ページをお開きください。 

  議案第21号介護保険事業特別会計補正予算

（第３号）でございますが、歳入歳出それぞれ

10万2,000円を追加し補正後の予算総額を36億

2,826万7,000円とするものでございます。 

  内容につきましては事業費確定や精査に伴っ

た補正内容となっております。 

  77ページをお開きください。 

  議案第22号後期高齢者医療事業特別会計補正

予算（第２号）でございますが、歳入歳出それ

ぞれ291万2,000円を減額しまして、補正後の予

算総額を３億8,964万7,000円とするものでござ

います。 

  内容は後期高齢者医療広域連合への納付金の

減額が主な補正内容となっております。 

  以上で一般会計及び特別会計の補正予算案の

説明を終わります。 

  御審議の上、御可決賜りますようよろしくお

願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました補正予算９件につ

きましては、会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第15号から議案第23号までの補正予算９件
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については、委員会への付託を省略することに

決しました。 

  それでは、ただいま説明のありました平成27

年度補正予算計９件の審議に入ります。 

 

 

日程第３３議案第１５号平成２７

年度新庄市一般会計補正予算（第

５号） 

 

 

清水清秋議長 まず初めに、日程第33議案第15号

平成27年度新庄市一般会計補正予算（第５号）

について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第15号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第15号平成27年度新庄市一般会計補正予

算（第５号）は、原案のとおりに決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第15号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３４議案第１６号平成２７

年度新庄市国民健康保険事業特別

会計補正予算（第３号） 

 

 

清水清秋議長 日程第34議案第16号平成27年度新

庄市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 44ページの９款繰入金

に１一般会計繰入金ということで、その１に保

険税軽減分ということで約1,900万円載ってい

ます。これは国からの国民健康保険の保険税が

高いという国民全体の声を受けて国からほぼ自

治体が一般会計から補塡してきた平均的な金額

を、国として県一本化するに当たって補塡とい

うか軽減のために保険税軽減を目指してお金を

入れている内容と聞いております。 

  そうすると、被保険者１人当たりというか、

国民１人当たり関係者の１人当たりで１世帯当

たりの額5,000円ぐらい軽減になるようなあれ

が国から来ていると聞いています。各自治体で

それを生かして引き下げをしている自治体も出

ていると聞いています。多く全国で出ておりま

す。 

  そういう意味で、新庄市としてはこれを見た

場合5,000万円ほどの基金繰り入れということ

で国保税高くて本当に市民苦しんでいますが、

その会計としては黒字で上げ過ぎたんだなとい

う気がするし国からの補助も来ているわけです

から、それでは市民の苦しみを少しでも軽減す

るために軽減に充てるべきだったのではないか。

保険税軽減分ということで来ておりますし、そ

ういう意味では軽減という考えはなかったのか

お聞かせいただきたいと思います。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 ただいまの質問に答えるよう
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な内容になろうかと思いますが、国民健康保険

税、低所得者等の軽減を行っていた上でのその

分を国とかで応援しましょうということで入っ

てくるお金であります。それで、国保運営をき

ちんと行ってくださいよということでの繰り入

れでございますので、その目的にかなうように

ということで今回３月補正で次年度以降の国保

運営をきちんとやれるようにということで、基

金の積み立てを予算化させてもらったところで

あります。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 国から全体で国として

は3,400億円と聞いていますし、その半分の

1,700億円を各市町村国保に今年度だと思いま

すが渡して国保税の軽減のためにと国は使って

いいよと言っているように思うんですけれども、

そういう目から見て新庄市として上げ過ぎたな

と私は思っていますし、市民のために引き下げ

ということは考えなかったのかお願いします。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 国から今回平成 27年度約

1,700億円の保険者への支援ということで各保

険者にきちんと国保の経営をしなさいと、どこ

でも国保の経営、ほとんどの保険者で大変だと

いうことで国でも平成30年度からの県単位化と

いうところに向けて足腰をしっかりして県と今

の保険者と共同して被保険者のための国保経営

をしていけるように円滑に進むようにというこ

とで、国からの保険者の支援金です。そういっ

たことも含めまして、先ほど言ったように来年

度以降の国保の安定経営を目指して基金に積み

立てさせていただいております。以上です。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 県内の市町村でこのお

金を利用して引き下げたところもあるかと聞い

ているんですが、その情報についてはどうです

か。 

荒澤宏二健康課長 議長、荒澤宏二。 

清水清秋議長 健康課長荒澤宏二君。 

荒澤宏二健康課長 申しわけありませんが、この

お金を利用して引き下げたとか、そういうこと

については聞いておりません。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第16号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第16号平成27年度新庄市国民健康保険事

業特別会計補正予算（第３号）は、原案のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第16号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３５議案第１７号平成２７

年度新庄市交通災害共済事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第35議案第17号平成27年度新

庄市交通災害共済事業特別会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 
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  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第17号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第17号平成27年度新庄市交通災害共済事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第17号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３６議案第１８号平成２７

年度新庄市公共下水道事業特別会

計補正予算（第３号） 

 

 

清水清秋議長 日程第36議案第18号平成27年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第18号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第18号平成27年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第３号）は、原案のとおり

に決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第18号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３７議案第１９号平成２７

年度新庄市農業集落排水事業特別

会計補正予算（第２号） 

 

 

清水清秋議長 日程第37議案第19号平成27年度新

庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２

号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 質疑なしと認めます。よって、質

疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第19号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 
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  これより採決いたします。 

  議案第19号平成27年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第２号）は、原案のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第19号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３８議案第２０号平成２７

年度新庄市営農飲雑用水事業特別

会計補正予算（第１号） 

 

 

清水清秋議長 日程第38議案第20号平成27年度新

庄市営農飲雑用水事業会計補正予算（第１号）

を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第20号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第20号平成27年度新庄市営農飲雑用水事

業特別会計補正予算（第１号）は、原案のとお

りに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第20号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３９議案第２１号平成２７

年度新庄市介護保険事業特別会計

補正予算（第３号） 

 

 

清水清秋議長 日程第39議案第21号平成27年度新

庄市介護保険事業特別会計補正予算（第３号）

を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第21号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第21号平成27年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第３号）は、原案のとおりに

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第21号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４０議案第２２号平成２７

年度新庄市後期高齢者医療事業特

別会計補正予算（第２号） 
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清水清秋議長 日程第40議案第22号平成27年度新

庄市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第22号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第22号平成27年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計補正予算（第２号）は、原案のと

おりに決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第22号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第４１議案第２３号平成２７

年度新庄市水道事業会計補正予算

（第２号） 

 

 

清水清秋議長 日程第41議案第23号平成27年度新

庄市水道事業会計補正予算（第２号）を議題と

いたします。 

  質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第23号は討論を終結し、直ちに採決するこ

とに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第23号平成27年度新庄市水道事業会計補

正予算（第２号）は、原案のとおり決すること

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第23号は原案のとおり可決されました。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で本日の日程を全て終了いた

しました。 

  明日３月４日金曜日午前10時より本会議を開

きますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後１時３６分 散会 
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平成２８年３月定例会会議録（第２号） 

 

 

平成２８年３月４日 金曜日 午前１０時００分開議 

議 長 清 水 清 秋      副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 
監 査 主 査 髙 山   学 
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選挙管理委員会 
委 員 長 矢 作 勝 彦  選挙管理委員会 

事 務 局 長 小 松   孝 

農 業 委 員 会 
事 務 局 長 眞 見 治 之   

  

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

議 事 日 程 （第２号） 

平成２８年３月４日 金曜日 午前１０時００分開議 

 

日程第 １ 一 般 質 問 

１番 小 関   淳  議員 

２番 石 川 正 志  議員 

３番 佐 藤 卓 也  議員 

４番 山 科 正 仁  議員 

 

本日の会議に付した事件  

 

議事日程（第２号）に同じ 
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平成２８年３月定例会一般質問通告表（１日目） 

 

発言 
順序 質問者氏名 質 問 事 項 答 弁 者 

１ 小 関   淳 
１．ふるさと納税制度の充実について 

２．図書館の現状と、その改善策について 

市 長 

教育委員長 

２ 石 川 正 志 

１．農業後継者育成について 

２．森林資源の有効活用について 

３．国営土地改良事業費について 

４．指定管理者制度の充実について 

市 長 

３ 佐 藤 卓 也 

１．子育てしやすい環境整備について 

２．新庄エコロジーガーデンの今後について 

３．寄附金について 

市 長 

４ 山 科 正 仁 

１．市内児童生徒の安全について 

２．庁内ＩＣＴ化の方向性について 

３．第４次新庄市振興計画（新庄市まちづくり総合計画）

の前期実施計画検証について 

市 長 

教育委員長 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 皆さんおはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席、遅刻者はありません。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第２号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

清水清秋議長 日程第１一般質問。 

  これより一般質問を行います。 

  今期定例会の一般質問者は８名であります。

質問の順序は、配付してあります一般質問通告

表のとおり決定しております。 

  なお、質問時間は、答弁を含めて１人50分以

内といたします。 

  本日の質問者は４名であります。 

 

 

小関 淳議員の質問 

 

 

清水清秋議長 それでは、最初に小関 淳君。 

   （４番小関 淳議員登壇） 

４ 番（小関 淳議員） おはようございます。 

  穆清会の小関でございます。早速、一問一答

方式で質問に入りたいと思います。何度か今ま

でに質問していることをきょうも確認の意味で

質問させていただきます。 

  まず最初に、ふるさと納税制度の充実につい

ての質問です。 

  全国各地でふるさと納税制度への関心がます

ます高まっています。インターネットというツ

ールを利用し、寄附をする側、受ける側、両方

ともさまざまな情報を集めながら、あるいは発

信をしながらそれぞれの立場で少しでも納得の

いくような成果につなげたいと頑張っているよ

うでございます。 

  しかし、その一方で余りに返礼品の内容比較

に偏り過ぎて、この制度が持つ地方の住民福祉

向上のためのさまざまな事業に役立ててもらお

うという本来の趣旨が希薄になっているのでは

という声もあります。そうはいいましても、我

が市におけるふるさと納税制度への意気込みは、

取り組みは、他の自治体と比較してみてもいさ

さか消極的過ぎはしませんでしょうか。先日開

催された議会報告会での意見交換でも、市の取

り組みに対して複数の参加者から懸念を示す意

見がございました。 

  県企画振興部市町村課の１月末現在の最新デ

ータによりますと、新庄市は約１億6,500万円

です。寄附額が。郡内では、最上町が３億

1,400万円、舟形町が約６億2,800万円と寄附額

を伸ばしています。新庄市も前年の約2,500万

円よりは伸びてはいますが、他の自治体と比較

をするとどうしても積極性に欠けていると判断

せざるを得ない状況ではないでしょうか。 

  県内13市の中では、新庄市は12番目。新庄市

よりやや積極的ではないのではと思われるのが、

あくまで寄附額の数字の話ですが、一番最後は

山形市です。しかし、山形市は財政力指数とい

う点では県内で一番いい状態でございます。で

すから、さほどふるさと納税に積極性を見せな

いとしてもいたし方ないような気もします。 

  ちなみに、天童市は24億円、寒河江市は12億

円、米沢市が約15億円となっています。 

  冒頭にも言いましたが、ふるさと納税制度は

市民生活を向上させていくために、市民以外の

皆様から御寄附という形で課題解決に向けた施

策事業を支援していただくものです。加えて、
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ここが大切だと思うんですが、地元産品を返礼

品とすることで市内の農業、商業、工業にとっ

て売り上げの増大や販路拡大などが大いに期待

できる制度となっています。これは、皆さん御

存じのことだと思います。 

  市長は、今でもなかなか景気の上向かない状

況が続くこの地域経済にとって、ふるさと納税

という制度を積極的に進めることは、無意味な

ことと考えているんでしょうか。この制度が、

新庄地域にもたらすデメリットのようなものは、

今の時点で私にはほとんど見当たらないのです。

市長が想定しているデメリットとはどういうも

のなのかをぜひ聞かせてもらえればと思います

が、いかがでしょうか。 

  昨年、9月定例会でも同様の質問をしました

が、その後どのように検討し、どの部分を改善

し、現在どのような成果を上げているのか。そ

して、今後どのような体制で取り組んでいくの

かをぜひ聞かせてください。 

  まず、最初の質問はここまででございます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小関市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  ふるさと納税の充実ということであります。

デメリットというふうなことを私は言ったつも

りはないので、これの、ふるさと納税における

デメリットは、地方にとってはないというふう

に思っております。積極的でないというふうな

判断をなされているような御意見ですが、消極

的ではありません。 

  新庄市では、寄附額と件数を伸ばすためにお

礼品のＰＲ方法を検討し、お礼品の見せ方とし

て写真などの改善を行いました。対策を講じた

結果、寄附件数、寄附金額ともに大幅に伸び、

12月末時点で寄附金額は１億6,000万円を超え、

郡内では３位の状況になっております。 

  ＰＲ方法を改善した成果は大きく、新庄市で

取り扱っているすき焼き用の山形牛がふるさと

納税ポータルサイト「ふるさとチョイス」でお

気に入りランキング全国４位にランクされるな

ど、大きな効果があらわれてもいます。 

  改善策を講じた後の４週間で約9,000万円の

寄附を募った形となっております。申し込みの

増加によって、お礼品の確保が課題となってき

ました。市では寄附の拡大と市内生産者、製造

者の販売拡大を図るため、１月にお礼品の公募

受け付けを行ったところであります。 

  ホームページ、市報による告知とあわせて山

形新聞への掲載もあり、９つの業者から16件の

お礼品の申請がありました。公募をしたことに

より、各自治体や市外業者からも問い合わせを

いただいたところであります。 

  公募したお礼品は、一部を除き平成28年４月

１日からふるさと納税お礼品として追加する予

定で、現在事務を進めております。 

  今後は、さらなる寄附増加を目指し、ふるさ

と納税大手サイトへ有料広告掲載などにより取

り組みを強化してまいります。また、寄附者の

目線でわかりやすい仕組みづくりを行い、本市

に寄附をしてくださる方をふやしてまいりたい

と考えています。 

  また、平成28年度より組織改編によって情報

発信の強化をさらに進めてまいりたいというふ

うに考えております。 

  以上であります。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） デメリットはないと考

えていると、消極的でもないという言葉をいた

だいて、少し安心しております。 

  やはり先ほども申し上げましたように、13市

の中で12番目という、あくまで数字の話なんで

すけれども、そういう状態というふうなところ

はどういうふうに認識していますか。 
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小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 小関議員おっしゃるとお

り、順位については13市の中で12番目というこ

とでございます。少ない資源の中でいろいろな

商品を開拓していろいろＰＲしているところで

ございますけれども、やはりＰＲ方法等につい

ては、今後も検討していかなければならないと

思いますし、いわゆるお礼品についても拡充し

ていきたいというふうに考えております。 

  その中で、なるべく多くの寄附額を、実績を

上げまして、今後とも市内業者にお礼品の中で

も当然利益というふうなことになりますので、

また商品のＰＲというふうになりますので、そ

の点については今後も積極的にＰＲしていきた

いというふうに考えてございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） ＰＲも今後大々的にや

っていきたいということでよろしいですね。 

  今の答弁の中で、一番最初におっしゃったと

ころの「少ない資源」とおっしゃいましたけれ

ども、もう少しその辺を詳しく聞かせてくださ

い。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 全国的に人気のところの

ものが、海産物であったり、それからフルーツ、

そういったものがかなり人気なところがござい

ます。そういったところで、今人気なものにつ

いては、うちのほうでないというふうなところ

はあるかと思います。当然、お米等につきまし

てはかなりの人気があって、今回の成績に結び

ついているわけですけれども、ただ資源がない

というふうなことではなくて、探せばある、あ

るいは気づかないというふうなこともあるかと

思います。 

  今回、１月に市民提案型という形で市内の業

者あるいは生産者、製造者、それから個人の生

産者についても申請をいただきました。こうい

った形が広まっていって、いろいろな切り口で

もって商品開発をしていきながら、お礼品の開

拓をしていきたいというふうに考えてございま

す。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） そうですね。少ない資

源ということは、私はないと思います。資源が

ありながら、なかなか見つからないという表現

のほうがいいと思います。ぜひ、とにかく市長

も答弁であったように、デメリットはないと、

消極的でもないとおっしゃっているので、ぜひ

積極的にやっていただきたいと思います。 

  あと、舟形町の状況などというのは把握して

いらっしゃいますか。どういう体制でやってい

るか、どういう体制で６億円もの寄附金を処理、

返礼品も含めて処理をしているか。舟形町の状

況を御存じでしょうか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 舟形町では、いわゆる公

社みたいなのを通じて、主に農協が窓口となっ

てやっていると聞いてございます。具体的に、

我々も一応６億円というふうな、現在実績を上

げておりますし、昨年もかなりいい成績を上げ

てございますので、その辺のやり方についてい

ろいろお聞きしたところでございますけれども、

特に変わったことはやっていないというふうな

ことでございます。 

  それについては、真偽のほどは定かではござ

いませんけれども、やはり舟形町についてもい

ろいろな都市交流なんかも盛んにやってきたと

ころでございますので、そういった人脈を生か

してやってきているのかなというふうなところ

もございます。 

  新庄市のほうでも、いろいろ東京のほうでの
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ふるさと会等を通じて今後広くＰＲしていきた

いというふうに考えてございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） もう少し、舟形町がど

ういう体制でやっているかというのを勉強とい

うか、いい部分がもしあれば、参考になるよう

な部分があれば、ぜひ一応まっさらなところか

ら勉強していただければと思います。 

  舟形町は、舟形町まちづくり公社というとこ

ろで、それは商工会が組織したらしいんですけ

れども、株式会社として12人体制でやっており

ます。12人の雇用が生まれているんですね。そ

れで、そこで返礼品の対応をしているとそうい

うことなんです。さっき課長もおっしゃったよ

うに、都市の交流はもう舟形町は前々から、世

田谷区、港区、あと千葉県の何とか町だったか

いろんな都市交流が盛んなんですけれども、実

際そこから寄附金をいただくという例は多くあ

るそうです。 

  返礼品の中身となると、マッシュルームでも

なく、やはり米。お米が主流だそうでございま

す。何がそういうふうになっているかというと、

長沢にある、ある商店、米を扱う商店があるん

ですけれども、そこの米の品質が非常にいいと。

精米の仕方か何か、ちょっと私も専門的ではな

いのでわかりませんが、精米の仕方で非常に良

質の米を提供していると。そういうことで、そ

れがリピーターとなってふえているということ

でした。その辺もいろいろ研究していただいて、

お客様が、返礼品返礼品と私も申し上げました

けれども、そこに偏り過ぎるのはよくない。よ

くないんですけれども、そういうところで実際

リピーターがふえて数字が上がっているという

こともありますので、その辺も研究していただ

ければと思います。どうですか。 

  要するに、返礼品だけじゃなくて、私申し上

げているように、それが、御寄附いただいたも

のが、いろんな施策に使えるわけですよね。市

民がこうしてほしいんだけどいろいろ要望等々

がある。予算がないからそれはできないんです

と今まで言ってきたものもあるんじゃないかと。

そこに回すことだってできるんじゃないかとい

う意味で、私は頑張っていただければなと思っ

ているんです。その辺、どうですか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 今回、９業者あるいは個

人から申請をいただきました。その中では、お

米について３件の申請がございました。それに

つきましては、それぞれが個性を持ってやって

いただきたいというふうなこともございました。

一つについては、食味について重きを置いてＰ

Ｒしたいというふうなことでございます。もう

一つは、いわゆる個人の方で、混じり気のない

個人の生産だというふうなことを売りにしてや

りたいというふうなことで申請があったという

ことでございます。そのほか、いろいろ特典、

戸澤神社のおはらいの米をちょっとつけるとい

うふうなところでもＰＲしたいという方もいら

っしゃいました。そういった声も生かしながら、

差別化を図りながらやっていきたいというふう

に考えてございます。 

  あと、事業の使途でございますけれども、ふ

るさと納税につきましては寄附者の方でどうい

う事業に使っていただきたいというふうなこと

での申し込みを受けることができることになっ

てございます。これにつきましては、大きなく

くりでやってございますけれども、福祉、健康

のほうに使っていただきたいとか、社会資本整

備に使っていただきたいとかという分類をして

いるわけなんですけれども、それの大きな割合

でもって一応毎年度事業に振り分けております

というところでございまして、平成28年度予算

のほうにもちょっとかかわってきますけれども、

そういったお祭りの部分でありますとか、学校
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の図書の購入でありますとか、それから公園、

遊具の整備事業でありますとか、そういったと

ころに振り分けているというふうなところでご

ざいます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） いろいろ差別化を図り

ながら、商品の特性を引き出しながら頑張って

いくということですけれども、やはり専門的な

ことは専門的な、その商品に関して専門的な知

識を持っている方を交えて、どうすれば市場に

納得していただくような商品として送ることが

できるのかとかというのをやっぱりプロジェク

トチームみたいなものを設けて、ぜひやってい

ただきたいなと思うんです。 

  あと、ふるさとチョイスのサイトをごらんに

なっていると思いますけれども、寄附いただい

たものはこれにというメニューがありますよね。

各自治体、ないところもあるんですけれども、

それをごらんになって、どういうふうな、我が

市のサイトの内容とそのメニューの内容とどこ

か違うところは感じませんか。言っている意味、

わかりますか。施策事業のメニューが、よその

自治体のとどこが違うかわかりますか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 最初に、いろいろな組織

というふうな話がございました。新庄市では、

今回ふるさと納税の推進会議というふうなこと

で庁内組織をつくって、今回の選定に合わせて

やったところでございます。その中で、応募い

ただいたものについて面接してやってみましょ

うというふうなことで、いろいろな商品を持っ

てきていただきまして、ＰＲ方法について、そ

れから商品の見せ方につきましても話をしたと

ころでございます。 

  当然、生産者につきましては思い入れがあっ

たりして、こういうふうにＰＲしたいというこ

とがございますけれども、我々、今までどうい

うものが人気があって、人気がないものもある

と、こういうふうな書き方ではなかなか受け入

れられないんじゃないかという話し合いをした

りして、今回採用に至る筋道になってきている

のかなと思います。 

  それから、ふるさとチョイスというインター

ネットサイトでのメニューということですけれ

ども、各自治体においては体験型等においてＰ

Ｒしたり、真室川町においては一日町長という

ふうなメニューもございます。（「返礼品のメニ

ューじゃないよ」の声あり）返礼品のメニュー

じゃないとすれば、例えばバナー広告等につい

てですか。（「教育に役立てますとか」の声あ

り）ああ、そういうことですね。 

  例えば捨て犬の撲殺につきまして寄附を求め

て、それに生かすとかというふうな、目的がは

っきりしているものもございますけれども、新

庄市ではまだそこまで行ってございません。 

  今後、そういったものも含めまして検討して

いきたいというふうに考えてございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） いずれにしてふるさと

納税の返礼品にかかわる人たちがいろいろ議論

をする場は、必要だと思います。ぜひ庁内だけ

でもむという話じゃなくて、いろんなかかわる

人たち、その生産者も含めて議論ができるよう

な場でブラッシュアップして、良質のものを返

礼品のメニューの中に盛り込んでいただければ

と思います。 

  あとは、よその自治体と、事業メニューです

けれども、訴えかける中身の、何というかアピ

ール度が違うと私は思います。何をしたいのか

が明確なところとそうでないところがあります。

ですから、そこを明確にして事業、施策のメニ

ューを明確にして、私はそこに寄附を向けたい

と。そこがしっかりできるように、ぜひ改善し
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ていただければと思います。 

  それで、最後に、これも数字の話なんですけ

れども、来年度どれぐらいの寄附額を目標にし

て動こうと考えていますか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 具体的な数字については、

今のところ持ってございません。ただ、現状以

上のものをというふうなことで考えてございま

す。 

  といいますのは、今年度につきましては、い

わゆるワンストップ特例というふうなところで、

かなりテレビでもＰＲがあったというところで、

ふるさと納税の恩恵を受けない方も買い物感覚

で来ている方もいらっしゃいます。こういった

ことが、次年度はやはり少なくなってくるのか

なというふうには思います。そういったところ

もありますけれども、まず現在以上に成績を伸

ばしたいというふうに考えてございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 何か事業をするときに

は、きのうもまちづくり総合計画の説明があり

ましたけれども、目標というものを置きますよ

ね。ぜひ、今答えられなくても、目標を設定し

て、そこに向けて頑張っていただければと思い

ます。 

  では、次に、これも何度も質問をさせていた

だいていますけれども、私は非常に危険な状態

を放っておくのは地域にとって非常まずいんじ

ゃないかという思いがありまして、また３度目

ですが質問をさせていただきます。 

  新庄市立図書館は、県内にある図書館の中で

も専門的な知識を持ち、本の管理や資料情報の

提供などの対応、広報、イベント企画運営など

のプロフェッショナルな仕事をこなす司書の資

格者を多くそろえ、利用者の立場に立ったサー

ビスで多くの利用者から評価を得ています。 

  しかし、スタッフがどんなに懸命に利用者サ

ービス向上に取り組んでも、改善できない課題

も、ずっと申し上げていますように、少なから

ずあるように感じます。 

  私はそれほど読書好きではありませんのでた

まにしか図書館を利用しませんが、時々ふと足

の向くことはあります。そのようなときには、

家から散歩がてらとなるところですけれども、

情けないことにどうしても車を利用してしまい

ます。図書館に着き、駐車をしようとすると、

大抵の場合満杯になっていて、そのままバック

で図書館前の道路に戻るわけでございます。こ

のとき、非常に緊張します。何が起きるかわか

らないので。もしかすると、図書館の玄関のほ

うから子供が走ってくるかもしれない。もしか

すると、道路を自転車が走っているかもしれな

い。非常に、バックで道路に出るというのは、

非常に緊張します。道路に出て、そこからまた

近くの駐車場を探さなければならないわけです

ね。そうなると、ふらっと行っただけなのに、

やっぱりじゃあ、また今度にするわということ

になってしまうわけですね。 

  根っからの本好きでしたら、それでも駐車場

を探して利用するということになると思います

けれども、私は機会を逸してしまうと、よほど

の調べ物がない限りなかなか足はもう向かなく

なってしまうというのが気持ちでございます。 

  以前の答弁にあったように、図書館をあの場

所に決定したころには、さまざまな事情があっ

たのかもしれません。でも、皆さん御存じのよ

うに、もうそのころとは最上地域の状況もここ

で暮らす住民の生活スタイルも相当変化してい

るわけでございます。そろそろ教育委員会も周

囲の変化に合わせて、柔軟な感覚で課題を解決

していくべきではないでしょうか。 

  本当に最上地域の中の唯一の新庄市立図書館

が、別の表現をすれば、定住自立圏構想の中心

市である新庄市の教養と文化の核となる生涯学
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習の施設が、このような状態で本当にいいんで

しょうか。 

  図書館についての質問は、先ほども申し上げ

ましたように３回目になります。しかし、教育

委員会からの答弁を聞いても、狭い駐車場問題

を少しでも改善できるような方向すら見えない。

できない、仕方ない、そういう理由を並べて答

えてもらっています。このような状況にしたま

まで、本当に駐車場の出入りの際、事故でも起

きたらどうするつもりなんでしょうか。特に、

親子連れの安全確保には、殊さら十分な配慮が

必要なんではないでしょうか。 

  このことから、施設の周辺での事故を防止す

る安全対策はどのようにとっているのか、はっ

きり聞かせてください。さらに、親子連れの利

便性、安全性を考慮して、わらすこ広場に児童

書、育児書などを移設する。例えば、子供図書

館というふうな、子育て支援環境のそういうも

のを設置して、移設して、子育て支援環境のさ

らなる充実を目指してはどうでしょうか。そう

いうところの見解を聞かせてください。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、図書館についてお答

え申し上げます。 

  図書館の現状とその改善策についてでありま

す。現在、図書館近隣の駐車場スペースの確保

は、今のところ困難な状況にあり、引き続き近

隣の生涯学習施設を御利用いただきたいと考え

ております。 

  また、図書館周辺での事故防止策についてで

すが、駐車場入り口付近にミラーや告知看板、

停止線を黄色でマーキングをしており、最近事

故等の報告はなく、利用者に対し注意が喚起さ

れているものと考えております。 

  次に、親子連れの利便性や子育て支援環境の

さらなる充実についてですが、わらすこ広場は

遊具で遊んだり走り回れる自由なフロアになっ

ており、利用者は多いときには１日300人ほど

と聞いております。親子連れの施設利用者が、

図書館に遊ばなくとも、わらすこ広場で気軽に

本の貸し出しが受けられるとすれば、利便性は

向上しますが、子供たちは広いフロアスペース

を走り回ったり、大型遊具で思い切り遊ぶこと

が目的であり、わらすこ広場への図書の貸し出

しも検討いたしましたが、そのようなことで紛

失や破損等の心配があるということで、実現で

きませんでした。 

  現在は、３歳児未満の幼児を対象としたスペ

ースにおいて、冬期間のみではありますが、読

み聞かせを行っております。わらすこ広場での

図書利用につきましては、どれくらいのニーズ

があるのか利用者から聞き取りを実施して、そ

の状況を把握してまいりたいと考えております。 

  以上でございます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 駐車場の狭さはしよう

がないと。近隣の生涯学習施設の駐車場を使っ

てくれということですね。仕方がないというこ

とでしょうね。安全対策としては、ミラーをつ

けたり停止線をちゃんとしていると。ですから、

それでも危険なんじゃないかと。 

  私、この間も行きましたけれども、本当にバ

ックするときは怖いんですよ。ミラーって、あ

の小っちゃい、よく目を凝らさないと見れない

やつですよね。隣にお子さんを乗せて、若いお

母さんが後ろの確認をしながらバックしていく。

想像できますよね。 

  私は、先ほども申し上げましたように、図書

館、年間10万人弱利用する方がいらっしゃると。

あの場所で。でしたら、子育てに関する本ある

いは児童書、絵本とかですね。児童書の部分だ

けでもよそにその機能を移設すれば、それだけ

図書館自体に来る絶対数、絶対的な利用者数が

減るんじゃないかと。その分、事故が起こる可
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能性は少なくなるんではないですかという意味

で申し上げているんです。 

  わらすこ広場の隣に仮に移した場合も、今、

答弁いただきましたけれども、利便性は向上す

るだろうと。しかし、一生懸命体を動かそうと

している子供たちだから、そういう人たちが利

用している場所だから、紛失とか破損の可能性

もあると。これって、私からすると仕方がない、

あと、できない理由を何とか引っ張ってきて、

こうやって答弁にのせているとしか思えないん

ですよ。本当に子育てを考えれば、こんな紛失、

破損とかとこんな言葉が答弁の中に出るわけな

いじゃないですか。何でこういうことばかり。

できない理由を探すんだったら、幾らでもでき

るんですよ。そういうの。もっと子供のことを

考えてくださいよ。 

  と、興奮してもしようがないので、じゃあ、

こういう聞き方はどうでしょうか。子育て推進

課長、隣に子供図書館が来たとしたら、メリッ

ト、デメリット、どういうふうに感じますか。

答えてみてください。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 特に何

も用意していませんでしたが、お答えをさせて

いただきます。 

  メリットにつきましては、今現在わらすこ広

場を利用されている子供さん、親御さん、その

中で図書に親しみたいというふうなお考えのお

持ちの親御さん方については、メリットがある

んじゃないかなというふうに考えます。 

  デメリットというふうなことでございますが、

完全に切り分けることができれば、それほどデ

メリットはないのかなと。ただ、逆に考えます

と、これは私の範疇ではないのかもしれないん

ですけれども、親御さんも本が好きだ、子供さ

んにも本を見せたい、そういった場合に関して

は、もしかすると逆に不便になる場合もあるの

ではないかなというふうに考えます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） メリットは考えられる。

やり方によっては、デメリットはそう考えられ

ないということだったと思います。 

  私も前回の定例会で似たような質問をしてい

ますので、議事録を見てみますと、課長からわ

らすこ広場の残りの面積は650平方メートルし

かない。だから、図書館全部の移設は難しいと

いうことで答えているわけですけれども、650

といえば、坪数に直すと190坪。190坪というと、

かなり広いスペースがあるわけです。 

  子供図書館をわらすこ広場の横に併設するつ

もりはありませんか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 子供図書館の移設につい

ては、現在考えておりません。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 考えていないで、本当

に子供の図書館を利用する親子の安全が守れる

と思いますか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 先ほどの教育長の答弁に

もございましたように、安全管理には十分気を

配って管理運営しているものと思っております。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） それについても、指定

管理者であるところの方から聞いてきましたけ

れども、安全管理を日常、ちゃんとできますか

というときに、自信がありませんと答えていま

すが、常に目配りをしているわけには、さまざ
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まな業務があるので、いかないということです

けれども、どうですか。そのことは。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 駐車場が狭いことにおき

まして、事故の可能性はもちろん、広いところ

よりは多いかと思いますが、広い駐車場であっ

ても事故が起きないという可能性はないものと

思っております。 

  そのため、こちらのほうでは道路向かいにミ

ラーをつけたり、告知看板を表示したり、黄色

いマークで注意を喚起しておるところでござい

ます。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 何か起きてしまってか

らでは遅いと思うんですよね。さっき教育長の

答弁の中で、事故、最近はないとおっしゃって

いましたけれども、今までどういう事故があっ

たんですか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一。 

伊藤洋一社会教育課長 事故につきましては、駐

車場が狭いということで、車の接触事故、また

向かいの塀のところにぶつかっているような事

故等もございます。また、落雪によりまして起

きた事故も確認しております。 

４ 番（小関 淳議員） 議長、小関 淳。 

清水清秋議長 小関 淳君。 

４ 番（小関 淳議員） 全然起きていないのな

らばいいんですけれども、今まで、幸い子供さ

んにかかわる事故は起きていないんですよね。 

  でも、状況は非常に危険な状況であるという

ことは変わらないと私は思います。ぜひ子供の

育つ環境を安全にしていただきたいと思います。

貸し出し冊数が伸びているからとか、そういう

問題ではないと思うんです。子供を私たちは守

らなくちゃいけないわけです。何が何でも。こ

こは、アイデアと、お金がないんであれば発想

力で、あと決断力で何とか改善していただけれ

ばと思うんです。 

  さっき、一番最初の質問でも言いましたけれ

ども、お金がないから、予算がないからとかと

いうんであれば、それこそふるさと納税のサイ

トの中にガバメント・クラウド・ファンディン

グ、御存じですよね。そういうことで、目的を

しっかり、地域の課題はこうなんだ、だから幾

ら幾ら必要なんだ、だから子供を守りたいから

寄附をお願いしますと言ったら、集まるんです

よ。お金がないからなんていうのは、理由にな

らない。やる気があるかどうか。やりたいと思

う人は、やれる理由を探しますよ。やらない人

は、やらなくていい理由を探しますよ。それで

子供が育つんですか。この環境の中で。ぜひ考

えてみてください。終わります。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時５０分 休憩 

     午前１１時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

石川正志議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、石川正志君。 

   （１６番石川正志議員登壇） 

１６番（石川正志議員） おはようございます。 

  起新の会の石川正志でございます。私は、力

まずに執行部と冷静に議論してまいりたいと思

いますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、早速でございますが発言通告書に

基づきまして質問いたしたいと思います。 

  初めに、農業後継者の確保と育成ということ
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についてですが、次世代を担う若者の人材育成

は新庄市の将来を見据える上で最も優先して行

うべきことであると思います。本市の基幹産業

でもある農業に関しましては、消費構造の変化

に伴い農業を取り巻く環境は日増しに厳しくな

ってきております。農業の構造的部分で現役農

業者の高齢化に歯どめがかからず、崩壊寸前で

あり、後継者の確保と育成が本市の農業を展望

する上で喫緊の課題であると思います。 

  これまで新庄市において、若者園芸実践塾事

業などで就農者の確保と育成を図ってまいりま

した。しかしながら、今後予想される農業を取

り巻く環境の激変に対しましては、不十分と考

えられます。 

  そこで、プロ意識を備えたリーダー的経営者

の育成を目指した、通告書にも記載しましたが、

以下の３点についての事業の見通しが必要であ

ると思います。１つ目ですが、生産技術面だけ

ではなくて、経営感覚を養う制度への移行、あ

とは経営の中期にわたるフォローアップ。２番

目ですが、園芸から拡大した広範囲のメニュー

というところで、通告書には畜産、土地利用型

作物まで範囲を広げてはいかがかと。３番目に

なりますが、市単独だけではなくて、新庄、最

上を１つのエリアに設定した広域的取り組みが

必要なのではないかと。 

  以上、３点申し上げましたが、市長の考えを

お伺いいたします。 

  続きまして、森林資源への有効活用というこ

とでございますが、新庄市においては集成材工

場、バイオマス発電関連事業など新庄最上地域

の豊富な森林資源を活用する企業の立地が予定

されております。 

  森林資源の有効活用を図るといった観点から、

森林から木材を運び出す手段としての路網整備

が必要と考えられますが、現時点での路網整備

にかかわる計画をお伺いいたします。 

  次に、土地改良事業費の将来的な使われ方と

いう部分になりますが、現在事業費の法定負担

金10％に地元負担８％を合わせた償還負担金と

して、１億9,700万円強の負担金を支出してお

りますが、平成29年度で終了する予定です。 

  市の自主財源だけで賄われているので非常に

大きな事業となっておりますが、将来的には農

林水産業事業関連予算としてどれくらい割り当

てていくのか、市長の考えを伺います。 

  次に、指定管理者制度の充実についてでござ

いますが、一般論になりますが、指定管理者制

度の意義としましては、利用時間の延長など施

設運営面でのサービス向上による利用者の利便

性の向上や、管理運営費の削減による施設を所

有する地方公共団体の負担の軽減があります。 

  新庄市において、第６次行財政改革大綱、こ

れは今年度から平成31年までの５カ年ですが、

その中にも行政運営の効率の一環として指定管

理者の民間ノウハウを最大限に生かせる環境づ

くりが実施計画の主な内容となっております。 

  現在、体育施設を初め児童館など市有の22施

設、通告書には12施設と書いてございますが、

体協部分の管理している部分を細分化すると22

になりますので、22施設を10団体が指定管理者

として運営されております。 

  最近では、指定管理者が自律的な経営努力を

発揮しやすくすることを狙いとした使用料から

利用料金へなどの見直しがされてきたところは、

記憶に新しいところでございます。これまで市

が委託料を算定する際の根拠として、人件費に

関しては嘱託職員に支払われる報酬が参考にさ

れてきたと思いますが、指定管理者には利用料

金等の徴収を初め施設の管理運営といった責務

が伴うことを考慮しますと、区別することが望

ましいのではないでしょうか。 

  また、指定管理者制度のもとで働いている団

体職員の皆様の多くは、そこで得られる報酬は

その方の生活の主たる収入になってきているこ

とを踏まえると、第６次行財政改革大綱の５カ
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年に沿った委託料の段階的な引き上げが必要と

思いますので、市長の考えをお伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、石川市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  次世代を担う若者の人材育成は、まさに新庄

市の将来にとって大変必要なことであるという

ことで、本市におきましても御承知のとおり平

成22年10月よりエコロジーガーデンの北側に若

者園芸実践塾を開設し、水稲にかわる作物とし

て期待される園芸作物などの栽培経営ができる

地域農業の担い手を育成する取り組みを行って

おりますが、これまで入塾者が年により非常に

さまざまな状況、募集定員に満たないなどもい

ろいろございます。 

  御指摘のとおり、何らかの見直しの時期に来

ているのかとは考えておりますが、一方でその

時々はまた満たすときもあるというようなとき

で、そのことも含めながら今後は検討を図らな

ければならないというふうに思っています。 

  今後は、素案の段階ではありますが、先ほど

も申し上げました水稲のみならず畑作、園芸作

物、畜産など広範囲な農業の状況から、先進的

な農業経営者として活躍している方々を対象に

就農希望者を受け入れ、指導してもらえる方を

募集し、その応募に基づき登録された農業経営

者を主体とする、仮称でありますが、担い手育

成センターの設立ができないか、今検討してい

るところであります。 

  研修を受ける就農希望者がみずから希望する

作物などを選択した上で、センターが農業経営

者へ派遣するような仕組みを想定しています。

当然、受け入れ側と派遣される青年と両方にと

ってメリットがなければいけないというのが条

件になるかなというふうに思っています。そう

した中、先進農業経営者のもとで実践的な農業

を研修できる体制が整備されれば、技術の習得

により効果的で、かつ経営感覚も備わる研修に

つながるのではないかと考えております。 

  こうした体制が順調に動き出せれば、それを

情報発信することにより都市部からの就農希望

者の移住につなげることも期待できるのではな

いかなというふうに考えているところです。し

かし、さまざまな課題がありますので、実情を

十分に分析しなければならないというふうに思

っております。 

  広域的な対応ということもございましたが、

それぞれ農協が５つある状況ですので、その農

業会議などでもそういう受け入れが可能かどう

なのか、作物は自分の農協の得意科目とすると

ころを広げられるのか、そうした課題をクリア

しないと受け入れはなかなかいかないのかと。

ただ、１点、今後目指すべき方向として考えら

えるのは、今休止しております有機農業という

ような観点では、横並びで情報交換はできるの

かなというふうに考えているところであります。 

  次に、森林資源の有効活用、森林は山の中に

あるわけですので、それらをどういうふうに活

用するか、その道路、路網などはどういうふう

に整備されていくのかということで、昨日も全

員協議会のほうで新たに木材による発電をする

企業が起業するというようなことで、さらに一

層この地域の林業環境を整備しなければならな

い時期に来ているんだろうというふうに思って

います。 

  ここに来て、県の推進の森林ノミクスなどの

本当の集積地としての新庄の役割が果たされる、

果たさなければならない状況になっているとい

うふうに感じております。林業事業者が進出す

ることになると、高性能機械や大型搬出車両の

導入が当然必須でありますので、大規模な路網

の整備が必要になってくると思います。 

  現在、協和木材の当初計画の地のところの路

網整備などについては、県がそれを拡幅すると
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いうようなことを思っています。今後、事業者

からの要望がある場合、森林資源の維持と効果

的な素材生産の両面に配し、国県の補助の活用

はもちろんのことでありますが、新庄市内にお

ける路網の整備についても状況に応じて判断し

ていかなければならないというふうに考えてお

ります。 

  次に、国営土地改良事業のことでありますが、

議員御質問のとおり、平成５年度より支出して

きました国営新庄土地改良事業負担金の償還は、

平成29年度、再来年度をもちまして終了する予

定であります。ただし、これに関連する債務負

担行為の議決をしている新庄農業水利事業農家

負担軽減対策助成金の県営かん排事業の償還分

が平成39年まで残っている状況にありますので、

平成29年度中にその部分の負担について再度皆

様に御審議をお願いすることになると考えてい

ます。 

  また、東北農政局西奥羽土地改良調査管理事

務所より国営事業として整備された各施設につ

いて平成26年度から国直轄の調査が実施されて

おり、平成28年度末には広域基盤整備計画案が

策定され、その後、地区調査に入る予定となっ

ております。 

  農業用施設は、時の経過とともに劣化するこ

とが避けられず、やがて補修の必要な時期が到

来いたします。その補修事業にあるため、仮称

ではありますが、農業振興基金などを創設し、

必要額を積み立てる等の措置を講じていくこと

が必要だというふうに考えています。その額に

つきましては、当然市全体の予算状況を見なが

ら判断しなければならないといいうふうに思っ

ております。 

  大変貴重な一般財源ということであります。

これまでおくれていた流雪溝あるいは市道の改

修、そうしたことにも振り分けていかなければ

ならないということですので、農林事業にどの

ぐらいの割り当てが行くかということは、現状

としては今、判断がつきかねている。ただ、先

ほど申し上げましたように、補修事業が入って

くるので、農家負担軽減助成金基金をやめて、

新たに農業振興基金という形でこれを維持して

いく、補修に備えていくというふうに考えてい

るところでございます。 

  次に、指定管理者制度についてでありますが、

大変指定管理者の皆様には本当に日ごろよりい

ろいろな面で活躍していただいて、本当に感謝

しているところであります。新庄市では、平成

17年度より指定管理制度の活用を推進し、スポ

ーツ施設、生涯学習施設、児童館初め施設数に

しますと20施設へと活用を図っております。こ

れは、学校を除いた市の64施設のうちの34.4％

の導入率になっております。 

  施設の運営に当たりましては、指定管理者が

利用者のニーズに柔軟に対応し、民間ノウハウ

を最大限に発揮できるよう環境づくりを進める

ため、毎年指定管理者、担当課、総務課による

連絡会議を実施することで、制度運用に係る課

題を共有し、解決を図っているところでありま

す。また、指定管理者期間の中間年においては

市民評価を実施し、利用者、市民の目線から指

定管理者制度のあり方について御意見をいただ

いております。 

  利用料金制につきましては、施設の利用料や

事業収入を指定管理の収入とすることにより、

指定管理者のインセンティブが高まることが言

われています。指定管理者の皆さんには、大変

御努力をいただいているものでありますから、

御質問にありました委託料についてですが、そ

ういった点からも人件費は市としても大きな課

題として捉えております。制度導入時は、市の

嘱託員報酬をベースに考えておりましたが、指

定管理者には他の業務委託と違い許可権限が与

えられ、施設管理、事業企画と広範な裁量権と

その責任が課せられております。また、地元に

おける雇用機会の創出と優秀な人材確保のため
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には給与水準を確保する必要があり、これまで

も専門職を初めとする人件費の見直しを図って

きたところであります。今後も段階的に改善を

図り、来年度は１人当たり原則月額5,000円ア

ップを図っていく予定で考えております。 

  また、施設のイベントにおける予算等のこと

については、常日ごろより協議を行う体制を整

えていきたいというふうに思っているところで

す。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 今、答弁いただいた中

で、まだ素案の段階ということでしたが、担い

手育成センターということで、そこの部分をち

ょっと詳しく。素案の段階ということでお答え

できない部分も多々あるのかなと言いつつも、

若干お伺いします。 

  現制度からの見直しというところなのですが、

現制度と並行してやるのか、あるいは現制度、

若者園芸実践塾事業ですが、それを廃止してか

らの取り組みになるのかというところで、時期

的にはいつごろ新制度への意向を考えておられ

るのかというところと、現在の若者園芸実践塾

事業と比較しての違いというところでお伺いし

ますが、現行の制度では基本的に１年間と、最

大延長で２年間ということで考えておりますが、

新しい、仮称ですが担い手育成センターの場合、

何年間のフォローを考えていらっしゃるのかと。

あとは、今の市長答弁にもありましたけれども、

現行の若者園芸実践塾事業に係る塾生の募集と

いうことに関しては、２名か３名程度で推移し

てきたと思いますが、非常に募集に関しては御

苦労されているというところですが、新しく制

度移行した場合は、塾生と言うのは適切かどう

かわかりませんけれども、何人程度の学ぶ方を

見込んでおられるのか、お伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 仮称担い手育成センターにつ

きましては、ただいまの御質問、いつから始め

るのか、研修期間は何年か、あとどれぐらいの

人数を見込んでいるかというふうな御質問です

が、平成28年度、来年度から制度設計に入りま

して、また並行して準備もしながら最短で平成

29年４月からという目標を持って、これからさ

まざまな調査、研究、検討、準備に入っていき

たいというふうな気構えでおります。 

  あと、研修期間につきましては、イメージと

しては午前中学んで、午後は自宅の農業という

ふうなこともあれば、そこの経営者が息子さん、

娘さんを研修させてもいいなということもある

かもしれませんので、そういった８時間研修と

いうふうな時間、いわゆる朝８時半から５時と

かというような時間にとらわれずに、そういっ

たところは弾力性を持たせながら、持たせるこ

とによって学びたいというようなこともあるか

もしれませんので、そんな弾力性を持たせなが

ら基本は１年、希望があれば２年というふうな

ところでまず考えてみたいなと思っております。 

  それから、何人ぐらい見込んでいるのかとい

うようなことでございますが、ここ３年ぐらい

の青年就農給付金の経営開始型、これの該当に

なっている方が年５名程度、また過去の10カ年

における新庄市の担い手の就農数からいくと、

大体平均して７名、またまちづくり総合計画で

は10カ年で55名というふうな目標を持っていま

すので、10で割れば5.5人というふうなことが

あります。こういった実績を踏まえながら、最

大５名、これに私の希望も加えれば10名ぐらい

の幅で運営できたらいいんではないかなという

ふうに今のところは考えているところでござい

ます。 

  以上です。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 
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１６番（石川正志議員） イメージとしてでしょ

うけれども、半日勉強した後に、残りの半日は

御自宅で実際の農業をされるということをでき

るようになりますと、本当にこれまで新規就農

の部分で来られた方も、じゃあ実際に新庄の塾

で勉強すればいいのになと思っていたところが、

実は実家の、実家という言い方が適切かどうか

わかりませんけれども、家業があるから市のせ

っかく準備してくれた塾には行かれなかったと

いう方も多々声が聞こえますので、その辺は非

常に期待したいなというふうに思います。 

  今の課長の答弁の中で、新規就農、事業名で

いけば青年就農交付金と。それの開始型という

ことでしたけれども、現行制度の若者園芸実践

塾の中で原資の一部となっておりましたのが、

そこの部分の準備型という部分の活用ができて

きたと思いますが、想定されている新制度に移

行した場合、これは国の資金が使えるのかどう

かお伺いいたします。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 勇気塾のいわゆる準備型の認

定につきましては、市長が直接農水省のほうの

会議の中で発言されたことに端を発して、平成

25年からですか、準備型の認定を受けることが

できました。 

  内容につきましては、国の制度でございます

ので、いわゆるカリキュラムがしっかりしてい

るのかとか、年間の研修時間が一定時間あるの

か、あるいは月の研修時間が最低をクリアして

いるのかというふうなそういった条件がござい

ます。１人150万円の準備型の交付を受けるこ

とができまして、卒塾後、即就農するというふ

うな条件でございますが、それらのことで現在

入塾されている３名の方は、全てこの準備型に

乗っかってもらっております。その部分では、

市の単独予算の研修支援金については国の制度

を活用させてもらっていますけれども、そのほ

かの経費ということで指導者の賃金ですとか、

あるいは種苗費とか資材費とか電気、燃料費と

かそういったものが今ざっくり700万円ぐらい

かかっておりますので、この辺についてはどこ

までいくと準備型に該当するのか、あるいはこ

の制度でいくと該当しないんだけれども、トー

タルコストではどういうふうなことになるのか

というようなことも見据えながら、その辺は判

断してまいりたいし、県との協議もしていきた

いと考えております。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） ３番目のことですが、

最上地域を一つとして広域的な取り組みはとい

うことで、先ほどの市町答弁の中では管内の５

つの農協、農業会議ですか、そこをクリアしな

ければならないのかなという答弁がございまし

たが、予算的に見てですが、例えば事業者、農

業を目指す若者がどういった営農をしたいのか

といった場合、例えば新庄にはなくて最上地域

にあるもの、例えば畜産の大事業者もいらっし

ゃいますし、あとは菌茸、きのこの部分。新庄

にはないものを我々新庄市の若者が目指すとい

ったときに、やはりそこをもう少し広範囲な部

分ができれば、本当に積極的に進めていただけ

ればという観点からお話しするんですが、今ま

さに始まろうとしてございます定住自立関連、

そこの部分で農林に充当される部分、たしか商

品開発にかかわる部分には事業化されているよ

うな捉え方をしてございますが、そこの部分で

新庄最上が一緒になって農業の後継者を育てる

という観点で、それらの定住自立に関する部分

の予算を使えないのかなという疑問があります

が、いかがお考えですか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 担い手の育成というふう

な部分での話し合いは、今のところなされてお
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りません。６次産業の商品というふうなところ

を目指してのところでございますので、今後そ

ういったところで協定できるようなところがあ

れば、組み入れることも可能かというふうに思

います。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 新庄最上地域定住自立圏にお

ける連携協定につきましては、ただいま総合政

策課長がお答えしたように、６次産業化の推進

に関する部分だけが締結されている、あるいは

これから締結されようとしております。広い意

味で、地域全体という形ですれば、行政の垣根

を越えた形での交流なり研修もあってしかるべ

きかなと。 

  ただし、よそに入っていくということは簡単

な話じゃございませんので、その関連する町、

村あるいはＪＡ、そしてそこで活躍なされてい

る先進農家のやはり了解があってそういうふう

な話が進められると思いますから、作目、ある

いは研修したい作目を選定していく中で新庄市

にないものについては、そういったことを取り

組まれている町村役場、ＪＡ等に窓口となって

お話を進めていただいて、その辺、受けてもら

えないかとか、協議をしていきたいなと思って

おります。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 農業の後継者の育成に

関する最後の再質問になろうかとございますが、

今の市長答弁のくだりに、最後のほうになりま

すが、都市部からの移住という非常にいい答弁

をいただいたのかなと。ただ、そこには多分現

行の農地法上の制約があるのかなと。例えば、

農業でない方が新庄市に農地を取得する場合に

は制約があって、今の法整備をちょっと確認し

たいのですが、これは農業畑で長年お勤めであ

った農業委員会の事務局長さんにお伺いをした

いのです。 

眞見治之農業委員会事務局長 議長、眞見治之。 

清水清秋議長 農業委員会事務局長眞見治之君。 

眞見治之農業委員会事務局長 石川議員の御質問

にお答え申し上げます。 

  農業者が耕作目的で農地を取得するためには、

農業委員会の許可が当然必要となってございま

す。この取り扱いに関しましては、現役の農業

者も新規就農者もかわりはございません。また、

賃借権やら所有権の移転を許可するためには要

件が農地法に具体的に定められてございまして、

その中の権利の取得というのは、経営面積が最

終的には50アール以上になることというふうな

目的がございますけれども、つまりそれは下限

面積でございまして、農地法は一応国民に対す

る食糧の安全供給を確保するためというふうな

ことで、農地の権利移動を制限してございます。 

  しかし、農地法の許可要件は、農地取得を一

律に制限するものではございません。下限面積

に達しない場合であっても設定基準に規定され

ているものがございますので、それに照らし合

わせて許可をすることができるというふうなこ

とになってございます。 

  また、それは集約的に行われる草花等とかそ

ういうふうな栽培というふうなことで、位置と

か面積とか形状から見て耕作地を隣接する農地

と一体として利用するというふうな形をとると

いうふうな場合は、そういうふうなことを指し

てございます。 

  農業委員会としては、職業として農業を選択

した意欲ある能力を兼ね備えた新しい担い手に

対しては、地域との調和を配慮しながら農地の

権利取得を認めていきたいと考えております。 

  また、先ほどの他業種からまた新たに農業に

参入される方の農地取得については、その方が

事前に当市の運営する、先ほども出ましたけれ

ども、勇気塾、若者園芸塾などの農業の研修施

設などで農業を生業とするために必要な基礎知
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識や技術を取得していることや、最低限の農機

具を買うための原資とかそういうふうなものが

あるというふうなことを見据えた場合に、現実

的な営農計画などを提出していただきまして、

それを判断材料に許可の決定がされるというふ

うなことになってございます。 

  以上のことから、農地法が障壁になるという

ふうなことで新規就農者が農地を取得できずに

農業を開始できないということはございません。 

  以上でございます。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 非常に適切な答弁をい

ただいたと思っております。 

  次の部分の路網整備というところに関しまし

てですが、これは常識的な質問ということで確

認という捉え方をしていただければと思います

が、林野庁のホームページからの引用になりま

すと、このたび伺った路網整備初め伐採、造林、

後は森林の保護などに関しましては、民有林の

場合ですけれども、市町村の森林整備計画とあ

わせまして森林所有者等が計画しております森

林経営計画、それがもととなっています。新庄

市の森林整備計画、これは現状どうなってござ

いますか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 現在の新庄市の森林整備計画

につきましての、その中にうたわれている路網

整備については、現在基幹路網と言われるのが

４路線ございます。１つは山屋から休場に抜け

る山屋線、それから陣峰市民の森、ここの幹線

道路が路網という位置づけになっています。そ

れから、角沢の小角沢というところですが、こ

れは昔、新庄農業高校が草地を栽培して、採草

地として利用していたところに行く小角沢林道、

そして４本目が上西山から上野に抜ける上野林

道、この４本が基幹路網となっております。 

  この計画において今後予定されている路網に

つきましては、鳥越地区に１本、これが財団法

人山形県林業公社造林地ということで、ここで

路網の計画があります。 

  議員御指摘のように、いずれにしても国の制

度を活用するには森林整備計画、それと所有者

が策定する森林経営計画、これらに載っていな

いと対象となりませんので、その辺の事業要望

がある段階で見直しながら対応できるようにし

ていきたいなと思っております。 

  以上です。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 最後のくだりになりま

すが、１億9,700万円の一般財源の将来的な使

われ方というところで、平成26年から東北農政

局西奥羽事務所というところの調査が始まって

おりまして、来年度末には広域基盤整備計画案

が策定されるという答弁をいただいております

が、これは新しく国営土地改良事業への計画が

あるのかなと推察されますが、適切な時期に

我々議会及び常任委員会等にも報告していただ

くものと思いますが、その時期は今の段階でい

つごろと見込んでおられますか。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 現在、調査が行われているの

は、国が直轄ということで平成26年から始まっ

ております。大きく分けて４つに年次を区切る

ことができるかと思いますが、基本的な方向検

討調査のための直轄事業が平成29年度まで続き

ます。それを踏まえて、今度は地区調査という

ことで平成30年から平成32年まで、ここの部分

までは国直轄の全額国庫負担の調査というふう

に聞いております。 

  その後に、整備が必要となれば全体自主設計

が平成33年から平成34年、２カ年かけて、実際

に事業が動き出すのが平成35年から９カ年、そ
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れが終わればいわゆる償還が発生するというふ

うなことで、大きいくくりではこのような年次

計画を聞いております。 

  市長の答弁にありましたように、この平成28

年度末に広域基盤整備計画案というものが示さ

れますので、多分ぎりぎり、平成29年３月かと

思います。その辺の方向性の説明を受けてから

の各常任委員会の説明とか議会の説明というふ

うになっていくかと思いますので、早ければ平

成29年の早期にというふうなことでは考えてい

るところでございます。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） わかりました。いずれ

にしろ、先ほどの農業の後継者の育成の新制度

ということとあわせまして、我々も常任委員会

等の委員協議会がございますので、その辺、情

報を公表できる段階になったら早目の情報提供

をお願いしたいなというふうに思います。 

  次に、指定管理者制度の充実というところに

移りたいと思いますが、今、市長答弁の中でも

当初予算で既に賃金の引き上げというような部

分で御答弁をいただきました。新年度にこだわ

らず、これまでの指定管理者への委託料の中の

人件費部分に関してちょっと確認したいのです

が、例えば働き方の違いによる差別化、同一じ

ゃないと思います。例えば、保育士さん等の保

育士、あるいは図書館で想定されるのは司書と

いうところで、資格のある方と。あるいは、一

般事務とそうでない方の業務、これの人件費を

設定する上での違いは設けてこられたのかお伺

いいたします。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 指定管理者の賃金水準につい

ては、平成24年に一度改定させていただいてご

ざいますが、その際にも事務職については14万

3,100円、それから保育士、司書、資格をお持

ちの方については14万8,500円ということで、

若干の差をつけさせていただきながら運用させ

ていただいているところでございます。 

  また、特に体力的に消耗する職場がございま

す。そういったところについても資格職という

ところと同じ賃金水準ということで、見直しを

図ったところでございます。 

  以上です。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） わかりました。再質問

もというところで、一般的な話になって恐縮で

はございますが、例えば指定管理者制度には指

定期間というのがございまして、その後、更新

というところで次に指定管理を選定していただ

けるかどうかまだわからないという中で、例え

ば新庄市の場合は一般的に３年ないし５年の契

約期間のうち、新庄市は長いほうの５年間をほ

とんどの施設が選択されているというところで、

直接的にはこの問題には当たらないのかもしれ

ませんが、例えば指定管理者が指定管理として

当然公共施設の職員としての自覚あるいは専門

性を身につけてなければならないと。ところが、

今言ったように次に指定されるかどうかもわか

らないと。新庄市の場合はおおむね期間が５年

間であるということで、今言った心配されてい

るところがその部分の障害になってはいないか

という疑問がございます。 

  そこで、今まで大体５年間スパンの契約期間

について、例えば延長させるといったような議

論はあるんでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 指定期間についても制度運用

の統括的な部分でございますので、私のほうか

ら答弁させていただきますが、当市として指定

期間の考え方といたしまして、新規の場合は２

年、それからその後、継続する場合については
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５年という指定期間を基本的に考えているとこ

ろでございます。 

  そうした中で、昨年７月に行いました指定管

理者連絡会議におきまして指定業者の方から、

施設の安定的運営のためにはもう少し長期の指

定期間の見直しを図れないかというような御要

望も頂戴したところでございます。 

  議員おっしゃるとおり、やはり長期になれば

その専門性の確保でございますとか職員の雇用

の安定、そういったところには資するところで

はございますし、また機器、要するにいろんな

リースしている機器のリース料についても、長

期になれば比較的安価になるだろうというメリ

ットがあるその反面におきましては、余りに長

期になりますと、指定管理自体の見直しの機会

を自治体が失うというふうなこともございます

し、ほかの団体で本当に20年を超えるような指

定期間を設けているところもあるわけでござい

ますが、そういうところにやりますとやはりそ

の施設の私物化というふうな御批判もあるよう

でございます。 

  そういったこともございまして、このたび、

昨年指定管理者の方から指定期間の見直しとい

うふうな御要望を頂戴したわけでございますの

で、こういったところ、先進地事例なり我々と

しての考え方を整理しながらもう少し内部で検

討させていただいて、答えを導き出したいなと

いうふうに思っているところでございます。 

  以上でございます。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） これも適切な答弁をい

ただいたものと思います。 

  指定管理者制度についてというのは、もう私

の今回の一般質問の最後の質問になろうかと思

いますが、今、例えば例を挙げて恐縮ではござ

いますが、新庄市民文化会館、ここはＮＰＯが

指定管理者となっております。市民の文化的な

面の向上を図るために、イベントをこれまでも

開催してきたと思います。ＮＰＯでしかも、先

ほどの話とリンクするんですが、５年間の契約

の中で、その部分の財源の留保というのはなか

なか難しいという前提でお話しすると、例えば

事業費がかさむイベント、著名な方が新庄の文

化会館まで来られての講演とかが想定されるわ

けですね。そのとき、業務委託料だけで対応す

べきではないと。まさに、でも大きな本当にイ

ベントを市民の文化面の向上というところに図

ろうとした場合に、この事業費の一部助成を行

政がしてもいいのかなと私は思っているんです

が、その辺のところをいかがお考えですか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 現在の指定管理料委託料

の中には、市が行う委託事業の事業費は予算化

しておりますが、指定管理者が自主的に行う事

業については予算化をしておりません。 

  今出ました市民文化会館では、自主事業企画

委員会というのを設置しておりまして、毎年自

主事業を行っていただいております。その中に

は、各種財団の資金、また宝くじ助成といった

ものを利用している事業もございまして、そう

いった申請の際には市の担当と一緒に協力しな

がら、申請をしているところでございます。 

  そうした中で、谷村新司のコンサートであっ

たり、きみまろのイベントであったりというの

がございましたが、到底1,000人の規模では賄

えない予算規模の事業となっておりますが、そ

うした助成事業を活用して行っているところで

あります。 

  議員御指摘のとおり、大きな事業にはそれだ

け予算もかかるわけでございますので、ある程

度の資金、もちろん必要ということは重々理解

はしておりますが、何分、市全体の事業の中で

の予算配分になりますので、必要性については

今言ったように十分理解しておりますので、こ



- 60 - 

れから調整して大きなイベントを打てるような

ことになりますように助成していきたいとも思

っておりますので、よろしくお願いします。 

１６番（石川正志議員） 議長、石川正志。 

清水清秋議長 石川正志君。 

１６番（石川正志議員） 全般にわたりまして、

前向きで適切な答弁をいただいたものと思って

おります。 

  ありがとうございました。終わります。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時４９分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

佐藤卓也議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、佐藤卓也君。 

   （６番佐藤卓也議員登壇） 

６ 番（佐藤卓也議員） ３月定例会、３番目に

質問させていただきます市民・公明クラブ佐藤

卓也です。市民の皆様の視点に立ち、質問をさ

せていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

  日が一日一日と伸び、雪が解け暖かくなるに

つれ、春が待ち遠しくなってまいります。しか

し、県内では３月１日にインフルエンザ警報が

発令されております。皆さまには栄養をしっか

りととり、体調管理には十二分に気をつけてい

ただきたいと思います。 

  今回は、子育てしやすい環境整備について、

新庄エコロジーガーデンの今後について、一番

最後に寄附金について、３つのことについて一

問一答方式において質問いたします。よろしく

お願いいたします。 

  まず、１つ目の質問です。 

  市長の行政報告にもありましたが、平成28年

２月９日より新庄市地域子育て支援センターに

無料通信アプリＬＩＮＥを使った子育て相談の

受け付けと、子育て関係情報の発信を始めまし

た。このＬＩＮＥを使ったサービスは、子育て

支援センターのアカウントを友達に追加し、保

育士の方がトークを通じて子育ての相談に応じ

る、日本で最初のサービスです。 

  現在の社会状況において少子化や核家族化が

進み、近くに相談できる相手がいない子育て世

代の方がふえ、また新庄最上地域以外から来ら

れた方などが子育ての中の悩みやつらさを気軽

に相談できる人が少ない状況になっております。

近年では、情報を手に入れようとする際に、イ

ンターネットなどＳＮＳを利用することはでき

ますが、インターネットなどは情報量が多過ぎ

てしまい、どの情報を選んだらよいか迷うとい

った場合があり、混乱してしまいます。 

  そのような状況を踏まえ、今の時代に合った

相談体制の整備をするためにＬＩＮＥを活用し

ていくのですが、最近ではＬＩＮＥのトーク履

歴の流出などセキュリティー対策や実際に相談

を受ける職員の方の仕事量の多さなど、さまざ

まな問題が残ります。今後、このような課題解

決に向け、どのように取り組まれていくのかを

お伺いいたします。 

  また、全国的に保育士の数が足りない状況下

にあります。保育士の少なさの要因として仕事

量の多さや重大な責務に対しての賃金の安さが

挙げられます。今後、保育士を確保するために

市としてどのように取り組まれていくのかをお

伺いいたします。 

  さらに、民間委託している保育園などで保育

士をふやすために人件費などといった処遇改善

などどのように指導や改善をしていかれるのか

をお伺いいたします。 
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山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、佐藤市議の御質問にお

答えさせていただきます。 

  初めに、ＳＮＳを活用した子育て情報発信事

業についての御質問ですが、昨日行政報告にお

いても報告いたしましたように、２月９日から

市地域子育てセンターにおいて主要ＳＮＳの一

つであるＬＩＮＥを活用し、子育てに係る相談

対応と子育て関連情報の配信を行う子育て支援

のための情報発信事業を開始したところでござ

います。 

  本事業を推進していくに当たり、御質問のあ

りました諸課題についても十分認識しておりま

す。特に、本事業はインターネットを利用した

事業であることから、利用者の個人情報保護、

セキュリティー対策については十分に配慮して

事業を実施してまいります。具体的な対策とし

ては、市情報セキュリティーポリシーに基づく

技術要件を満たすため、単独の専用回線を使用

していること、さらに市ソーシャルメディアガ

イドラインに基づくＬＩＮＥ運用ポリシーを策

定し、市ホームページ上で公開しております。 

  また、子育て相談に対応する職員は、保育士

である子育て支援センター職員が基本的に担当

しますが、市の公共施設が発信する情報である

ことから、当該運用ポリシーに定めた基本事項

を遵守するため、担当課である子育て推進課職

員との連携をさらに密にしております。 

  次に、保育士においての御質問ですが、本市

の保育士確保対策の一つとして、来年度予算の

ふるさと創生奨学金制度負担金において新たに

２名分の保育士枠を確保しております。また、

全国的な保育士不足の要因として、職務、職責

に見合った処遇がなされていないことが大きな

要因として挙げられておりますが、この点に関

しては国も十分認識しているところであり、本

市としても同様の考えであります。そのため、

昨年４月から開始された子ども・子育て支援新

制度の着実な実施によって、保育士の処遇改善

が図られるよう努めてまいります。 

  具体的には、昨年度策定いたしました新庄市

子ども・子育て支援事業計画に従い、現在新制

度の給付対象外となっている認可外保育施設を

来年度以降、新制度の給付対象施設である認可

保育施設として手続を行い、財政支援を強化し

ます。 

  さらに、本市が新制度に基づく給付の実施主

体となることから、給付費のうち公定価格上で

保育士の処遇改善のために加算される項目につ

いては、確実に保育士の賃金等が改善されるよ

う指導、監査を行うとともに、指導、監査が円

滑に実施できる体制整備に努めてまいりたいと

考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  せっかく日本で初めてのＳＮＳを使ったＬＩ

ＮＥがマスコミにも取り上げられて、非常にい

いものだと思いますので、積極的に使っていた

だきたいと思います。 

  さらに、そこなんですけれども、要はトーク

をやる方が支援センターの方、保育士さんお二

人なんですけれども、今わらすこ広場のほうで

多分やっていると思います。その方の、ただで

さえ今、仕事が多いというときに、またＬＩＮ

Ｅをするということで仕事量の多さが非常に問

題になっておりますけれども、そこら辺をどの

ように今後改善していくのか、そこの辺をよろ

しくお願いいたします。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 
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板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 支援セ

ンター職員の配置の件についてでございます。 

  今現在、支援センターのほうには保育士資格

を持った方を正職２名、嘱託３名、配置してご

ざいます。御指摘のとおり、ＬＩＮＥという新

しい業務がふえたということもございますし、

市長申しましたとおりセキュリティーポリシー

を運用していくというふうなこともございます

ので、来年度以降、職員の配置について総務課

と協議しながら進めてまいりたいというふうに

考えてございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ぜひ、前向きな答弁で

したので、ぜひとも進めていただきたいでしょ

うし、今課長がおっしゃったとおり、結局正職

員の方がお二人ですよね。特に、ＬＩＮＥを使

っている方が、失礼な言い方かもしれないです

けれども、ちょっと年齢の高い方が多くて、逆

に言えばうまくなかなか扱えない状況も何かそ

ういう方も、ちょっとお伺いしました。という

のは、いろんな要は会話をするわけですので、

子育てする方とどうも逆に乖離があったりとか、

その言葉一つ、要はスタンプ一つでいろんな意

味合いにとるわけなんですよね。ですから、そ

の職員を、もう少し正職員の方をふやすという

方法もあると思うんです。嘱託だけではなくて、

正職員をもっとふやして、支援センター自体を

強化するということも必要だと思うんですけれ

ども、そういう考えはどうでしょうか。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 ＬＩＮ

Ｅの件も含めましてなんですけれども、やはり

わらすこ広場の運営のほうにつきましても、支

援センター職員が一部従事しているというよう

な現在の状況もございますので、やはりその辺

も含めまして支援センター職員、それからわら

すこ広場の従事職員、あわせて人員について検

討していきたいというふうに考えてございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ぜひとも、わらすこ広

場もそうなんですけれども、結局わらすこ広場

と支援センターはまるで別の建物、要は別の管

理ですよね。ですけれども、職員の方がごみを

拾ったりとかという、ちょっとしたことも多分

支援センターの方やってくれていると思います。

そういった細かい点にもなれば、仕事量は必ず

しも少なくはないですよね。要は、はっきり言

えば多いと思います。あのぐらいの広さですか

ら、ぜひともそういうことを前向きに検討して

いただいて、しっかりとした運営、特にことし

に限っては遊具が新しくなりまして、２台入っ

たと、大型施設が入ったということで、要は市

長答弁にもありましたように、１日で300名来

られます。そのときに、支援センターを５人で

果たして足りるのか。 

  そして、今、女性しかおられませんよね。そ

うしますと、いろんな方が来られたときに、女

性で対応するのはどうかなと私も思っておりま

す。行ったときに、さすまたがございましたけ

れども、さすまた１つでもし何かあった場合も

できませんので、そういった場合は女性だけで

なく男性の方の保育士さんも含めて配置すると

いうことも安全対策の一つだと思いますので、

そういった考えも一緒に含めて、どういう考え

でしょうか。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議員さ

んおっしゃるとおり、今現在、保育士として配
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置している職員は全て女性でございます。わら

すこ広場の管理をお願いしている方２名おるん

ですが、その方についてはさまざまなことに対

応していただくために男性を置いてございます。

また、保育士として男性も必要であろうかとい

うようなところも考えながら検討してまいりた

いというふうに考えます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ぜひとも取り組んでい

ただいて、わらすこ広場同様、しっかりとした

支援体制をとっていただきたいと思います。 

  また、ＬＩＮＥもそういった意味でセキュリ

ティーがしっかりとしているということなんで

すけれども、芸能人の方からいろんな話題が出

ていますし、やっぱりそこら辺はしっかりして

いかないと、父兄というんですか、要は子育て

をする方は非常に個人情報が漏れるということ

を心配しておりますので、ぜひともしっかりと

した取り組みをしていただき、そして市役所と

しっかりとした連携をとっていただきたいと思

います。 

  また、ファミリー・サポート・センターとの

やりとりもございますでしょうし、これからは

今度は相談だけではなく、情報発信を一緒にし

ていただきたいと思います。 

  せっかくこういういいものを発信するわけで

すから、縦連携ではなく星型というんですかね、

横の広がりをしていただいて、いろんな子育て

する情報もとれるような体制をしっかりととっ

ていただきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

  また、保育士なんですけれども、現在新庄で

は足りているという言い方をよくされるんです

けれども、なかなか必要なところに配置できて

いないというところがございます。保育士をふ

やすための市として努力、かさ上げも含めてな

んですけれども、どのようにして保育士さんを

ふやしていったらいいのかという手だてが今の

状況でありましたら、お教えしていただければ

と思います。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 新庄市

の場合、特に公立保育所に関しましては当然、

保育の基準を十分に満たしております。また、

さらによりよい保育のために、上乗せした人員

を現在配置してございます。幸いなことに、公

立のほうに関しましては今現在そういった状況

で、十分な保育士の体制がとれているものとこ

ちらでは考えてございますが、やはり民間の保

育施設に関しましてはなかなか保育士の確保に

苦慮しているというふうな状況も伺ってござい

ます。 

  国のほうでも、皆さん報道等で御存じかと思

うんですけれども、特に大都市部では施設を整

備したのはいいんだけれども、保育士の確保が

できずに保育定員をふやすことができないとい

うふうな状況に陥っているところもございます。 

  来年度以降、新庄市のほうで認可保育施設、

それから小規模保育施設というところで運営を

していこうという事業者に関しましては、とり

あえず基準上は全て満たす保育士を確保してお

りますが、やはりそれ以上の、例えば定員の増

ですとか、さまざまな附帯サービスの提供とそ

ういったところまではなかなか保育士の確保が

難しい状況にございます。国におきましても、

保育士確保キャンペーンを今張ってございます

けれども、県におきましても福祉人材センター、

そちらのほうにおきましていわゆる潜在保育士

の掘り起こしというようなことでやってござい

ます。 

  また、市におきましても、先ほど市長から申

し上げましたいわゆる奨学金制度の補助、そう



- 64 - 

いったもので保育士の確保をしていこうという

ふうに考えておるところでございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひと

もしっかりと取り組んでいただきたいと思いま

す。 

  その割にはですけれども、やっぱり正職員の

方と嘱託職員、そして日々雇用の方の割合です

よね。前回の多分予算委員会のほうで、議会か

らも多分あったと思うんですけれども、その割

合が１対３ですか。やっぱりそういう割合に多

分なっていると思いますけれども、そういった

意味でもまだまだ、逆に言えば仕事量の多い割

には正職員の方が少ない。嘱託の方が多いから

なかなか仕事につけないという場合もございま

すので、正職員の方をふやすという考えも必要

だと私は思いますけれども、その辺の考えはど

うでしょうか。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 公立保

育所の、いわゆる市立の保育所の正職員と嘱託

職員の比率でございますが、おっしゃるとおり

今現在、特に資格を有する方に関しては正職１

に対して嘱託２というような格好になってござ

います。さらに、そこに無資格の補助の日々雇

用職員がいらっしゃるというようなことでござ

います。 

  皆様にもお知らせしているとおり、平成28年

の４月から南部保育所に関しまして民営化をす

るというようなことで今動いてございますが、

南部保育所民営化後の比率につきましては、保

母資格を持った保育士の方については正職、嘱

託、１対１の割合まで来るというふうな格好に

なってございます。やはりいわゆる保育補助と

いいますか、延長保育であったりそういったと

ころに関しましては、日々雇用、嘱託の割合が

少し高くなるであろうというふうに考えてござ

います。 

  今後なんですけれども、市のいわゆる公立保

育所の果たすべき役割、それがどこにあるのか

というようなところを今後検討いたしまして、

それに合わせたような形でその人材の確保をし

てまいりたいというふうに考えてございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ぜひ前向きに検討して

いただいて、新庄市は子育てにも力を入れてい

ますよということをもっと強くアピールするべ

きだと思いますので、ぜひ検討のほうをよろし

くお願いいたしたいと思います。 

  それでは、次の質問に移らせていただきます。 

  第３期新庄市エコロジーガーデン利用計画は

平成25年３月に策定され、計画の半分が経過い

たしました。この計画は、エコロジーガーデン

内を推進エリアとする短期的な構想を主体とし、

具体的な事業を展開していくための利用計画と

しております。その３つの柱として、農業振興、

観光交流、景観保全がございます。 

  農業振興においては、産地直売所「まゆの

郷」や農業後継者育成の拠点づくりとして若者

園芸実践塾、有機の里もがみの拠点づくりとし

て地域ブランドの創出と情報発信を推進してお

ります。観光交流において、交流の場づくりと

してｋｉｔｏｋｉｔｏマルシェの交流拡大事業

や多様な実施主体との連携として大学や企業と

の民産学官との連携事業や、公園機能の整備、

景観保全としての建物や樹木などの適正管理な

ど具体的に平成29年度まで事業が組まれており

ます。 

  この計画の実現に向け、現在の施策の進捗状

況はどのようになっているのかをお伺いいたし

ます。また、北側エリアの利用計画では、最上



- 65 - 

地域の有機農業の拠点、農業人材を育む場や子

供たちが元気に駆け回ることのできる遊び場、

伝承野菜や各種農産物の栽培や収穫を体験する

学習の場、広々とした畑いっぱいに花が咲く彩

りの場としております。この計画に沿って、今

後利用方法や冬期間の雪を使った利用方法につ

いて、どのように取り組まれていくのかをお伺

いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 新庄エコロジーガーデンの今後に

ついてという今、御質問でありますが、エコロ

ジーガーデンの利用計画につきましては、平成

19年３月に第１期、平成23年２月に第２期の利

用計画を策定し、バイオマス資源や再生可能エ

ネルギーなど環境保全や循環型社会の実現に向

けた事業や、有機農業の推進、農業公園の整備

を中心とした取り組みを実施してまいりました。 

  その平成25年３月に、平成25年度から平成29

年度の５年間を計画した第３期利用計画を策定

しました。第３期利用計画を第２期利用計画の

重点施策でありました農業振興や景観保全のほ

か、観光交流の拡大を新たな柱の一つとしてよ

り具体的な事業を盛り込んだ利用計画として策

定いたしました。 

  計画の進捗状況ですが、初めに農業振興の分

野におきましては平成14年のエコロジーガーデ

ンの開園とともにオープンしました産直「まゆ

の郷」が平成24年には10周年を迎え、年間の売

り上げが１億円を超えております。以後、４年

連続で１億円超の売り上げを達成し、その後さ

らに売り上げを伸ばしている状況にあります。 

  また、農業にかかわる人材育成事業として農

林課が主体となって取り組んできました若者園

芸実践塾「勇気塾」では実践型の技術研修を重

ね、多くの農業後継者を輩出してまいりました。 

  観光交流の分野につきましては、エコロジー

ガーデン交流拡大プロジェクト実行委員会が主

体となりまして、地元産の農産物や加工品、手

づくり雑貨などを販売する手づくり市「ｋｉｔ

ｏｋｉｔｏマルシェ」の開催や、施設と周辺の

ランドスケープなどのロケーションを生かした

環境芸術祭の開催などにより観光や交流面での

動きが飛躍的に拡大しているところであります。 

  また、昨年８月には遊休施設の一部を活用し、

コミュニティ・カフェ「コミューンアオムシ」

をオープンいたしました。地域の豊かな食を提

供するとともに、訪れた人々の交流の場として

活用されております。 

  景観保全の分野におきましては、建物や樹木

などの適正な管理のための維持管理事業を継続

しているほか、平成26年度から２カ年にわたり

エコロジーガーデンの全域を対象として歴史的

建造物と周辺のランドスケープを含めた調査業

務を委託しております。今月中にはその調査結

果について最終報告がされる予定になっており

ますので、平成26年度に実施した耐震診断の結

果を踏まえて、今後は利用計画の実現に向けた

施設整備のための保存、活用計画を策定してま

いりたいと考えております。 

  北側エリアの今後の活用につきましては、建

造物、ランドスケープ調査の結果を踏まえまし

て、南側エリアの建造物の改修と一体的な整備

方針等のもとに進めていきたいと考えておりま

す。具体的には、第３期利用計画に示されてい

ますように、農業体験、学習ができる圃場整備

などにより、農的な交流、体験活動のできる場

を目指して整備を進めていきたいと考えており

ます。 

  また、冬期間の雪を使った活用につきまして

は、交流拡大プロジェクト実行委員会やグリー

ンツーリズム推進協議会などの関係団体ととも

に、持続していける具体化を考えてまいりたい

と考えております。 

  以上、答弁とさせていただきます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 
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清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  一番最初についてお聞きしたいんですけれど

も、私の勉強不足かもしれませんけれども、新

庄市エコロジーガーデンなんですけれども、エ

コロジーガーデンの由来は何なんでしょうか。

済みません、私の勉強不足でちょっとわからな

いんですけれども、このエコロジーガーデンと

旧蚕糸試験場の名前が一致しないと私は思うん

ですけれども、エコロジーといきますと、私の

調べたところ、辞書に載っているのは「生物と

それを取り巻く環境の相互関係を研究し、生態

系の構造と機能を明らかにする学問。生態学」

となっており、今のそれとどういうふうに合致

するのかちょっと私はわからなくて、ぜひそこ

ら辺の、一番最初にそこを聞きたかったもので

すからぜひよろしくお願いします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 今、るる定義のような形

で教えてもらいましたが、私も勉強不足でその

辺までは詳しく内容まではわかりませんが、た

だいわれというのは蚕糸研究あるいは生物資源

研究というふうな歴史がありましたので、財務

省のほうと譲渡契約を結んでいく段階の中から

既に、人と農とのかかわりの中で研究がなされ

てきたという歴史、その文化を踏まえながら、

さらにとても100種類ほどの樹木がある風趣な

雰囲気の跡地でございますので、その自然との

融和をまた図りながら、人がつくってきた歴史

というようなものを踏まえて、その中で自然と

の共生というようなものを我々は図っていきた

いんだというような構想のもとに、それをエコ

ロジーガーデンというようなことで定義をして

きて譲渡を受け、構想のもとに計画を１期、２

期、３期と重ねてまいったところでございます

ので、私どものほうの考え方の中ではそのよう

な形でいきさつを踏まえてございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。どうし

てもこれからランドスケープをして、これから

多分いろんな保全とか計画をつくっていくわけ

なので、何かそれが旧蚕糸試験場とエコロジー

ガーデンがなかなか一致しなくて、要はエコロ

ジーガーデンと聞いて、昔ここは何だったんだ

よと聞かれたときに合致しないわけですよね。

そこら辺のちょっと乖離があったものですから、

今後考えていくときももしよろしければ名前も、

今回ランドスケープには工学院の方が多分かか

わったと思います。そういった名前の研究なん

かも一緒にしていただいて、もしよろしければ

エコロジーガーデンじゃなくいい名前があるの

かもしれません。 

  例と言えば、富岡製糸場と多分同級生ですよ。

多分、蚕糸試験場は。そういった意味でも、向

こうは製糸場といえばすぐぴんとくるんですけ

れども、新庄に行ったときにエコロジーガーデ

ン、「原蚕の杜」とはありますけれども、「原蚕

の杜」だったらわかります。でも、エコロジー

ガーデンだったらぱっと印象がつきませんので、

そういったことも一緒に研究していただきたい

んですけれども、そこら辺はどうでしょうか。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 この構想をエコロジーガ

ーデンのもとにつくり上げて、さらに計画を重

ねてまいった中で15年近く経過しようとしてお

ります。市民の憩いの場として随分浸透してい

る名称になっているのかなというようなことで、

外部のほうにもこの名称で随分つなげてきてお

って、今後とも、振興の名前としてはとても有

意なものになっているんじゃないかなというふ

うには思ってございますが、今後建造物ランド

スケープの活用をどう図っていくかという中で、

あと２年でこの３期計画も終了いたします。新
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しい計画に向かって、施設名をどうするのかと

いうようなことも含めて御意見が出るとすれば、

時代に合わせた形の中で変容させていきましょ

うというのはこの跡地の根本でありますので、

その辺は柔軟性を持って対応できるのではない

かというふうには思います。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひと

もそこら辺も一緒に工学院の方と一緒に勉強と

いうんですかをしていただいて、名前がいいの

か悪いのかではなく、そういった議題も上げて

ほしいなと私は思いますので、ぜひともよろし

くお願いいたします。 

  また、このランドスケープとやったときに、

工学院生の方が夏に30名ほど来られたとお伺い

しております。そのときに、せっかく工学院生

が来られたのですから、学校のほうとどういう

ふうにコラボレーションしたというんですか、

一緒に勉強する機会もあったと思うんですけれ

ども、そういうことを教育委員会のほうにはお

尋ねをしたんでしょうか。せっかくこういう勉

強できる機会を逃す手はないと思ったんですけ

れども、そういう連携はしたのでしょうか。よ

ろしくお願いします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 エコロジーガーデンの研

究の中で、さまざまな資源を活用しながら学生

方も新庄市をよりよく知って、活用計画のほう

に反映させたいというようなことがあるもので

すから、我々のほうの委託事業の中の範囲内で

学生の方々は動いてもらっているというような

形で認識しております。 

  それ以上の、あるいは範囲外のことにつきま

してはちょっと承知しておりませんので、再度

中身を次回にでも確認してまいりたいというふ

うには思いますので、その意義がありましたら

そういうような活用も今後図っていけるのかな

というふうには思います。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） 前回、青学が来たとき

は結構学生の方と交流があったと思います。今

回も工学院生の方が来られているということは

非常にありがたいことですし、また工学院生の

方がやる研究というのは、なかなか新庄市では

できない勉強がすごいたくさんあったと思うん

ですよ。 

  ぜひとも、そういうことでもあって、教育委

員会のほうでもそういう情報を仕入れていただ

いて、ぜひとも未来の子供たちのためにもこう

いう研究をなさっているんだ、特に今回、後藤

研究室のほうでは世界遺産を扱っているわけで

すよね。そういうことに小さいうちから触れ合

うということも非常に重要だと思うんですけれ

ども、教育委員会としてはこういう考えはない

ですか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 市のそういう横的な施

設につきましては、さまざまな面で子供たちに

ついて知っていくということは大切なことだと

思っております。 

  あと、学区につきましては北辰小学校がその

学区になっていますので、例えば１年生の生活

課の学習の中で地域探検とか、３年生の社会科

の中で自分たちの地域の位置図をつくるなんて

いう学習がありますので、そういうところでは

子供たちがその場所を訪れて教材としては活用

しているという、発達段階に応じた活用の仕方

は十分にできるのかなというふうに認識してお

るところでございます。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） 私が聞きたかったのは
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場所じゃなくて、工学院生が来るわけですよね。

大学生が。その大学生が調べるわけですよね。

ランドスケープですから。そういったときの学

生とのつながりをしていければ、もっと要は学

習意欲だったり建物の研究だってできるので、

ぜひともそういうかかわりをもっと深めていた

だきたいという質問だったんですけれども、い

かがですか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 大変失礼しました。 

  その内容も踏まえながら、小学生、中学生の

中でどういうかかわりができるのかなというと

ころも踏まえて検討させていただければなと思

います。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ぜひともそういう学生

とのつながり、要は新庄市には大学がやっぱり

どうしても農業大学校しかないものですから、

そういった意味でも学生との触れ合いは非常に

大切な場だと思います。ぜひともそういう取り

組みをしっかりしていただいて、商工のほうと

も連携していただいて、いろんな話をつなげて

いっていただければなと思いますので、よろし

くお願いいたします。 

  また、環境面なんですけれども、貴重な財産

である樹木なんですけれども、見てみますと激

しく傷んでいる箇所が数カ所以上、数カ所とい

う範囲であればいいんですけれども、かなりご

ざいますけれども、この後どのようにちょっと

維持管理をしていかれるのかお伺いいたします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 現在の第３期計画の中に

おきましても、建物、樹木等の環境整備という

ふうな文面がございます。唯一、この部分だけ

が５カ年間の中で全て通しての事業なんだと。

いわゆる施設管理というような意味合いと同時

に、これは大切な跡地を守っていく上で重要な

んだろうというようなところのあかしだと思い

ます。 

  この計画が出たわずか後に、国のほうで有形

登録文化財に指定されたわけでございまして、

あの建物だけではなくて、樹木あるいは施設全

体、跡地全体があのような形の中で登録されて

いるというようなことを鑑みれば、とてもあそ

こを守っていくということは重要であろうとい

うようなことを再認識しておる中で、私どもの

ほうで嘱託職員１人、臨時職員２名というふう

なことで、常時建物も含めまして樹木の管理も

やっておる。 

  安全対策を怠るということも、これはできま

せん話ですので、守っていくのも大分一苦労に

なっています。したがいまして、老木につきま

しては、どこまで維持できるのかというような

ことも含めながら、伐採というようなこともあ

り得るんだろうというようなことで、内部の中

でそのような伐採の業務もできないものなのか

というようなことも含めまして研究も始めたと

ころでございますが、大きくは桜が100本ほど

ございますので、あそこを守る手だてというよ

うなものも、これはおろそかにできないのかな

というふうに思っております。 

  あと、理科観察等にさまざまな対象となって

いくような樹木も各種ございますので、その辺

の守り方も今後計画の中で大きく触れていかな

きゃいけない部分なのかもしれません。改めて

認識させていただきました。ありがとうござい

ました。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） たしかあそこに木の先

生ですか、樹医が多分いらっしゃっていて、そ

れで見てもらったような気もしたんですけれど

も、そういうことも多分やっていると思います
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けれども、そこら辺を課長は御存じですかね。 

  また、それとその樹医さんが多分見て、多分

木のほうにタグみたいなのをつけて検査もして

いると思うんですけれども、それをどのぐらい

定期的にやっているのか、ちょっとそこら辺、

もしわかりましたら教えてください。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 定期的にはやっていない

と思います。ただ、先ほど申し上げましたよう

に、貴重な樹木がさまざまありますので、今後

は課題視させてもらいたいというふうに思いま

す。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。せっか

く桜回廊と計画にも書いておりますし、せっか

くいいものを長い間見せていくとか使っていく

ことですので、ぜひここら辺を定期的に検査し

ていただいて、その効果を十二分に発揮してい

ただきたいと思います。 

  あと、北側のほうのエリアなんですけれども、

正直まだ、さっきの市長答弁では、言い方は悪

いですけれども、何もやっていないような気が

します。今後、この利用計画５年の間にどこま

で進めていこうとされるのかちょっとわからな

かったんですけれども、再度農林課長、あそこ

の北側は農林課ですよね。そこはどういうふう

に進めていくのか、そこら辺がちょっとわから

なかったので教えていただきたいと思います。 

齋藤彰淑農林課長 議長、齋藤彰淑。 

清水清秋議長 農林課長齋藤彰淑君。 

齋藤彰淑農林課長 北側エリアにおいて手つかず

のところは、有機循環型農業、それから農業体

験交流事業、この部分は非常に手つかずの状態

であるのかなというふうな感じがしております。

農的交流といえば、自然に親しむ、あるいは農

業に親しむという意味では、平成27年度の初め

に近隣の小学生あるいは保育園の施設に出向い

て、あそこで作物栽培体験をしてもらえないか

というふうなお話を進めてきました。ところが、

トイレの問題、それから土をいじれば手が汚れ

ますので、手を洗う手洗い場と申しますか水屋、

こういったものがないもんですから、その辺に

ついては断念させてもらったというようなこと

です。 

  そんなことで、引き続き農的交流あるいは自

然と触れ合う、市長が言っております例えば遠

足村的なそういった発想もあそこで描けるんで

はないかなと。そのときに、今ある塾のハウス

の一部を雨よけ的な、休憩施設的な、お弁当を

食べたりするようなちょっとした天候をしのげ

るような使い方もできるんではないかなという

ようなことで、今後そういった方向でもってよ

りよい、４ヘクタールを超える広大な市民の財

産でございますので、そういった活用も若いお

子様をお持ちのお母様方からもいろんな意見を

聞きながら、農業ということに限らずそういっ

た使い方もしていけたらなというふうなことで

検討してまいりたいなと思っております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  ぜひとも、見る限りではちょっと何もやって

いないようなイメージに受け取れますので、ぜ

ひともせっかく平成29年まで計画をつくってい

ますので、一歩でも進捗率の上がるような計画、

そしていろんなアイデアを出していただいて使

っていただきたいと思います。 

  その中でもどうしても気になるのが、冬の利

用の仕方ですよね。雪を使った利用。特に、平

成27年度予算委員会において、議会からした質

問で「雪の活用は、スノーモービルをするとか、

夏の間での観光的な農園として活用していきた

いとの計画」との答弁がございましたけれども、

その割には冬の使い方が何もなされていないよ
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うなイメージを受けます。 

  そしてまた、今回なんですけれども、そうい

うものに対して市長からも、要は冬の使い方が

なかなか提示されていないのはちょっと寂しい

んですけれども、冬の使い方、雪の使い方をあ

のエコロジーガーデン内でどういうふうになさ

っていくのかをお伺いいたします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 まず、先ほどの樹木医の

ことだったんですけれども、手元の資料を確認

いたしました。平成22年度、平成27年度にやっ

てございますので、申しわけございません。 

  あと、冬の利用なんですけれども、先ほども

ありましたように青山学院のほうに調査をお願

いしたことが平成26年度にありまして、冬期の

例えばスノーモービルを活用した４万3,000平

米、北部側のエリアを思い切り使えるようなと

いうようなものを調査を行った経過がございま

して、あそこを冬期間の間開放する、あるいは

イベントとして活用する場合には、やはり休憩

とかあるいは衛生的な設備、施設、これがない

と長く続けることは難しいんではないかという

ような部分が出ました。 

  そのような結果をもとに、今年度すぽーてぃ

あで雪国ワンダーランドを２カ月間、１月、２

月とやりました。なかなか、ＪＲのびゅうから

の応募というようなこともありまして、首都圏

からも三十数名いらっしゃったというようなこ

ともあります。このようなことを踏まえれば、

冬期の間、北側エリアを中心とした形の中でそ

れを検討することも、先ほどの施設整備という

ようなものをクリアすることができるならばと

いうふうな研究もできてくるんじゃないかとい

うふうに思ってございます。 

  ランドスケープも含めまして活用計画が出て

まいりますので、議会の皆様、また市民の皆様

方の最終報告、意見交換、これを４月16日に用

意してございますので、そこでまた頂戴しなが

ら計画のほうの進め方を確認してまいりたいと

いうふうに思っております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。ぜひと

も利用計画に当たってでも商工会議所や、あと

観光協会としっかり連携をとっていただいて、

いろんな形で利用計画を進めていっていただき

たいと思います。 

  次に、最後の質問になります。 

  市では、個人や企業から善意の形として物品

や金一封を寄附していただいております。市で

は、いただいた寄附金を寄附者の目的に合わせ

利用しておりますが、寄附者に対してどのよう

に使われたかが伝わっていない状況にございま

す。知っていただくことで感謝の思いをさらに

強く感じると思いますが、このことについて今

後の考え方をお伺いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 寄附金に関する御質問であります

が、個人の方、企業、団体の方々より市政へ貴

重な善意として寄附金、物品等をいただいてお

り、厚く感謝しています。 

  物品の寄附につきましては、教育文化振興の

ための学校図書、教育用備品、美術品などを初

め、交通安全設備や宅地造成に伴う道路施設、

導水路用地など多岐にわたっております。また、

現金の寄附については教育振興、児童福祉など

特定の目的のための寄附が多くを占めており、

事業担当課において受納し、寄附の御意向に沿

って各事業に財源として充当しております。こ

れは、あくまでもこういうものに使っていただ

きたいというような寄附が大半であるというふ

うにまずは御理解いただきたいというふうに思

います。 

  寄附をいただいた方に対しましては、丁重に
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お礼を申し上げ、一定額を超えますと感謝状を

贈呈させていただいております。高額な寄附金

については、具体的な使途をお知らせし、市報

などで市民に知らせていく場合もございます。

「どこそこの会社よりいただいたお金で、学校

のパソコン等全てそろうことができた」という

ような広報の仕方です。 

  今後、寄附をいただいた方への活用実績の報

告とあわせて、お礼を申し上げるなど、御意見

の趣旨に沿って寄附された方の善意に応えられ

るように対応してまいりたいと考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） わかりました。 

  せっかく皆様からいただいた善意が、どのよ

うに使われているかが伝わっていくことが必要

だと思います。せっかく寄附者の方からいただ

いたもの、そしてお金が、寄附者の方にうまく

伝わっていないという状況がございます。とい

うのは、していただいてから長年に基金だった

りとか繰り入れになったりしますと、要は寄附

者の方は「このお金、どのように使われたのか

わからないね」という意見もございます。です

から、いただいたお金を毎年、毎年という言い

方は失礼かもしれませんが、毎回使うんでした

ら、その使い方を、要はどのように使われたか

をお知らせする必要があると思うんですけれど

も、それはどのように考えているんでしょうか。 

小野 享財政課長 議長、小野 享。 

清水清秋議長 財政課長小野 享君。 

小野 享財政課長 寄附につきましては、一般寄

附と指定寄附というふうに分かれまして、一般

ですと、最近はございませんが、とにかく寄附

していただいて好きに使っていただきたいとい

うふうな状況ですけれども、先ほどの市長の答

弁にもございますように、現在ほとんどの方が

この目的のために寄附しますよということで、

我々もそれをいただいているという状況でござ

います。 

  当然、歳出につきましては寄附をいただいた

時点で必ず歳出科目のほうに、その希望に沿っ

たところに歳出を充てなければいけないという

ふうに定められておりますので、基本的にはま

ず今までそのように対応しているという状況で

ございます。 

  ただ、やはりいろんなところで見えない部分

もございますので、ちなみに社会福祉協議会あ

たりでは広報で一応まとめて御礼の文章を出し

ているというふうなところもございますので、

そういうところも参考にしながら、寄附してい

ただいた方々の善意に沿うような形で対応して

まいりたいというふうに思っております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） １つ、ちょっと例をと

らせていただきますけれども、教育関係のほう

で多分基金があると思います。その中でも、も

のづくり教育奨励金ですよね。平成21年か２年

ぐらいから多分いただいておりまして、年間50

万円ずつ、多分学校の理科のほうへ多分使われ

ていると思いますけれども、その方に毎年そう

いう50万円という大きい金額を使っているわけ

で、その方にしっかりとした、どういうふうに、

こういうふうに使われていますよという、報告

の義務はないにしても、しっかりとこういうふ

うに使われていますとなれば、寄附者の方が、

ああ使われたんだなという気持ちが出てくると

思うんですよね。そういうことをやっぱり丁寧

にしていくことが大事だと思うんですけれども、

そういう考えは今後どのようにやっていくので

しょうか。よろしくお願いします。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 今、佐藤市議の御指摘

のとおり、平成21年度から御寄附をいただきま

して、市内小中学校の理科教育の充実のために
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使っていただきたいという旨で、これまで７年

間活用させていただきました。これにつきまし

ては、感謝状の贈呈をしたりとか、あと平成24

年にお礼状のほうは差し上げた経緯がございま

すが、どうしても今御指摘いただいたように、

点となって報告をしていたということもありま

すので、今年度以降につきましては各学校で使

った報告内容もあわせまして、報告書という形

で何に使ったかということについてお知らせし

たいということで今検討しているところでござ

いますので、今年度以降はそのような形で２者

については報告をさせていただきたいというふ

うに考えております。 

６ 番（佐藤卓也議員） 議長、佐藤卓也。 

清水清秋議長 佐藤卓也君。 

６ 番（佐藤卓也議員） ぜひともよろしくお願

いいたしたいと思います。 

  最後に、３月をもって退職をなされる職員の

皆様に感謝を申し上げます。長い間、市政の発

展に御尽力していただき、まことにありがとう

ございました。これで質問を終わります。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時４９分 休憩 

     午後１時５９分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

山科正仁議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、山科正仁君。 

   （５番山科正仁議員登壇） 

５ 番（山科正仁議員） 本日、最後の質問をさ

せていただきます市民・公明クラブの山科です。

よろしくお願いします。 

  さて、早速ではございますが、一括方式にて

質問事項に入らせていただきます。基本的には、

通告書でお示ししている順序に従っての質問と

いたしますので、御了承ください。 

  まずは、市内の幼児、児童、生徒、その安全

という点についてです。今回は、食と通学、そ

の安全性の確保という点からの問題提起といた

します。 

  １点目の児童生徒の食の安全性の検証、確保

という点ですが、実はある児童の祖母の方から

はっとするちょっと質問をいただきまして、内

容は、今、地産地消給食というのをやっている

ようですねということで、市内の各学校で推奨

していると。あれは本当に安全を確かめて出し

ているのかという内容でした。どういう方法で

やっているのかということで、そのとき確証あ

る返答を私はできかねまして、学校に問い合わ

せました。明確な返答がちょっとなかったもの

ですから、またその祖母の方からは、私の知人

で、その祖母の方の知人で農家の方がいらっし

ゃるんですが、学校で地産地消給食をやってい

るんであれば、ぜひうちの野菜も使ってもらい

たいと言われたらしいのですが、その祖母の方

は、実際のその農家の方の栽培状況というのを

見ておりまして、かなり化学肥料、それから農

薬等を使用しておったと。それを知っているも

んですから、それを契約した、それを使われた

場合は、非常に怖いねということを言われたわ

けです。 

  そこで、普通給食に関しても同様であると思

うんですけれども、業者とかその農家の方々と

の初期契約、そのときの栽培条件とか定期的な

肥培管理、そういうふうな経過の報告等をやる

など安全性の確認というのをどのようにやって

いるのかという点をまずお聞きしたいと思いま

す。 

  私は、今仕入れているところがどうのこうの

とかを言いたいわけでなくて、安定した食材供
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給、その数を確保するには、やはり学校給食、

これに必要なのは十分わかっておりますし、そ

の地産地消に関しても今後もっともっと推進し

ていくべきとも考えております。それであれば、

なお一層、世界でも誇れる安全レベルである国

内の農薬とか、より安全性の高い化学肥料を使

用して栽培された安全な食材であるよというこ

との証明義務、それから周知義務が、供給する

側である行政側にあるのではないかと考えます

が、いかがでしょうか。 

  ２点目は、要望的な内容となりますけれども、

児童生徒の登下校時の通行の安全性という点で

す。これについても、新庄地区のＰＴＡの協議

会がありまして、その席にて懸案、提示された

ものであります。 

  通告書に指摘している箇所以外にも恐らく存

在はしていると思いますが、登下校ルートとな

っている区間の各種工事、それによって余儀な

く生徒児童が通行制限されているわけなんです。

確かに道路整備、その重要性というのは非常に

必要性を十分に理解しておりますけれども、特

に冬期間、その工事については特別な安全対策

が必要ではないかと考えております。 

  確かに、工事の時間、その時間中は施工業者

さんの安全管理によりまして誘導員の方々から

の保護というのはあるわけですけれども、残念

なことに実際の登下校時間、その時間は、登校

時間ですけれども、それはまだ工事を開始して

いませんので、誘導員はいないということにな

っています。これは、非常にレアなケースでは

ありますが、ある事例がありますので紹介しま

す。 

  工事の区間内、車両が鉢合わせになりました。

お互いに譲らなかったわけなんですけれども、

そこで口論になりまして、暴行事件にまでいっ

たと。警察の介入になりまして事なきを得まし

たが、幸い児童生徒の登下校時間帯ではなかっ

たために事なきを得たことではありますけれど

も、これはぞっとする事実であります。 

  ぜひとも施工業者の方々へ、工事区間におけ

る登下校時間帯の誘導員の配置等の指導を発注

者責任においてお願いできないかということと、

あと登下校ルート、その近隣環境というのが、

例えば大型店舗が開店したとか、それから商業

地化したということで大きく変化した、交通量

が増した。ということは、つまり児童生徒の安

全性の確保が困難となることが予想されるので

あります。となれば、学校と協議して登校ルー

トを変えるとか、大々的にスクールバスを出す

とかそういうふうな利用を考えて、安全性を確

保していかなければならないと考えますがいか

がでしょうか。 

  以上が、市内の幼児、児童、生徒の安全とい

う点についてです。 

  続きまして、ＩＣＴ化ということですが、以

前はＩＴ化へとかなり騒がれた時期がありまし

た。私もＩＴとＩＣＴってどういう違いかなと

いうことがちょっと理解できなかったもんで調

べましたら、基本的には同じというふうな感じ

であります。ただ、考え方とすれば「Ｃ」がつ

いていると。「Ｃ」というのは「コミュニケー

ション」です。という意味がありまして、いわ

ゆるデジタル化されている情報を共有しましょ

うよというふうなことであると簡単に理解して

おります。 

  さて、平成26年２月に新庄市情報化計画とい

うのが策定されておりまして、この世の中とい

うのは急速に情報化社会に向かっているのは確

かな現実でありますから、国でもユビキタス社

会の推進とか、それから全国の市町村も電子入

札、そういうのは当たり前のこととなっており

ます。 

  それでは、現実的にＩＣＴ化というのは何か

と考えたところ、大体はタブレット、それを使

用して議会運営をやったり、あとは事務作業、

あと執行部と情報共有とかそういうのをやって
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いくということだと思っております。当市にお

いても今後早急に推進していくことが、世の中

の流れに沿っているんじゃないかなと考えてお

りますし、市政と財政経費の面にも多分大きく

貢献するというふうなメリットが大きいと考え

ますので、そこで現時点で把握しているほかの

自治体での導入事例、それから費用対効果、そ

の面の情報をお持ちでしたらお伺いしたいと思

います。 

  あわせて、このＩＴ化とかＩＣＴ化というの

はなかなか進まない現状がありまして、その進

まないことの弊害というのは一体何であろうか

ということもわかった範囲でお願いいたします。 

  あと、最後の質問になりますけれども、第４

次新庄振興計画の検証についてです。 

  これは、きのうの全員協議会においてもかな

り細部にわたる質疑応答が繰り広げられまして、

そういう細かいところは言いませんけれども、

確かにいただいた新庄市まちづくりの総合計画、

これの４ページと５ページですね、前期５カ年

の評価、検証というのが表記されております。

文言的に判断していけば、大変わかりやすく、

かつそつなく整っていると思います。 

  そこで、私は数字、つまり平成23年度から平

成26年度までの決算状況表、決算カードですね、

その目的別の歳出の主要な区分、それの決算額

とあと５つの基本目標、これを対比しまして、

自分なりに評価を考えたところであります。こ

れから言う金額には全て、約という、およそと

いうものがつきますけれども、基本目標の一つ

については農林水産業費は計画策定前の平成22

年度、決算額は８億7,000万円、その後の４カ

年の平均決算額は７億4,000万円。これは、１

億円以上のダウンということになります。 

  以下、同様に計算しますと、商工費は１億

2,000万円のアップ、基本目標２の民生費は３

億円のアップ、基本目標３の教育費は11億円の

アップ、基本目標４の土木費は１億1,000万円

のアップと。基本目標５の衛生費は6,000万円

ダウンでした。これは、別にアップしたからい

いとかダウンしたからいいとか、逆にアップし

たからだめだとかダウンしてだめだとかそうい

うふうに単純に判断できるものではないですけ

れども、部門によっては考え方が変わるかと思

います。 

  このことを踏まえまして、少々ちょっと語弊

を恐れずに申し上げれば、この執行金額という

のは各担当課の努力と熱意のあらわれであると

思います。各年度においていろいろな事情があ

るにしても、強く推進していきたい施策がある

んであれば、これは強い覚悟を持って挑むべき

であろうと思うわけです。もちろん使い切れば

いいというわけではありませんが、平成23年度

から平成26年度まで、この４カ年の平均歳入歳

出の差し引き、これが約６億円程度あるんです。

本来であれば実質収支額で見るべきでしょうけ

れども、それを考えればもっと長期的な予測を

踏まえて予算編成とか調整、そして要求努力が

できたんじゃないかなと思うわけです。そして、

これがもっと住民が実感できる行政サービスへ

挑戦とか、それから提供もできたのではないか

と考えるわけです。 

  恐らく住民の皆さんも同意見じゃないかと思

うんですが、そこで大局的な視点からで結構で

すので、このことを踏まえまして反省点とか今

後の方向性、それをどのように考えているかお

伺いしたいと思います。 

  以上、お願いします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、山科議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  最初の質問と登下校については教育長の答弁

となりますので、よろしくお願いいたします。 

  タブレット、ＩＣＴ化の導入の必要があるん
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ではないかというようなことでありますが、本

市では住民基本台帳の事務や市税の賦課収納管

理事務などの情報化から始まりまして、庁内情

報共有システムグループウエアの導入やインタ

ーネットの活用など庁内の情報化による事務の

効率化に努めてきました。タブレット端末は、

最近簡単に持ち運べる携帯性や直感的な操作が

できることが特徴で、最近普及が進んできた端

末だというふうに言われています。 

  少ない事例でありますが、静岡県焼津市では

平成26年４月、全国の自治体で初めて全職員に

タブレットを配付し、会議のペーパーレス化に

より会議準備に必要だった時間と作業量、紙費

用の削減と業務効率化を目指したという導入例

がございます。実際には、一般的なタブレット

よりも大きなタブレット画面でないとなかなか

使い勝手が悪いというようなこと、目が見えな

い、見づらいというようなことがあるというよ

うなことも検討されているということでござい

ます。 

  本市では、一般的な事務でのタブレット端末

の導入は実施しておりません。メリット、デメ

リット、費用対効果の検証は今行っておりませ

んが、情報化の流れの中では全ての小中学校の

コンピューター室にタブレット端末を設置し、

授業で活用している状況です。こうした情報化

を取り巻く環境は目覚ましい進展を見せる中、

事務の効率化のみならず、セキュリティーの面

を考慮しつつ検討していかなければならないと

考えております。 

  また、定住自立圏構想での情報共有について

ですが、全ての町村間での協定項目として圏域

住民への情報の提供があり、既に管内の広報担

当者会議を開催し、圏域内イベント情報、共通

課題など統一テーマにある広報事業を行うこと

としています。今後は、各自治体のホームペー

ジを中心に連載記事の企画、運営手法について

協議してまいりたいというふうに思っています。 

  このタブレット端末、先ほどなぜ進まないの

かという、行政の中で一歩進めないところが案

外あるのは確かだなと思います。アナログをデ

ジタルというようなことでの文書の保存という

ようなことの方法、数種類の方法で永久保存を

していきたいというふうなこと。あとは、実際

に今の記録を遠くに飛ばしまして、会社を通じ

て向こうで保存してもらっている。これは、震

災以降の状況になっているわけですけれども、

そんなこともあり、保存の方法というようなこ

と。このことが一番大きな今後の課題であると。 

  もう１点、一番大きいのは全員が使えるとい

うことが基本にないといけないというふうに思

います。そこは、小学校から今はタブレット端

末化になってきて、世の中が、全員がこれを使

える状況になるまではもういましばらくかかる

のかなというふうに思っています。役所の中で、

それを可能にすることについては現在、先ほど

言いましたように、グループウエアという形で

の庁内での文書のやりとり等について、今ペー

パーレスの状態で行っている状況です。市民の

皆さん、あるいは議会のときにペーパー化して

いるということで、ふだんは情報の中でやりと

りをしているということを御理解いただきたい

と思います。 

  また、他の町村あるいは広域とのやりとりも

全てデータやりとりというのが、今現状で行っ

ているところであります。 

  次に、まちづくり総合計画の中における決算

状況からの指摘をいただきましたが、前期の基

本目標における研修についてですが、各施設の

目標指標について基準値、現状値、計画終了年

度における目標値を見比べ、「目標を達成した」

「向上している」「停滞している」「低下してい

る」の４つの区分に分類し、全体的な達成度を

図っております。その結果、全体の約６割の指

標が計画策定時よりも成果が向上し、特に向上

した指標が多かった基本目標は、協働によるま
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ちづくりを進める推進手法と産業に係る基本目

標で、伸び悩んでいる指標が多かった基本目標

は環境に係る基本目標と社会生活基盤に係る基

本目標でありました。 

  目標指標の推移を分析し、達成に向けた方策

を検討する場合には、施策を推進するための取

り組みである事務事業も考える必要があります。

事務事業については、毎年度実施している行政

評価の中で昨年度実施した429の事務事業を対

象に、課題に応じた改善法を検討し、今後の方

向性を示した。このように、それぞれの段階に

おける検証を踏まえ、より課題を明確にし、後

期５カ年の基本計画の策定を進めてまいりまし

た。 

  まちづくり総合計画の策定前である平成22年

度と平成26年度の決算額を比較した場合、御指

摘のとおり民生費と教育費が大きく伸び、その

要因は少子高齢化による扶助費が大幅に伸びた

ことや、学校の耐震化や小中一貫教育校の建設

を実施したことが挙げられます。農林水産費が

減少した要因には、農振整備計画策定に係る事

務が終了したことなどがあります。限られた財

源の中での予算編成においては、事務事業の選

択と周知を基本とし、最少の経費で最大限の効

果があるよう総合的に判断してまいりました。 

  御発言にありました決算額の伸びと取り組み

への姿勢は、一概に一致しないと考えておりま

す。将来像の実現に向けたこの５カ年の取り組

みの方向性についてですが、今年度は経営手法

のＰＤＣＡサイクルのＣ、いわゆる評価に当た

る年でありました。課題などをより明確にした

結果を受けて、来年度以降、Ａの部分の改善を

進めてまいりたいと思います。 

  特に、人口減少対策として策定した新庄市総

合戦略の内容を反映させた「雇用・交流の拡

大」「安全・安心の充実」「子育て・人づくり」

の３つの重点プロジェクトに限られた経営資源

を集中的に投下し、将来像の実現を目指してま

いりたいと思います。 

  一概に決算だけではないということは御承知

かもしれませんが、長期的な視点に立って財政

運営をする、基本的には持続可能な財政をつく

っていく。一時期、実質交際費率が30.1と非常

に高くなったとき、多くの市民の皆さんが不安

を抱きました。その背景には、公共事業、公共

施設等が非常に多いという反省点もありますの

で、その辺も含めながら、バランスを考えなが

ら、持続的な市政運営をやっていかなければな

らないというもとに予算配分をしていることも

ぜひ御理解いただきたいと思います。 

  壇上からの答弁、以上とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、児童生徒の安全につ

いて、まず最初に食の安全についてお答え申し

上げます。 

  学校給食の食材については、給食調理室に業

者から納品される際に、調理員が食材を点検し、

異物混入や食品の鮮度などについて異常がない

かを確認しています。また、調理を行う際にも

食材を確認し、安全な給食を提供できるよう努

めています。 

  このような日常的な食材の安全確認のほかに、

文部科学省の学校給食衛生管理基準の施行につ

いてに基づき、定期的な検査を実施しています。

今年度は放射性物質検査、微生物検査、理化学

検査を実施しており、病原性大腸菌の陰性、農

薬成分や放射性物質の不検出の結果を得ており

ます。そのほかにもパンの抜き取り検査を実施

し、安全性を高める取り組みを行っています。 

  新庄市の学校給食は、給食調理実施校におい

て学校区内にある地元納入業者を優先とし、翌

年度における給食食材の納入契約を毎年、年度

末に行っています。契約に際しては、新鮮かつ

良質な食材を衛生的に納入いただくことなどを

契約書に盛り込むなどして、安全な食材の提供
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について依頼しているところです。 

  納品については、一般的に流通している商品

と同じと考えておりますので、特別な検査や報

告義務は求めておりません。使用する食材につ

いては、文部科学省の学校給食衛生管理基準の

食品の選定に従い安全性の確保に努めるととも

に、可能な限り地元産の食材を使用することで

生産者の顔が見えるような食材の供給に努めて

おります。 

  地元農家から直接納入することはほとんどあ

りませんが、その場合でも無農薬栽培の農産物

を納入するようにして、安全性の確保に努めて

いると把握しております。 

  輸入農産物の規制緩和により、今後外国産の

農産物が市場に出回ることが多くなることが予

想されますが、外国産の農産物については国の

検査を経た安全を確保されたものが市場に出回

るものと捉えております。また、新庄市では可

能な限り地元産や県産の食材の使用に努め、外

国産の食材も含めて日常の点検、確認の徹底と

定期的な検査の実施により安全性を高めていき

ます。 

  続きまして、登下校の安全についてお答え申

し上げます。 

  登下校通学路線の安全確保については、随時

各小中学校担当者、道路管理者、新庄警察署、

各小学校の安全見守り隊などのボランティアの

方、スクールガードリーダーの方と情報共有し、

連携をとりながら対応しております。 

  市議が懸念する旧ゼネラル工場脇の道路や円

満寺近くの工事箇所、その他の登下校ルートの

工事箇所における安全確保については、誘導員

の確実な配置調整など工事発注者への働きかけ

を着実に行い、安全確保をしているところであ

りますが、なお登下校時の児童生徒の安全確保

が不十分な場合には、それに対応する要請もし

ております。あわせて、各工事箇所を登下校ル

ートとして利用している児童生徒への危険箇所

の周知についても各学校を通じて行い、児童生

徒の安全確保を図っているところであります。 

  また、交通量の増大など環境が変化しそれに

対応した最適な登下校ルートについては、毎年

春に実施している通学路の合同点検で学校とも

共通の認識を持ち、ルート変更が必要な場合に

ついては改善する方向で検討している状況であ

りますので、よろしく御理解をお願いいたしま

す。 

  以上です。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） 大変的確にお答えいた

だきまして、ありがとうございます。 

  市長答弁の中で、ＩＣＴ化について定住自立

圏との絡みがありましたが、私もそれは考えて

おりまして、定住自立圏で中心市として情報発

信の一番もととなるこの新庄市であればこそな

おのこと、もう先駆けたＩＣＴ化を進めるべき

かなと考えておりました。 

  確かに、全員が使えるかというとやはり各個

人のスキルもありますし、理解能力もあるでし

ょうから、なかなか難しいかと思いますが、で

きれば早目にスキル講習とか使うべきものを導

入するということが必要だと思います。という

のは、非常にメリットが大きいと私は考えてお

ります。はやりものを早目にというわけじゃな

いんですけれども、かなりタブレット関係は、

例えばの話ですけれども、我々議員にしても住

民の方からの相談があるといった場合、聞き取

りもしくは相談に来られた場合、聞くわけです

けれども、どういった内容だといった場合、あ

あそれだったらすぐに解決できるねというのが

連絡網としては非常に有効な品物だと思うんで

す。例えば、その場で悪いところはすぐに写真

を撮ってそれをメールで添付して送ると、すぐ

に動いてもらうと。実際に、そうやって撮った

からこういうふうにしたからねというふうな証
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拠にもなりますし、なおかつそれに返ってくる

メール自体も証拠になりますし、言った言わな

いの世界がなくなるということで、いろいろ持

ち出し、さっきセキュリティーもありましたが、

配付されているタブレットを持ち出しするとい

う問題もあるでしょうけれども、その辺は導入

を考えていろんな意味で推進していくべきかな

と思っておりますが、いかがでしょうか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 山科市議の質問にお答え

いたします。 

  山科市議がおっしゃるとおり、新庄市情報計

画の中でタブレットというふうな文言がかなり

出てきております。これにつきましては、やは

り住民サービスでありますとか市の職員が外部

に出たときの業務の効率性というふうなところ

で考えてつくられたところでありまして、平成

26年度から８年間の計画というふうになってご

ざいます。 

  ただ、その間に非常に大きな流れとして番号

法のシステム改修というふうなところが出てき

てまいりました。それから、市職員も含めて公

共団体の職員がＵＳＢメモリーを紛失して、情

報漏えいにはならないけれども紛失したという

ふうな事故が結構ございました。そして、昨年

の年金情報の漏れというふうなこともありまし

た。それで、今、国の動きとして非常にセキュ

リティーというふうなところが大きくなってご

ざいます。昨日、補正予算のほうでも御承認い

ただきましたけれども、そのシステムの中身と

して指紋認証というのは前にありましたけれど

も、今度は静脈認証ということで個人の識別を

行うというふうなこともありますし、ＵＳＢメ

モリーを挿しても情報がとれないというシステ

ム構築をしなければならないというふうなこと

になっておりまして、国のほうでも非常に情報

の外部持ち出しというふうなところに非常に重

きを置いてございます。そういった流れもござ

いまして、現在の情報化計画の中でいわゆる効

率化とかペーパーレスというふうなところもう

たっているわけではございますけれども、この

前期の中でやはり計画変更はしていくところが

あるのかなというふうには考えてございます。 

  ただ、タブレットも含めて今後セキュリティ

ーが許される範囲内というふうなことになれば、

そういった働きかけもしなければならない、検

討もしなければならないというふうに考えてご

ざいますので、御理解いただきたいというふう

に思います。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） ありがとうございます。

恐らく100％、これからは自治体のほうもタブ

レット化というかＩＣＴ化はならざるを得ない

という状況になると思いますので、いろんな施

策と並行した上でこの検討の中に入れておいて

いただきたいと思います。 

  あとは、先ほど教育長がおっしゃいましたけ

れども、いろんな意味の検査、それから検証と

かをなされた上で、なお調理師さんの目を通っ

て初めて子供の口に入るということを理解しま

した。 

  ただ、地産地消の場合ですと、やはり地元に

ありますので、できるんであればその祖母の方

がおっしゃったことは、もしそういうふうに地

産地消で使っているんだから、近くなんだから、

せめて定期的にその農地、畑、栽培されている

状況とかを目視で見てもらうと。ちょうどその

時期に合わせて。そういうことも可能じゃない

かということを言われました。まさに私もそう

だなと思いまして、書面上で上がってくる検査、

結果がクリアしていますから大丈夫ですと、そ

れは確かにわかるんですけれども、実際そうい

うふうなコミュニケーションもとれますし、そ

ういうふうな方向性も考えていただけるかどう
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かお伺いいたします。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 やはり実際に目で確認

するということは、すごく大事なことというふ

うに捉えております。ただ、学校給食に入って

くる地産地消という場合につきましても、例え

ば新庄市内のほかに最上郡内というものも当然

ございますので、そうなりますとやはりそこに

出ていって確認するということは当然難しいの

かなというふうに思っております。 

  本当に学区の近くの農家さんとか地元のもの

を直接入れるなんていう場合については、その

場に行って確認するということはできると思い

ますので、そこについてはできる範囲でやって

いきたいと思います。 

  また、先ほど教育長の答弁にもございました

ように、地元農家から直接仕入れるような場合

につきましては無農薬とか低農薬とか有機栽培

等で、可能な限り安全性の高いものという形で

学校のほうでは努力をしておるところでござい

ます。 

  あと、そのほか地産地消のものにつきまして

は、山形県で行っています農産物安全・安心認

証制度という制度がございまして、それに加盟

している団体からもたくさん学校給食の食材に

入っていますので、そんなところで多くの網目

をかけながら安全性を高めていきたいというふ

うに捉えているところでございます。 

５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） わかりました。 

  定期的に、本当に地元であれば、近くであれ

ば行ってくださるということで、近くと言って

も学校の近くといえば各校いっぱいあるわけで

すから、新庄市内のほとんどを回らなきゃなら

ないのかなという気はしますけれども、その辺

は学校のほうにもお伝え願いまして、こういう

ことを注意して見るようにするよと言ってもら

えれば父兄の方とかＰＴＡ関係も安心すると思

いますので、よろしくお願いします。 

  あと、通行に関する再質問ですけれども、先

ほど午前中ですが、小関議員がおっしゃいまし

た図書館の駐車場もそうなんですけれども、基

本的にやはり人的に守るしかないと思いますの

で、誘導員を配置する、例えば図書館の前にも

誘導員を配置するとか、そういうような考えで

もって対処していただきたいと思います。 

  今まで子供の交通事故で一番多いのは、本当

は普通の国道横断とか車両を見過ごしてひかれ

るとかが多かったんですけれども、今はもう歩

道を普通に歩いていてそこに突っ込むような事

故が非常に多いんです。それで命を失ったりす

るケースが多いもんですから、危険な箇所であ

れば安全を的確に予測して回避するようなシス

テムということを考えていかないと、事が起き

てからでは遅いということだと思います。 

  ぜひ、そういうような関係で、市独自で誘導

員を危ないところに配置するとか、業者任せじ

ゃなくて、そういうふうなケースもとられるの

かどうかお伺いしたいと思います。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 議長、森 隆

志。 

清水清秋議長 教育次長兼教育総務課長森 隆志

君。 

森 隆志教育次長兼教育総務課長 先ほど教育長

も答弁申し上げたところでございますけれども、

各関係者、警察、それから道路管理者等で毎年

春に合同点検ということで、危険箇所について

は学校も含め把握しているところでございます。

誘導員の配置も含めてなんですけれども、いわ

ゆる公安、警察のほうで実施するもの、あとは

道路管理者で対応していただくもの、それから

あとは登下校時に誘導員がつく場合、そういっ

た形で対応してまいりたいと考えておりますの

で、今後ともよろしくお願いいたします。 
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５ 番（山科正仁議員） 議長、山科正仁。 

清水清秋議長 山科正仁君。 

５ 番（山科正仁議員） わかりました。 

  前回の私、一般質問でも言いましたけれども、

基本的に子供の安全を考えるんであれば、もう

国も県も市も町も村も関係ないと思っておりま

す。管轄があるからとか、ここから国道だから、

ここから県道だからというそういうような境と

いうかそういうのはなくしていかないと、子供

の安全というのは本当に守れないんじゃないか

なと思います。 

  私は別に子供を過保護に育てようなんて言っ

ているわけではないですから、ただ食の安全と

かそういう交通とかそういう面に関しては回避

できるような、大人がちょっと注意すれば回避

できるものはぜひしていきたいなと思っており

ます。ただそれが重要だと思っておりますので、

食の安全なんて特に体をつくるものですから、

その子供の将来までの体の形成を考える重要な

もんだと思っていますので、ぜひそれを念頭に

置いてお願いしたいと思います。 

  ちょっと時間余りましたけれども、私の一般

質問を終わります。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で本日の日程を終了いたしま

したので、散会いたします。 

  ７日午前10時より本会議を開きますので、御

参集願います。 

  御苦労さまでした。 

 

     午後２時３４分 散会 
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平成２８年３月定例会一般質問通告表（２日目） 

 

発言 
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１ 髙 橋 富美子 

１．高齢者のボランティアポイント制度の推進について 

２．市立図書館の危機管理について 

３．子育て支援について 

市 長 

教育委員長 

２ 叶 内 恵 子 

１．学校保健統計調査にみる本市の児童、生徒の実態調査

について 

２．新庄ふるさと歴史センターについて 
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２．エコロジーガーデンについて 
市 長 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  なお、会計課長髙橋 弘君が本日欠席のため、

出納主査青山左絵子君が出席しますので、御了

承願います。 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、お手元に配付しております議

事日程（第３号）によって進めます。 

 

 

日程第１一般質問 

 

 

清水清秋議長 日程第１一般質問。 

  本日の質問者は４名であります。 

  これより２日目の一般質問を行います。 

 

 

髙橋富美子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 それでは、最初に髙橋富美子君。 

   （１２番髙橋富美子議員登壇） 

１２番（髙橋富美子議員） おはようございます。 

  市民・公明クラブの髙橋富美子です。通告に

従い、一括方式にて一般質問をさせていただき

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

  １点目は、高齢者のボランティアポイント制

度の推進についてお伺いいたします。昨年の９

月の定例会に引き続き、再度質問をさせていた

だきます。 

  高齢化が急速に進展する中、いわゆる団塊の

世代が75歳以上となる2025年を見据え、高齢者

が安心して暮らせる地域社会をつくり上げてい

くことが極めて重要な課題となっています。そ

のためには、住みなれた地域で自分らしい生活

を継続するためのサービスを充実させるととも

に、地域包括ケアシステムの構築に向けた国、

自治体の連携による取り組みが求められていま

す。 

  一方、元気な高齢者については、要介護にな

らないための生きがいづくりや社会参加促進施

策など介護予防につながるさまざまな施策を展

開する必要があります。その際、それぞれの地

域の実情、特質性を踏まえ、関係機関等がよく

連携をとりながら進めることが重要です。 

  現在、各自治体で進められているものは、高

齢者の介護支援ボランティア等と呼ばれるもの

で、介護予防を目的とした65歳以上の高齢者が

地域のサロン、会食会、外出の補助、介護施設

でボランティア活動を行った場合に自治体から

ポイントを付与するもので、たまったポイント

に応じて商品との交換や換金のほか、介護保険

料の支払いに充て、保険料の軽減に利用できる

自治体もあります。 

  新庄市高齢者健康福祉計画第７期に平成27年

度より「元気高齢者ボランティアポイント制度

を創設します」と記されております。９月定例

会において市長より「実施に向け準備を進め、

現在最終段階に入っております。当面、軌道に

乗るまでは福祉部門に限った活動に限定して取

り組んでいく考えでおりますが、将来的には活

動範囲を福祉に限定せず、多方面への活動を期

待するところでございます。準備が整い次第、

広報活動などを行い、事業を実施してまいりた

いと考えております」との答弁をいただいてお

ります。その後の事業に向けての進捗状況につ

いてお伺いいたします。 

  ２点目に、市立図書館の危機管理についてお

伺いいたします。 

  初日の一般質問において小関市議から市立図
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書館は司書資格を有する多くの職員がおり、利

用者の立場に立ったサービスで皆様から評価を

されているとの紹介がありました。私も同感で

す。職員の方はもちろんですが、本が好き、人

が好き、図書館が好きという多くの図書館のボ

ランティアの皆さんが図書館の活動を支えてく

れております。例えば、壊れた本の補修、新聞

の保存整理、図書館内の見回り、ハロー・ブッ

ク！、ブックスタートのお手伝い、図書館まつ

りなどのイベントのサポーターとして日々活躍

をされております。笑顔にあふれ、どこよりも

親しみやすい市立図書館であると感じておりま

す。 

  これまでも図書館についての一般質問を何度

かいたしましたが、このたびは市立図書館の危

機管理についてお伺いをいたします。赤ちゃん

からお年寄りまで誰もが入られて、誰でもいる

ことができる市立図書館です。静かで安全とい

うイメージがある図書館ですが、職員へのつき

まとい、資料の盗難、酒に酔っての利用者、館

内のトラブルなどが全国的にさまざま事例があ

ると聞いております。本市においての事件、事

例があれば、内容とその対応についてお伺いを

いたします。 

  そして、いつ起こるかもしれない地震や水害

などの自然災害の危機、また人が引き起こす危

機に対してどのような管理をされているのでし

ょうか。また、危機管理マニュアルの作成等は

なされているのかをお伺いいたします。 

  ３点目は、子育て支援についてお伺いいたし

ます。山形みんなで子育て応援団の活動の一環

として、山形県では子育てタクシーの導入を支

援しております。ドライバーは保育園での実習

や日本赤十字社の小児救急講習、妊婦ジャケッ

トを着用した実習などを内容とする専門の研修

を受け、全国子育てタクシー協会から認定され

た運転と子育て支援のプロの方です。 

  子育てタクシーには４つのコースがあります。

かんがるーコースは保護者と一緒に、ひよこコ

ースは子供１人で、ふくろうコースは夜中の移

動など、こうのとりコースは陣痛や妊婦健診の

際に利用ができます。子供だけでも安心して乗

車ができ、荷物の積みおろしや健診の受け付け

もサポートしてくれる、子育て家庭にとって困

ったときの移動手段の一つだと考えます。本市

においての利用者の動向、周知徹底はどのよう

に図られているのかをお伺いいたします。 

  また、経済的に余裕がなく、使いたくても使

えないなどの声もあることから、利用料金の補

助等についての考えをお伺いいたします。 

  よろしくお願いいたします。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 おはようございます。 

  それでは、髙橋市議の御質問にお答えさせて

いただきます。 

  高齢者のボランティアポイント制度の御質問

でありますが、近年全国的な取り組みとして広

まっている制度でございますが、本市において

も元気高齢者ボランティアポイント制度として

の事業実施に向け準備を進めております。先進

地での取り組み事例などを研究し、当市の状況

に合った制度にするために制度設計に時間を要

しており、当初予定しておりました開始時期が

おくれておりますが、近日中にボランティアの

受け入れ先となる福祉部門の事業所向け説明会

を実施するとともに、市民ボランティア登録の

お知らせを広報いたします。 

  御質問にございましたとおり、当制度はボラ

ンティア活動を通じての社会参加や地域貢献を

促すとともに、要介護状態になることを予防す

ることにもつながることと認識しております。

団塊の世代が後期高齢者に到達する2025年以降、

このような取り組みによって可能な限り要介護

状態になることを予防し、多くの高齢者の方々
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がいつまでも元気に暮らせるよう着実に事業を

進めてまいりたいと考えております。また、今

後は事業の実施状況などを市報等を通じてお知

らせできればと考えております。 

  本市における実情、おくれてきて大変申しわ

けありませんが、制度設計、今回でき上がって

いる、ポイント手帳にはこういうような形であ

ります。これがボランティアの皆さんに配られ

るということになります。何といっても、制度

設計に時間がかかった理由は、施設の選定であ

ります。受け入れしてくれる施設が１つだけで

は到底無理なので、職員が足を運びまして十数

カ所確保しました。そこを、まず第１次的な起

点として、このポイント手帳を使いながら本市

に合った形で進めていきたいというふうに思っ

ております。 

  次の質問につきましては、教育長より答弁さ

せますのでよろしくお願いいたします。 

  次に、子育て支援に係る子育てタクシーの御

質問でありますが、子育てタクシーは一般社団

法人全国子育てタクシー協会が独自事業として

全国的に行っているもので、山形県では子育て

を応援する県民運動の一環として子育てタクシ

ーを推進しております。 

  利用状況ですが、市内の事業者では１社が平

成22年より事業を行っております。これまでの

登録人数は延べ55人となっておりますが、利用

状況については把握していないとのことであり

ます。 

  子育てタクシーの周知につきましては、山形

県では県や地域みんなで子育て応援団のホーム

ページへの掲載やチラシの作成配付、県の情報

発信番組「やまがたサンデー５」での発信、子

育てに関するフリーペーパーへの掲載などによ

り周知を行っております。 

  本市におきましては、子育て支援センター、

市の窓口にチラシを配置するとともに、現在作

成中の子育てハンドブックにも掲載することと

しております。 

  御質問の利用者に対する補助等につきまして

は、子育てタクシーが子育てのニーズに特化し

たサービスを通常料金で受けられる付加価値型

の民間サービス事業であることから、現時点で

はその考えはありません。利用者の増加やサー

ビス提供事業者の拡大など今後の動向を注視し

てまいりたいと考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私のほうから市立図

書館の危機管理についてお答えいたします。 

  図書館は、議員の御質問にあったように「屋

根のある公園」と言われるほど赤ちゃんから高

齢者まで、また市民から観光客まで幅広い層の

皆様からご利用いただいている施設であります。

誰もが利用できる施設ということから、全国的

にさまざまな事件等が発生しているようですが、

新庄市立図書館も例外ではなく、これまでも盗

難や盗撮、酒に酔った入館者によるトラブル、

女性職員に対する性的な嫌がらせなどといった

事例がありました。 

  今後もさまざまな危機に直面することが想定

されますので、このたび職員全員で危機管理研

修を受講し、危機管理マニュアルを作成したと

ころであります。設備的にも録画のできる防犯

カメラを今年度、館内に設置いたしました。そ

のほか、青少年指導センターによる巡回指導の

重点箇所に位置づけていただいて、定期的な巡

回がなされております。不審者情報につきまし

ても、学校や各施設と教育委員会とが連携し、

情報の共有化を図っております。 

  以上のように、多方面からの防犯強化に取り

組んでいるところであります。以上でございま

す。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 
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１２番（髙橋富美子議員） それでは、再質問さ

せていただきます。 

  初めに、１点目の高齢者のボランティアポイ

ント制度の推進について、先ほど市長より御答

弁をいただきまして、手帳もできているという

ことで少し安心をしました。そして、９月定例

会から５カ月ぐらいたつんですけれども、事業

の開始がおくれた点も先ほどお聞きしました。

やはり受け入れ先が１つでは大変だということ

で、十数カ所回られたということで、それも大

変な御苦労をされたなと思っております。 

  いろいろな、前々からこの制度をされている

ところの課題にもありましたけれども、その施

設がボランティアをする方の近くにあればすぐ

行けるけれども、遠くに離れていれば行くまで

の手段とかそういうのも問題があるということ

で、さまざまな、やりながらというか、取り組

みをしながら改善をしていかなければならない

んだなというふうに思っております。 

  早速、ボランティアが開始になるということ

で待ち望んでいる方もいるので、喜んでいると

思います。最初に、このボランティアをしたい

けれども、どこから入ったらよいかわからない

という方がやっぱりおりました。この高齢者ボ

ランティア制度の登録とかそういうのもこれか

ら広報で詳しく説明されると思うんですけれど

も、大まかに流れをお願いしたいと思います。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 ボランテ

ィアの登録の手続ということでございました。

まず、ボランティアを希望される方につきまし

ては、市への登録申請を行っていただきます。

一応、審査いたしまして登録妥当と判断された

場合には、ボランティア手帳を交付して開始す

るということになるわけですが、その後、その

ボランティアを受け入れする側の事業所の一覧、

これをお示しして、その中から自分がやれそう

なボランティアを選定していただき、それぞれ

の事業所と連絡をとっていただいて実施してい

ただくという流れです。 

  ただ、これはすぐにというふうにはなかなか

いきませんので、３月中に説明会、これは事業

所に対する説明会ですけれども、同時に広報に

よってボランティア募集を進めまして、その中

でどちらに問い合わせればいいのかということ

も含めて、こちらのほうでお示ししたいという

ふうに思ってございます。 

  以上です。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。具体的に今回は３月というふうなお話があ

りまして、しっかりと取り組みを進めていただ

きたいと思います。 

  先々のことになるんですが、高齢で元気なの

で近所の方へ自分なりに訪問して、ボランティ

アとまではいかないんですけれども、いろいろ

お話を聞いたり世話をしている方がいらっしゃ

るようなんですが、その訪問している方が言う

には、自分は一生懸命やっているんだけれども、

周りからは世話焼きに見られているようでとい

うようなお話があったんですけれども、それは

それとしてやっぱり地域の中で頑張っていらっ

しゃる一つのボランティアなんだなというふう

に思ったんです。 

  それで、今回は介護施設の訪問とかそういう

ところから進められるということなんですけれ

ども、これから市長の答弁にもあったように、

いろんな対応ができるというふうなこともお話

を伺っております。それで、こういう近所にお

いての訪問したときのボランティアなども加算

するというか、そういうのがあったらなおいい

のかなとも思っております。今後のボランティ
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ア制度の徹底した取り組みに期待をしたいと思

います。 

  それでは、続きまして２点目の図書館の危機

管理についてお伺いいたします。 

  防犯カメラも設置をされておりますし、また

先ほど教育長から答弁ありましたように、いろ

いろな危機管理マニュアルもこのたび作成され

たということで、安心をしております。図書館

には、男性職員の方が１人おられますが、運転

もなさったり、常時館内にいるというわけでは

ありません。日ごろはやっぱり女性ばかりがほ

とんどです。 

  先ほどいろいろ取り組みを伺ったのですが、

例えば酒に酔ってこられた方が来た場合などは、

どのような対応をされたんでしょうか。お伺い

します。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 お酒に酔った男性が入館

という場合ももちろんございました。これに対

しては、職員に暴言を言ったり、大声で叫んだ

りということであったため、利用者の安全を考

えて警察のほうに通報して補導してもらってい

るといった事例がございました。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） そうですね。何が起

こるかわからないということで、職員の皆様も

大変危機感を感じていらっしゃると思います。

酒に酔った方、またさまざまな方が来館される

と思うんですが、例えば障害をお持ちの方も利

用されていると思います。そのような方に対し

ての対応も大変御苦労されているようですけれ

ども、その辺のところの対応の仕方はどのよう

にされているんでしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 近くに施設等もございま

すので、そういった方が図書館に寄られるとい

ったケースもあるようでございます。中には知

的な障害をお持ちの方もいらっしゃるようで、

館内で大声を出したり、自分勝手にといった部

分が見受けられる場合があるそうでございます。

そういったときには、職員が対応して静かにさ

せているといった状況があるようです。 

  図書館の職員自体は、あの人だということで、

いつも来られる方であればわかるわけですが、

知らない一般の市民の方は「何だろう、大声を

出して」といったことでトラブルになるケース

があるようでございますが、そういった場合に

は職員が対応しているといった状況のようでご

ざいます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） やはり、毎回来られ

ている方は職員の方も把握なされているとは思

いますけれども、やっぱり周りの方が驚くと思

うんですね。それで、全国のそういった事例に

対して、ヘルプカードというのがあるんですけ

れども、障害者の方が携帯しているわけですけ

れども、４つ折りの名刺サイズで携帯しやすい、

表には緊急用の連絡先とか、裏面には持病や配

慮事項に加え自由記載欄が設けられておりまし

て、災害時や緊急だけではなく日常生活におい

ても病気が発症したり、道に迷ってしまったり

した場合に、他人からの手助けが必要なときに

提示をするものです。 

  そういうヘルプカードのようなものがあれば、

お互いにスムーズにというか、とれるんじゃな

いかなというふうにも思っておりますので、ぜ

ひ検討のほうをお願いしたいと思います。 

  あと、東日本大震災から５年目を迎えます。

５年前の3.11、たしか議場だったというふうに

聞いております。図書館ではどのように地震が

起きたときに対応をされたのでしょうか。お伺

いします。 
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伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 災害時の3.11での対応と

いう御質問でございますが、私のほうで今現在

把握しておりませんので、後ほど御答弁差し上

げたいと思います。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） そうですね。図書館

も本が、もちろんですけれども、その下敷きに

なったら大変だし、避難訓練等とかはされてお

りますか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 一般的な災害マニュアル、

避難訓練等対応してございます。このたびの危

機管理マニュアルについても、災害の危機管理

の研修を受けての作成というふうに聞いており

ます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） それでは、危機管理

マニュアルに従ってよろしくお願いしたいと思

います。図書館は、本当に常に危機と隣り合わ

せで、その中でサービスをし、命を守ることを

最優先として資料を守っていっていただきたい

と思います。 

  最後に、子育てタクシーについてお伺いしま

す。 

  先ほど登録が55件というふうにお聞きしまし

たが、そのほかに利用の状況についてはわから

ないということでしたでしょうか。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

タクシーを実施されている事業者さんのほうに

お問い合わせをさせていただいたんですが、先

ほど市長答弁にありましたとおり、平成22年か

ら実施されておるそうなんですけれども、延べ

で登録者は55名はわかったんですが、実際に子

育てタクシーを利用されている方の集計はとっ

ておらないということで、わからないというふ

うな御回答でございました。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） 県の報告だとは思う

んですけれども、運行開始から500件ぐらいの

運行回数というふうに聞いております。子育て

タクシーをやっているのはそのタクシー会社か

もしれませんけれども、市のほうでも把握をす

るということは必要ではないでしょうか。どう

でしょう。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 子育て

タクシーに関しましては、こちらのほうではあ

くまでも民間事業者が子供を育てる世代の方々

のために独自にサービスを提供しているという

ふうに考えてございましたので、これまでそう

いった取り組みに関して捉えるというふうなこ

とはなかったんですが、確かに議員のお話をお

伺いしまして、実際にお使いになっている方も

多くいらっしゃるというふうなことでございま

すれば、今後まず事業者が１社しかないわけな

んですが、そちらのほうと連携を密にしながら

状況を把握してまいりたいと思います。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） さまざまな施策とい

うかあるんですけれども、利用者のほうからす

ればそのタクシー会社はどこかとかそういうの

は余り問題にならなくて、市でやっているんじ
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ゃないかと必ず頭から言われます。委託先がど

うこうというのはこちらのほうの問題であって、

利用する側からすればどうでもいいことという

か、変な言い方ですけれども、なのでしっかり

行政と密にしたものを立ち上げていっていただ

きたいと思っております。 

  今回、子育て支援のほうも充実ということで、

ファミリー・サポート・センターもしっかりと

設置をされていくようでありますけれども、そ

の中においてもやはり子育て支援のプロのファ

ミリー・サポート・センターであると思います

ので、一層というかそういうタクシーとの、プ

ロの方と連携することによって一層充実した子

育て支援ができていくのではないかなと思いま

す。 

  それで、広報とかこれからまた再度周知をさ

れるということですので、本当に一人一人のこ

とを思って、本当にみんないろいろやっぱり立

場が違うんです。だから、３世代同居なので車

があるからタクシーは要らないんじゃないか、

そういう声もやっぱりあります。でも、その中

で本当に困って必要な方もいるということも事

実なので、そういう点に向けて再度どういう取

り組みをされるか、もう一度お伺いしたいと思

います。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 議長、

板垣秀男。 

清水清秋議長 子育て推進課長兼福祉事務所長板

垣秀男君。 

板垣秀男子育て推進課長兼福祉事務所長 一応、

１点だけ。委託ということではないので、あく

までも事業者さんが独自の取り組みをしておる

というようなことはお話をしておきたいと思い

ます。 

  ただ、ファミリー・サポート・センターのお

話になりますが、来年度、まだ予算が通ってご

ざいませんが、ファミリー・サポート・センタ

ーの強化事業をこちらで実施しようというふう

に考えてございます。その中では、やはり移送

の問題等が今後出てくる可能性はあるというよ

うなところでございますので、そこと絡めなが

ら研究をしてまいりたいというふうに考えてご

ざいます。 

１２番（髙橋富美子議員） 議長、髙橋富美子。 

清水清秋議長 髙橋富美子君。 

１２番（髙橋富美子議員） ありがとうございま

す。本当に数ある子育て支援の中でも、移動に

おいての受け皿がこの子育て支援タクシーだと

も思っておりますので、本当に「子育てするな

ら新庄」と言われるようなまちづくりをしてい

きたいな、いただきたいなというふうに思って

おります。 

  時間は短いんですが、以上で質問を終わりま

す。ありがとうございました。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午前１０時２９分 休憩 

     午前１０時３８分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

叶内恵子議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、叶内恵子君。 

   （２番叶内恵子議員登壇） 

２ 番（叶内恵子議員） 議席番号２番、叶内恵

子でございます。 

  先日、２月26日に総務省が発表した2015年の

国勢調査の結果に皆様も衝撃を覚えたのではな

いだろうかと思っているのですが、今回の国勢

調査によると、日本の総人口は１億2,711万人

で、５年前の調査から約95万人が減少し、人口

が減ったのは1920年の調査開始以来、初めてと
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いう報道でした。人口減少を想定していたとは

いうものの、95万人の減少に私は強い衝撃を覚

えました。 

  山形県に当てはめて考えてみますと、山形県

の人口が２月１日現在、111万9,864人ですので、

前回2010年の調査から実に85％の県民がたった

５年間で減少したということになります。１年

間で19万人も減少しているのです。しかも、前

回から５年間で人口減少率が高い都道府県の上

位５位に山形県が入っていた事実にも驚きまし

たが、同時に人口減少が急速に進んでいること

を実感せずにはいられないのは、私ばかりでは

ないと思います。 

  昨年10月に新庄市が発表した人口ビジョンを

はるかにしのぐ勢いで、今後地方の人口減少が

進んでいくのではないかと懸念してしまうので

すが、だからこそ新庄市に住む私たち一人一人

が真心を込めて真剣に「自然と共生 暮らしに

活力 心豊かに笑顔輝くまち 新庄」の実現に

向けて取り組んでいかなくてはならないと思っ

ております。 

  それでは、通告に従いまして質問をさせてい

ただきます。 

  先ほど申し上げました「自然と共生 暮らし

に活力 心豊かに笑顔輝くまち 新庄」、その

ような輝ける新庄、すばらしい新庄を支えてい

く子供たちの健康についてですけれども、本年

１月22日に文部科学省が発表した学校保健統計

調査の速報値に関して、山形県の肥満傾向児の

割合は男子は小学１年生を除く全学年、女子は

高２と高３を除く全てで全国平均を上回ってお

ります。また、男子の小４以上の全学年で、女

子が小４、小５と中１、中２の肥満傾向児の割

合が10％を超えるという高い数値となっていま

す。昨年は全国１位という学年も見受けられた

ことに対しては、ことしは全国１位の学年はな

いにしても、全国２位が男女合わせて３学年、

全国３位がこれまた３学年と、過去５年間のデ

ータを見ても適切に改善されているのだろうか

というような結果と言える状況であったと思っ

ております。 

  中高年のメタボリックシンドロームの検診に

ついては、平成20年４月１日より保健法の改正

によって健診の義務化がスタートし、メタボリ

ックシンドロームに対する知識が認知され、対

策方法、改善方法が浸透してきていますが、学

校保健統計調査の結果を見ると、今やメタボリ

ックシンドロームは中高年に限ったことではな

く、子供の間にも広がっていることがうかがえ

るのではないかと思うのです。 

  子供の肥満は、約70％の割合で成人肥満に移

行すると言われています。また、子供時代から

メタボになった場合、早くから動脈硬化が進む

ため、30歳、40歳代の若さで心臓病や脳卒中な

どを起こす危険性が高まると言われています。

子供の心と体の健康が新庄市の発展の土台では

ないかと考えます。本市の肥満傾向児出現率の

実態は把握されているのでしょうか。お伺いし

ます。 

  また、本市の児童生徒の体力、運動能力の実

態はどのようになっているのかについてもあわ

せて伺います。 

  次に、新庄ふるさと歴史センターについて質

問させていただきます。 

  昭和58年の開館以来、ことしで33年を迎えた

新庄ふるさと歴史センターですが、平成25年度

の入館者総数と平成26年度の入館者総数を比較

すると、平成26年度は3,289人増加しています。

しかし、有料入館者数に焦点を当ててみると、

昭和63年度の有料入館者数の２万4,884人をピ

ークに年々有料入館者数は減少し、平成20年度

以降は１万人台を割り、7,000人台から8,000人

台の有料入館者数となっています。 

  行政にとっては予算決算書を見てもわかると

おり、社会教育費の項目にふるさと歴史センタ

ーの事業費等が計上されていますので、社会教
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育施設であることがわかります。ですが、これ

は広くアンケートをとったというわけではない

のですが、私の友人、知人に「自分のところに

県外などから来客があった場合、どこを案内し

ますか」と尋ねると、少し考えて「最上川舟下

りかな」と口にする方がほとんどなのですが、

「そうではなく、新庄市の中で」と再度質問し

直すと、また少し考えて「新庄まつりの山車が

飾られているから、歴史センターかな」という

答えが返ってきます。このことから、歴史セン

ターは市民にとって観光資源、観光施設として

の機能と役割を持っているということもうかが

えます。 

  しかし、さらに私の知人の、これは主に30歳

代の人たちに歴史センターに対する意見を聞い

てみると、「行っても、何もかわりばえがしな

くてつまらない」「子供のころに行ったきり、

行ったことがない。多分、展示されている内容

に余り変化がないと思うから」という意見が大

方でした。観光として利用するなら歴史センタ

ーだと思う半面、行ってもつまらないという相

反する意見に、私は困惑しました。 

  私は、歴史センターでは常設展示のみならず

企画展を開催していることを承知しています。

しかし、市民の中に企画展が開催されているこ

とが浸透されていないようにも感じます。 

  さて、公共施設はどうしても性質上、その建

物内で物事を完結させてしまいがちだというこ

とを聞きます。ですが、見方を変えてみると、

公共施設は人を集める引力である、マグネット

としての最強の機能を持っていると言えるので

はないでしょうか。 

  引力であるマグネットとしての自覚をもとに

するならば、感動を生むという意識のもとに、

展示の仕方にさらなる工夫を心がけるだけで拝

観にくるお客さんにもその感動は伝わり、お金

をかけなくても創意工夫でマグネットとしての

磁力を高めることが可能なのではないかと考え

ます。マグネットとして人を集めたなら、そこ

から戦略的に次の場所へと人の流れをつくり出

していくことも可能なのではないかと考えるの

です。 

  知的好奇心は、人間だけが持つ宝です。歴史

を学ぶということには、好奇心を刺激し、もっ

と知りたい、もっと学びたい、行ってみたいと

いう感情を抱かせることができるように思いま

す。 

  私が小学生のころ、自分の生まれた地域の地

名の由来など自分の疑問を中心に歴史を調べま

した。当時は歴史資料館などはなく、学校の図

書館にも地域の歴史がわかる資料なども少なく、

そのため地域に住む歴史に詳しい長老に話を聞

きに行き調べました。調べる中で、子供ながら

に歴史にロマンと感動を持ち、想像するとワク

ワクがとまりませんでした。歴史は５足す５は

10という決まりきった法則を考えるものではな

く、10という答えを導き出すための発想力を

人々に与えることができる要素を多く持ってい

るように思います。 

  世界的な歴史学者として知られるアーノル

ド・トインビー博士は、「十二、三歳くらいま

でに民族の神話を学ばなかった民族は、例外な

く滅んでいる」という衝撃的な指摘を残してい

ます。現代は、人と人とのつながりが希薄にな

っているように感じられます。神話とまでは言

わないにしても、子供のころから自分の生まれ

育っている地域の歴史を好奇心を持って知るこ

とは、この地域の一員としての誇りと団結力を

醸成することができるものであると思います。 

  歴史を学ぶことは、今を知ることにつながり

ます。歴史は、ただ単に過去の出来事の記録で

はなく、今つくられている出来事であり、未来

へとつながる出来事であると思います。新庄の

歴史、文化、伝統をもって人々の知的好奇心を

刺激する役割、その情報を発信する核としての

役割、発信する情報を人々の中に掘り下げ発展



- 93 - 

させる役割、歴史センターは重要な地位を占め

ていると考えます。 

  しかし、実際には有料入館者数が減少傾向に

あります。この減少傾向の理由を運営する側は

どのように捉えているのかを伺いたいと思いま

す。また、来館者をふやすためにどのような取

り組みがなされているのかもあわせて伺います。 

  以上となります。どうぞよろしくお願いいた

します。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、叶内市議の御質問にお

答えさせていただきますが、内容が教育委員会

にわたるものですので、教育長より答弁させま

すのでよろしくお願いいたします。 

武田一夫教育長 議長、武田一夫。 

清水清秋議長 教育長武田一夫君。 

武田一夫教育長 それでは、私のほうからお答え

いたします。 

  最初に、学校保健統計調査に見る本市の児童

生徒の実態調査というようなことでございます

けれども、学校保健統計調査については県内抽

出校の数値となっており、新庄市における全て

の小中学校の学年別、男女別の肥満傾向の数値

は、把握していない状況です。 

  市では、全国体力・運動能力、運動習慣等調

査による小学校５年生、中学校２年生の数値を

把握しており、小学校５年生については男子は

県よりも低く、全国とほぼ同じ出現率となって

います。また、女子については県や全国と比較

して出現率は高い結果にあります。中学校２年

生については、男子は県や全国と比較して出現

率が低い結果にあります。また、女子は県や全

国と比較して出現率が高い結果にあります。小

学校５年生、中学校２年生ともに女子の肥満傾

向の出現率が高い結果となっております。 

  次に、体力、運動能力の結果については、小

学校５年生男子では握力については全国平均を

上回っていますが、長座体前屈や50メートル走、

立ち幅跳び、ソフトボール投げに課題がありま

す。小学校５年生女子では、握力、反復横跳び、

20メートルシャトルランについては全国平均を

上回っていますが、長座体前屈や50メートル走、

立ち幅跳びに課題があります。また、中学校２

年生男子では握力については全国平均を上回っ

ていますが、反復横跳び、20メートルシャトル

ラン、50メートル走、立ち幅跳びに課題があり

ます。中学校２年生女子では、握力、長座体前

屈、20メートルシャトルランについては全国平

均を上回っていますが、50メートル走や立ち幅

跳びに課題があります。 

  これらの結果から、小学校では柔軟性や走力、

跳躍力、中学校では走力や跳躍力に課題がある

と捉えています。各学校では、結果を子供たち

に伝え、その結果に基づいて子供たちが体力や

運動能力について関心を持ち、不足している能

力を高めることができるように働きかけていま

す。本市では、校長会や学校訪問を通して各学

校に結果の分析から成果と課題を明らかにして、

教科体育の充実や日常の運動遊びの奨励などに

取り組むように依頼しています。 

  今年度は、体力向上に係る１校１取り組みの

実践を通して、年間を通し継続した運動習慣形

成に取り組んでもらいました。さらに、規則正

しい生活リズムやバランスのとれた食生活など

基本的生活習慣の改善に向けて保護者に実態を

伝えながら、学校と家庭が連携して子供たちの

健康づくりに取り組んでいるところでございま

す。 

  続きまして、新庄市ふるさと歴史センターに

ついての御質問にお答えいたします。 

  有料入館者数は、平成20年度から平成25年度

にかけて減少傾向にありました。その理由とし

ましては、市外からの団体客数が減ってきてい

るのが第一の要因となっております。近年の旅
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行動向は、団体旅行から個人旅行へと変わって

きており、その流れが有料入館者数の減少にあ

らわれてきたと捉えています。その減少傾向に

歯どめをかける取り組みとして、団体、個人に

左右されず、市民も含めて何度も来ていただけ

るような魅力のある施設にしていくために、企

画展とＰＲを充実させていくことが重要と考え

ています。 

  企画展については、平成26年度に市制65周年

記念事業として奥山峰石展、近岡善次郎展を実

施し、有料入館者数をふやすことができました。

今年度は、台湾ではよく知られております堤林

数衛展を実施したところ、台湾からも20名ほど

ですが来館し、市が進めているインバウンド事

業との連携が図られたものと思っております。

また、有料入館者数も平成25年度との比較では

増加する見込みとなっております。 

  来年度は、新庄まつりの山車行事がユネスコ

の無形文化遺産に登録されることが期待されて

います。その決定時期に新庄まつりをテーマに

した企画展の開催を検討しており、有料入館者

数の増加につなげていきたいと考えております。 

  また、ＰＲにつきましては市のホームページ

を活用した情報発信に加え、市民向けには企画

展のお知らせの充実、市外に向けては今後映像

の配信を行っていきたいと考えております。さ

らに、社会教育施設としての充実策として、市

の歴史や文化を知り、市の魅力を再認識しても

らうために常設展示の見せ方を工夫し、解説板

を充実させるなどわかりやすい展示に努めてま

いります。 

  これからも多くの方に来館していただけるよ

うな取り組みを継続してまいりたいと思ってお

ります。 

  以上でございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） ありがとうございます。 

  最初に、肥満傾向児の出現率についてなんで

すが、市内小学校全校の生徒を調査していると

いうわけではないということなんでしょうか。

それはなぜでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 各学校におきましては、

健康診断の調査等は定期的に行っておりまして、

身長、体重、それに伴う肥満傾向については各

学校で把握しておりますが、これについて提出

する義務というものは発生しておりませんので、

教育委員会のほうで全てを求めるということは

していないところでございます。これについて

は、新庄市だけでなくてほかの町村も同じだと

いうふうに思っております。 

  あと、今回教育長が答弁しました数値につき

ましては、運動能力テストの小学校５年生、中

学校２年生の数値という形で、市としては把握

しているところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） ありがとうございます。 

  ほかの自治体がしないから、ここもしなくて

いいということなんでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 説明のほう、うまく伝

わらなかったようで申しわけございませんでし

た。 

  ほかの自治体がしないので新庄市もしないと

いうことではなくて、そもそもこの調査につい

ての報告義務がないということで、全ての学年

から調査の数値を求めているということはして

いないというところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 肥満傾向児の出現率な

んですが、こちらをよく把握するということが
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どのようなことにつながっていくとお考えでし

ょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 この肥満傾向の数値を

把握することにつきましては、先ほど市議がお

っしゃいました、大人になってから生活習慣病

につながる要因があるとか、あとさまざまな健

康障害等につながるおそれがあるということに

ついては把握をしております。 

  また、学校については全て健康診断で１年生

から中学校３年生までは、身長、体重の測定を

しますので、各学校独自では数値は持っている

というふうになっているところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） それでは、学校ごとで

それぞれ取り組みをされているというふうに認

識させていただいてよろしいのかなと思うんで

すけれども、その学校の中でこういう取り組み

を具体的にしていてこういう実績が上がってい

るようですということなんかは、報告として上

がっていらっしゃいますでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 実績を上げているとい

うところまでについては述べがたいところでご

ざいますが、各学校につきましては定期健康診

断の結果を受けまして、その結果を児童生徒、

保護者に伝えて、課題の見られる児童生徒につ

いては個別の指導を行っております。 

  また、望ましい食習慣とか基本的な生活習慣

の確立に向けましても、保健室だよりというの

を各学校で出していますので、その中で啓蒙し

たりとか、あと各学校につきましては健康管理

を話題にする学校保健委員会というものを年に

１回から２回ほど保護者や地域の方、それから

校医さんも入れながら話題にする中で取り組み

をしてもらっております。 

  そんな形で、学校と家庭が連携して取り組む

ようなところを取り組んでもらっておりますし、

あと何といっても学校については運動面では教

科体育を充実していただきながら、運動量の確

保と、子供たちの興味関心の湧くような運動の

中身についても充実させていただきながら取り

組んでいるというところが、市内の取り組みと

して報告を受けているところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） これは、ほかの自治体

の取り組みなんですけれども、御存じだとは思

うんですが、飯豊町の取り組みをちょっと伺い

ました。飯豊町の小学校の養護の先生と直接お

話しさせていただいて、赴任されてた飯豊町も

傾向率が高くて、それでまずその先生自体が愕

然としたということだったんですね。赴任先の

小学校が体力づくり推進校、県に指定されてい

たんだけれども、その体力づくりを推進して結

果というかを出す以前に、もう全然その体力が

追いついていかないという状況に、まず愕然と

したんですというお話をちょっとお伺いするこ

とができました。 

  この先生の取り組み自体が、ＮＨＫの「おは

よう日本」で去年の４月に取り上げられていた

んですけれども、最初その先生が赴任された平

成17年で肥満児の傾向率自体が24％だったと。

町全体で。そして、取り組みを始めて平成22年

度18.9％、そして平成25年度にきて15.5％と少

しずつだけれども、確実に改善が図られてきた

ということだったんですね。 

  そのときに、実感として学校と家庭だけでの

取り組みというのがなかなかやっぱり浸透しな

くて、そして行政のほうに、教育委員会のほう

に、また健康保健課のほうに相談に行って、そ

のときの課長さんが一生懸命取り組んでくださ

ったということで、このような数値のほうに抑
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えて、だんだん下げていくことができています

と。やはり家庭の中でどんな食事をとっている

のか、結局生活習慣をどう改善していくのかと

いうことを取り組んでいかないと入り込んでい

けないということで、学校だけで話をしてもな

かなか聞いてもらえなくて、太っていても別に

構わないだろうという父兄も多かったというこ

とだったんですね。 

  そこで、行政にちょっと入ってきてもらった

場合、そうすると三位一体で連携がとれるよう

になると、父兄たちのお話の聞き方の姿勢も変

わってくるということだったもんですから、こ

れはすごい取り組みだなと思ったものですので、

本市でもちょっと入っていっていただくと全体

的な、将来的な健康に結びついていけるような、

また食育推進をされてくださっているじゃない

ですか。地産地消、すばらしい取り組みだと思

うんですが、そういったものも上げていくにし

ても、非常に関与していただけるとありがたい

なと思っております。いかがでしょうか。 

長谷部 薫学校教育課長 議長、長谷部 薫。 

清水清秋議長 学校教育課長長谷部 薫君。 

長谷部 薫学校教育課長 すばらしい結果が出て

おりまして、そういう先進的な事例については

学ばせていただきたいと思っております。 

  今、市議おっしゃいました生活習慣につきま

しては、肥満や運動、体力向上だけでなくて、

やっぱり学力向上にも大きくつながるというと

ころで捉えておりまして、新庄市の生活習慣に

ついては課題として捉えております。これにつ

きましては、教育委員会のほうでも来年の４月

の各学校のＰＴＡ総会の折に、校長先生を通じ

まして市の実態とそれから改善のための手だて

についてお知らせを出して説明をしてもらうよ

うなところで今試みをしておりまして、教育委

員会としても対応していきたいというふうに思

っておりますし、あと関連する課と連携させて

いただきながら、課題については克服していき

たいというふうに考えているところでございま

す。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） どうぞよろしくお願い

します。飯豊町の健康福祉課に電話をすると、

やっぱり数値までは上がってこないんですが、

取り組みはきちっと話をしてくださいまして、

担当の一生懸命取り組んでいらっしゃる先生に

ご連絡をつないでくださったりしてくれたので、

一丸となって将来の町を守るというか、町を支

えていく子供たちに光を、焦点を当てていらっ

しゃるなというのをとても感動して、感動とい

うか実感をしましたので、本市でもみんなで一

緒にやっていけたらいいなと思っております。 

  ふるさと歴史センターの質問をさせていただ

いてよろしいでしょうか。 

  さまざまな取り組みをしていらっしゃること

も承知をしておりますが、１つ今、日本全体で

インバウンド政策を強力に推進しているという

ことが皆さんもおわかりだと思うんですけれど

も、本市においても昨年と比較して市内宿泊施

設への宿泊数というもの自体は減っているんで

すが、本市への立ち寄り数というものはふえて

いると思います。最近まで中国などからの観光

客というのが「爆買い」で話題になってきまし

たが、それらの観光客の志向にも少しずつ変化

があらわれてきているということも伝えられる

ようになってきました。 

  それは、都市だけじゃなくて、都市を離れて

郊外に行っても、日本の地方自体が田園も整備

され、山々もきれいで、その美しさに外国の観

光客の人たちが日本人の普通の暮らしを体験し

たいというような旅行者もふえていると言われ

るようになってきています。歴史センターは、

そのような外国人旅行者が立ち寄るにもとても

いい場所なんではないかと考えています。 

  皆さん御存じだと思うんですが、平成23年度、
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文化庁の文化遺産を生かした観光振興、地域活

性化事業により外国人旅行者向けに「ミュージ

アム・シーン・ヤマガタ」というものが発行さ

れています。この中に、「シンジョウ・ローカ

ル・ヒストリー・センター」として歴史センタ

ーが掲載されています。しかし、残念なことに

なんですが、センターの中にそれぞれの展示物

に対して説明のタグに外国語の表記なり翻訳が

なされていないなと思っておりました。 

  国がそのパンフレットをつくって、外国人が

見てもわかるようにしてくださっているものを

より活用して、周知をしていただける取り組み

をお願いできないでしょうかと思っているんで

すが、いかがでしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 インバウンドに対する取

り組みについては、議員おっしゃるとおり非常

におくれているなということで実感していると

ころではございます。ただ、現在英語表記によ

りますパンフレットについても、製作中でござ

います。今後そういった対応に努めてまいりた

いと思っているところでございますので、よろ

しくお願いいたします。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 先日、本市に来ている

ＡＬＴが今２人いますが、この方たちと結構話

す機会があるもんですから、ＡＬＴの２人は、

とても親日家で日本の文化なんかがとても好き

で、１人は漫画が大好きで、もう１人は大学で

アートを専攻してきた人で、この２人に「新庄

に来たときに、歴史センターに行った」と聞い

たら、「まあ、行った」と。「どうだった」と言

ったら、「ううん、まあ別に」という感じで終

わってしまったので、例えば彼らからしてもミ

ュージアムという認識があって、ミュージアム

だとすればもっと展示するものとかを、訴える

ものじゃないけれども、感動できるものじゃな

いけれども、何かあったらいいなということを

言ってもいたので、外国の人の目というのはな

かなか楽しいものがあったり、目線がちょっと

違ったりするなというのもあったので、ついで

に「もしあそこに表示されているタグについて

翻訳か何かそういうのって手助けできる」と言

ったんですけれども、そうしたら「いや、すっ

げえ難し過ぎる日本語しか書いてなかったんだ

けれども、誰かヘルプしてくれたらやっても楽

しいかな」とも言ってくれてもいたので、そう

いった活用というのはできることなんでしょう

か、どうなんでしょうかと思いました。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 現在の歴史センターの道

具、いろいろ種類もあります。ただ、種類もあ

りますが、同じものが数多く展示されていると

いうこともございます。そういったところで、

その辺の整理ができれば、キャプション、説明

解説板の場所もいろいろとれるのかなとは思っ

ているところではございます。 

  そういったことでもありますので、そういっ

たことで場所を有効利用していけば、英語によ

る説明板、解説板といったところも可能なのか

なと思っているところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） ちょっと飛躍をします

が、歴史センター周辺の環境って、すごくいい

と思うんですね。それで、緑地のあるところに

遊具があって、子供たちの遊べる場所が近くに

あったり、その中だけで完結しないで、何か外

とイベントがつなげられるような、何かそうい

ったことというのは可能なんでしょうか。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 外のイベントとのコラボ
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レーションということかと思いますが、有料入

場者となれば館内ということになります。 

  外に置けば有料ということにはならないのか

なとは思いますが、例えば市民の方に歴史セン

ターの外に出して見せるということ。例えばど

こかのイベントに歴史センターにある資料を運

び出して展示したということもございますので、

そういったことも可能ではないかと思っている

ところでございます。 

２ 番（叶内恵子議員） 議長、叶内恵子。 

清水清秋議長 叶内恵子君。 

２ 番（叶内恵子議員） 今、考えたことが脱線

しそうだったので、以上で質問を終わらせてい

ただきたいと思います。 

  どうもありがとうございました。 

清水清秋議長 ただいまから１時まで休憩いたし

ます。 

 

     午前１１時１３分 休憩 

     午後 １時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  次の小野周一議員の一般質問に入る前に、前

の髙橋富美子君への答弁、後で答弁するという

ことだったので今させます。 

伊藤洋一社会教育課長 議長、伊藤洋一。 

清水清秋議長 社会教育課長伊藤洋一君。 

伊藤洋一社会教育課長 平成23年３月11日の東日

本大震災当時の図書館での対応について御答弁

をさせていただきます。 

  業務日誌に書いておりますので、読み上げて

おきたいと思います。「館長を中心に職員全員

で利用者の避難経路を確保して、館内に待機。

早急に館内点検をした結果、利用者にけがはな

く、閉架書庫の資料が数冊落ちていたのみで異

状なし。15時30分、生涯学習課に報告して指示

を仰ぎ、緊急閉館して利用者全員に退館してい

ただいた」ということで、御報告させていただ

きます。 

 

 

小野周一議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、小野周一君。 

   （１１番小野周一議員登壇） 

１１番（小野周一議員） それでは、今期定例会

７番目に一般質問します市民・公明クラブの小

野です。山尾市長は、市長に就任して以来、初

志を抱き市民第一主義を掲げ、市政運営に取り

組んでおります。これらについて、市の取り組

みについて通告しております４点の発言通告に

ついて質問をしていきたいと思います。 

  まず、最初に通告しております子供の貧困対

策についてお聞きします。 

  国民１億総中流社会と言われた時代から、現

在は格差社会が拡大して、その言葉が当たり前

のように使われ、特に子供の貧困が大きな社会

問題になっております。子供の貧困の指標とし

て平成24年の国民生活基礎調査によると、子ど

もの貧困率は16.3％で、全国的に６人に１人の

子供が貧困の状態にあると言われております。

しかもひとり親家庭の収入が低く、貧困の連鎖

に陥りやすいと言われ、ひとり親世帯の貧困率

は実に54.6％と報告されております。 

  子供の貧困は見えにくく、その実態がつかみ

づらいのが実情であると言われております。ま

た、子育て世帯のうち収入が生活保護基準以下

の割合は全国で13.8％、山形県では平均より低

いとはいえ12％と報道なされております。まし

て、離婚は母子家庭になり得る大きな要因の一

つになり得るわけですが、本市の離婚率は平成

25年度までの10年間を見ても県よりも高い値で

推移しております。 

  平成28年度、国県において子供の貧困の連鎖

を断つ解消策としてさまざまな政策パッケージ
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を取りまとめております。村山市では、子供た

ちが経済的理由により高校、大学への進学、就

学を断念しないように給付型の奨学金事業を新

設するとのことであります。議会初日の施政方

針では、ひとり親家庭の経済的自立を支援する

ための母子家庭等自立支援給付事業を拡充、実

施するとうたっておりますが、子供には責任が

ないわけですので、本市の子供の貧困の実態の

把握に努め、子供の貧困の連鎖を断つ支援の取

り組みについてお聞きするものであります。 

  次に、２番目に通告しております都市マスタ

ープランの見直しについてお聞きします。 

  県は、国が平成26年８月にコンパクトなまち

づくりを推し進めるために施行した改正都市再

生特別措置法に対応し、平成32年度を目標年次

とした都市計画基本指針を15年ぶりに見直し、

本年度中に策定し、広域連携に向けた新たな都

市計画区域マスタープランを策定すると報道さ

れました。 

  まちづくり総合計画と連携し、本市の都市計

画の基本的な方向性を示す都市マスタープラン

も平成27年度を目標年次とした20年間の長い計

画期間が終わります。平成26年度当初予算にマ

スタープラン見直し事業の業務委託料として

500万円が計上されました。しかし、平成26年

度の主要事業であるのにもかかわらず、３月議

会で全額減額補正されております。今年度もま

た当初予算に500万円が計上され、９月議会で

同じく全額減額補正されております。議会とし

てのチェックが甘かったと私は痛感しておりま

す。２年続けての全額減額補正は、政策実現の

ための予算計上としては問題ではなかったのか、

その点についてお聞きしたいと思います。 

  定住に向けたまちづくりの方策の策定を目指

して、平成19年度を初年度とした都市計画見直

し検討事業も毎年継続して実施されており、平

成20年度には都市計画基礎調査策定業務委託と

して都市計画の見直しの基礎調査をしてまいり

ました。前回作成のマスタープランは、１年半

前から市民意向調査などを実施しており、今回

の見直し事業の作成の進捗状況についてお聞き

するものであります。 

  見直し事業の作成に当たり、平成７年に都市

計画の変更による11の用途地域の697ヘクター

ルを決定次第、平成15年に一部変更した後はそ

のままになっております。現況の土地利用に即

した用途地域の指定変更の検討がなされている

のか。 

  また、下水道事業運営審議会から人口減少社

会を踏まえ、事業拡大路線から維持管理に事業

縮小へシフトしていく時期であるとの意見が出

されております。今までの715ヘクタールの事

業認可区域のままでよいのか。 

  また、平成25年に26年ぶりに策定された農業

振興地域整備計画との調整は適宜調整が図って

いかれたように、見直し前の20年間の長い期間、

上位計画である県やまちづくり総合計画と市の

さまざまな関連する計画の整合性が図られてこ

なかったわけでありますが、今回の見直しに当

たり関係課と調整が図られているのかお聞きし

たいと思います。 

  ３番目であります。 

  農業施策の展開についてお聞きしたいと思い

ます。 

  ５年ごとに実施する2015年の国・県の農林業

センサスの調査結果が発表されました。５年前

より山形県の農家総数は、４万5,714戸で約

7,700戸、14.5％が減少し、就業人口も５万

3,237人と約１万1,000人、17.3％も減少しまし

た。また、就業者全体の平均年齢は0.6歳伸び、

65.8歳と高齢化が進んでおります。65歳以上の

占める割合は、約６割に達しております。また、

一方、耕作放棄地も9.4％ふえ、8,142ヘクター

ルに拡大したと発表されました。 

  本市の農林業センサスの結果は、まだ国から

は公表されておりませんが、県の農林業センサ
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スを参考にした今後の本市の農業の動向につい

てお聞きをするものであります。 

  自民党政権になって新たな水田農業政策によ

る時限措置として実施されている米の直接支払

交付金も10アール当たり7,500円と半分に減額

され、あと２年で廃止されます。米の過剰生産

を防いで米価の下落を防ぐ目的である生産調整

も、３年後には廃止されます。何らかの施策を

とらなければ、40年前と同じ米価の下落は目に

見えております。 

  これら施策の見直しの背景には、ＴＰＰ絡み

があると言われております。２月４日、ＴＰＰ

参加国の署名により昨年の10月に大筋合意した

内容が確定しました。国は、ＴＰＰ関連対策と

して平成27年度補正予算に3,122億円を確保し

て、農家の競争力強化とともに保護策が盛り込

まれ、県においても昨年の10月下旬にＴＰＰ総

合対策本部を発足させ、平成28年度農林水産施

策体系で農業振興に取り組むとして、当初予算

にＴＰＰ対策関連予算措置として89億円を計上

しております。 

  しかし、農家は先の見えない大変厳しい状態

に追い込まれております。ＴＰＰの補正予算に

は、農家が本当に望んでいる直接的な再生産を

可能とする経営安定対策、セーフティーネット

が示されていないことです。これではＴＰＰが

発効された場合、農業を守ることができない状

況となるものと私は思います。 

  新庄市議会も昨年の10月に、ＴＰＰに関して

は国に対し意見書を提出し、11月には市長宛て

に市内の農業団体からＴＰＰ交渉の大筋合意を

受けての緊急要請書が提出されております。共

同通信社のＴＰＰ大筋合意に対する県内自治体

アンケートによると、県と23の市町村が「反

対」と回答し、新庄市を含む９市町が「どちら

とも言えない」、残りの３市町が「賛成」との

回答が報道されております。 

  私は、これまでの新庄市の農業政策に対して

評価はしておりますが、急激な国策の転換に対

応できる農家ばかりではありません。多様の農

家が農業を持続、続けられる新たな支援制度を

盛り込んだ本市の農業施策の展開についてお聞

きするものであります。 

  最後に、通告しております運転免許の自主返

納サポート事業について質問いたしたいと思い

ます。 

  １月30日付の山形新聞に、高齢運転者対策の

一環として全国で初めて県内全ての交番、駐在

所で運転免許を自主返納する際の申請窓口が、

３月から大幅に拡大するとの報道がなされまし

た。平成10年４月の制度化以降、65歳以上の高

齢者の運転免許の自主返納者は、全国では20万

人、東北各県で2,000人を超えて増加しており

ます。山形県でも平成27年には2,323人と発表

されました。新庄市の平成27年４月から12月ま

での返納者は79人で、うち73人が高齢者であり

ます。 

  サポート事業としては、県内では山形市を初

めとする６市７町の自治体で、主に高齢者の返

納に対し、交通機関運賃補助や行政機関発行証

明書等交付手数料の補助事業等のサポート事業

を実施しておりますが、本市のサポート事業の

取り組みについてお聞きするものであります。 

  答弁のほどをよろしくお願いしたいと思いま

す。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小野市議の御質問にお

答えさせていただきたいと思います。 

  子供の貧困対策の御質問であります。 

  経済的困難を抱えている子育て世代でござい

ますが、２月末現在の生活保護費受給世帯では、

20歳未満の未成年者がいる世帯数は11世帯で、

児童数は30人であります。経済的に就学困難な

児童に対し学用品等を支給しております就学援
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助事業の受給者でございますが、平成27年度で

は286人となっております。また、ひとり親家

庭等に支給している児童扶養手当の受給世帯は、

平成27年12月現在で416世帯、児童数は627人と

なっております。 

  子供の貧困対策としては、生活の安定と子供

権利擁護の２つの観点からのアプローチが必要

と考えております。生活保護までには至らない

低所得層の対策としては、今年度から生活困窮

者自立支援庁内連絡会議を設置し、庁内を横断

した情報共有化や総合的支援の体制づくりを図

っております。 

  生活困窮者自立相談支援事業及び生活困窮者

就労準備支援事業を生活自立支援センターと連

携して実施している状況であります。また、母

子家庭などひとり親世帯の収入は、両親がそろ

っている世帯と比較した場合、その世帯収入が

低い傾向があることから、ひとり親家庭の親の

就労支援として、これまで看護師等の資格取得

に向けた支援として実施してきました母子家庭

等高等職業訓練促進給付金等支給事業に加え、

就労に有利となり、また収入増となる資格取得

のための費用の一部を助成する母子家庭等自立

支援教育訓練給付金支給事業を来年度から新た

に実施し、就労支援を行ってまいります。 

  また、ハローワークと連携し、児童扶養手当

受給者を対象とした生活保護受給者等就労自立

促進事業も継続し、ひとり親家庭における親の

就業支援を行っております。 

  ２つ目といたしましては、子供の誰もがひと

しく保育、教育、医療を受けることができる環

境整備が必要と考えております。本市におきま

しては、低所得者やひとり親世帯に配慮した保

育料の設定や、就学援助事業、子育て支援医療

の独自拡充やひとり親家庭等医療など困窮世帯

でも子供に必要な保育や教育、医療が受けられ

る施策を展開しております。 

  また、奨学金制度につきましては、給付型奨

学金制度の創設までは至っておりませんが、平

成28年度から実施予定の山形県奨学金返還支援

事業を活用し、返還金の一部を助成することと

しております。 

  いずれにいたしましても、子供の貧困対策に

は雇用や教育、福祉など総合的な取り組みが必

要であると考えておりますので、関係機関と連

携して取り組んでまいりたいと考えております。 

  次に、新庄市都市計画マスタープランの見直

しについてであります。 

  現在の新庄市都市計画マスタープランは平成

８年３月に策定され、計画期限は平成８年度か

ら平成27年度までの20年間となっております。

このため、今年度に新たな都市計画マスタープ

ランの策定に向けた調査業務委託を行う予定で

ありました。 

  しかし、平成26年度に立地適正化計画や地方

創生に関連する法改正があり、今年度に入り山

形県におきましてこれらの法改正に伴う山形県

都市計画基本指針の見直しが行われたところで

あります。また、来年度は山形県都市計画区域

マスタープランの修正作業が行われることとな

り、これらの上位計画と市の都市計画マスター

プランとの整合性を図る必要があることから、

今年度の調査業務委託を見送りしたところであ

ります。 

  新たな新庄市都市計画マスタープランは、山

形県都市計画区域マスタープランの都市計画決

定に合わせ、平成29年度に策定する予定であり、

前回の策定時のように都市計画に関する基本方

針策定会議等を設置し、関係課と調整を図りな

がら取り組んでまいりたいと考えております。 

  次に、農業政策の展開、農林業センサスであ

りますが、2015年の農林業センサスは2014年12

月に調査が行われ、昨年11月に県ごとの経営体

調査結果の概要版が公開されております。前回

2010年の調査と今回を比較した増減率が示され

ておりますが、県全体の農業経営体数は17.5％
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の減、農業就業人口で17.3％の減、林業経営体

は52.2％の減少となっております。田・畑・園

地等作付面積は、2.2％減となりました。 

  こうした傾向は本市も同じと考えますが、県

全体の割合を本市に当てはめれば、農業就業人

口において５年間でおよそ300人の減、農業就

業人口の平均年齢は65歳から66歳近く、65歳以

上が占める割合は約60％付近になると予測され

ます。 

  農林水産省では、農林業の現状と変化を的確

に捉えるとして調査を行っており、まだ県単位

の概要版の公開ではありますが、これらの数字

を注視し動向を把握した上で、今後の農業政策

に生かしてまいりたいと考えております。 

  また、農林水産省では総合的なＴＰＰ関連政

策大綱を制定し、生産者の持つ可能性と潜在力

を発揮できる環境を整えることで、次の世代に

対しても日本の豊かな食や美しく活力ある地域

を引き渡していくとし、生産者の不安の払拭や

成長産業化に取り組む生産者の育成、夢と希望

の持てる農政新時代を創造し、攻めの農林水産

業への転換を図るとしています。 

  具体的には、平成27年度補正予算において担

い手への農業用機械の導入助成や農地の大区画

化、産地の国際競争力強化のための産地パワー

アップ事業の創設、畜産クラスター事業の拡充、

品目ごとの輸出促進対策など、多種多様な施策

を講じております。 

  山形県においてもやまがたの和牛増頭戦略事

業やスーパーＬ資金などの無利子化、中山間地

域等農地集積促進モデル事業の創設など県独自

の取り組みを予算化しているところであります。

新庄市といたしましても、国・県の事業を有効

的に活用するとともに、市独自事業として仮称

担い手育成センターの設立や農産物・加工品の

新庄ブランドの創設、畜産生産拡大支援事業の

上乗せ助成などの施策を展開し、生産者の不安

払拭に努めるとともに、担い手の育成に取り組

んでいく所存であります。 

  最後の運転免許証返納サポート事業でありま

すが、全国的に高齢運転者による交通事故が社

会問題となっており、現在各地において運転免

許証の自主返納という運動が少しずつ広がりを

見せているところです。しかしながら、自動車

にかわる交通手段がないために、運転免許証を

自主的に返納したくてもできない方々がいるこ

とも事実であり、運転免許証の返納に関しては

家族間のトラブルになっている例があることも

承知しております。 

  運転免許証の自主返納に対する県内のサポー

ト状況を見ますと、議員御指摘のとおり６市７

町の自治体においてタクシー券やバス券の交付

などの支援事業を行っているようです。今後ま

すます高齢化社会が進展していくことが予想さ

れることから、自動車免許を返納した方を含め

た交通弱者への対応として公共交通網の整備を

図ってまいりたいと考えております。 

  平成28年度の最上政策研究所の研究テーマと

して、公共交通のあり方、地域交通に関して研

究することにしております。この検討結果を踏

まえまして、可能なところから事業化を図って

まいります。 

  交通安全という観点におきましても、運転免

許証の自主返納しやすい環境を整備していく必

要があると考えております。 

  以上、壇上からの答弁とさせていただきます。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） １点目に子供の貧困対

策についてお聞きしたいと思います。 

  先ほど市長からいろいろな支援策を講じてい

ますよ、県とも抱き合わせてやっていますよと

いう、そういう答弁がありました。じゃあ、お

聞きしますけれども、昨年度から実施されまし

た生活困窮者自立支援制度が開始されましたけ

れども、その窓口は生活自立支援センターもが
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みが請け負っているわけでございます。そろそ

ろ１年になるわけなんですけれども、この１年

間でどのような相談内容か、また件数はどのく

らいあったのかわかればお聞きしたいと思いま

す。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 議長、佐

藤信行。 

清水清秋議長 成人福祉課長兼福祉事務所長佐藤

信行君。 

佐藤信行成人福祉課長兼福祉事務所長 昨年４月

からスタートいたしました生活自立支援センタ

ーもがみでの相談内容、それからその後の成果

といいますか、実績といいますか、その辺につ

いて御説明申し上げます。 

  ことしの２月末までの数字になりますけれど

も、相談件数は電話、来所、同行、訪問、全て

含めまして延べ1,289件でございます。ただし、

これは新庄市だけではなくて、最上郡内にお住

まいの方ということになりますので、必ずしも

新庄市だけではございません。 

  それから、男女比で言いますと、約56％が男

性で、44％が女性ということになってございま

す。 

  その中で、世代別に見ますと、多いのが40代、

50代、この辺の階層が多うございます。 

  市町村別の相談者数でいきますと、新庄市に

お住まいの方の比率が66％ということで、約３

分の２ほどになってございます。 

  内容といたしましては、一番多いのがやはり

収入、生活費のこと、それから病気や健康、障

害のこと、それから次に多いのが仕事探し、就

職ということになってございます。 

  特に、仕事をお探しの方に関しては、このセ

ンターのほうでプランをつくりまして、実際の

就労に結びつけていくというふうな事業を展開

しておるわけですけれども、例えば仕事のスキ

ルがちょっと不足していたり、あるいはコミュ

ニケーション能力に問題があってなかなか仕事

につけない、あるいはついてもすぐにやめてし

まうという方が多いもんですから、やはりプラ

ンが必要だと。このプランをつくっている方で

新庄市内にお住まいの方が現在19人おります。

この中で、ちょっと話が先に進んでしまうよう

なところがあるんですが、高校生以下の子供さ

んがいらっしゃる世帯が６世帯ほどございます。

12名のお子さんがいらっしゃるというふうな内

容になっております。 

  ざっと、ちょっと突っ込み過ぎたような中身

になっておりますけれども、大体そんなところ

でございます。 

  以上です。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） やはり子供の貧困とい

っても、昨年１年間で新庄市ばかりでなく

1,289名、1,300名弱の人が収入とかいろんな面

で相談をしていると。それが、恐らく高校生以

下12名ですか、いるのが。全体としては、やは

り収入が少なく、病気がちで、それが何らかの

形で子供の貧困に連鎖をしていくのではないか

と私は思っています。 

  昨年１年間で、４月に立ち上げて既に1,300

名の人たちが相談をしているというこの重みを

やはり行政としては深く思ってほしいなという

思いがします。 

  そういうわけで、先ほど言いましたけれども、

子供の貧困は子供には責任はないわけでござい

ますので、この子供の貧困の連鎖をいかに早く

断って、そして先ほど市長も言いましたけれど

も、市独自であってもいいから総合的な支援策

とお願いするものであります。 

  次に、都市マスタープランについてお聞きし

ます。 

  どうして私が改めてまた聞いたかというと、

３年前、都市マスタープランの中間年をどうし

て実施しませんでしたかという、そういう一般
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質問をしました。課長にお聞きしますけれども、

この土地利用、まちづくり、そういう関係につ

いて今まで何人かの議員さんがこの議場で質問

をしておりますけれども、まず会議録を確認し

てきましたか。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 つい最近の分は見てまい

りましたけれども、それより前の分といいます

か、ここ１年程度の部分でしか確認しておりま

せん。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） 実は私もコピーして持

ってきたんですけれども、やはりいつの議会の

答弁も同じなんですよね。上位計画である県の

マスタープラン、市のまちづくり総合計画、そ

ういうさまざまな計画と整合性が図られないの

で、やってこなかった。本来ならば、ことしで

平成27年、20年間という長い計画期間が終わる

わけなんですけれども、やはり県も国の関係で

前倒しして、今年度やって、来年度も本格的に

策定するという報道がされました。 

  いや、私から言わせれば、前から同じ答弁な

んですよね。だとすれば、事務事業評価を見て

も事業費はついていなくても毎年人件費はつい

ていますよね。それらの事業について。わかり

ます、本当に。上位法である県なり、また本市

のまちづくり総合計画に沿った形でつくるのは

当たり前です。 

  だとすれば、県のマスタープランは、平成16

年から平成32年まででしたよね。この平成16年

というのは、新庄市のマスタープランの中間年

であったんです。これ。どうしてこのとき、中

間年の年でこの上位計画である都市マスタープ

ランと整合性を図ることができなかったのか。

恐らく、そのときの会議録を見てこなかったの

ではないかと私は思うんですけれども、私はや

はり幾ら県が前倒しして、平成28年度、平成29

年度でやろうとしても、平成27年度でこの20年

間という長い計画期間が終わるとすれば、市と

して県と並行しながら基礎的な調査を調べてお

いてもよかったのではないかと私は思うわけで

ございます。 

  また、先ほども言いましたけれども、この議

会の答弁でよく言われるのが、先ほども言いま

したけれども、そういう上位計画である県のマ

スタープラン、まちづくり総合計画、あと下水

道の関係、農業振興整備計画と表裏一体の関係。

だとすれば、この調整というものを、この間ま

ちづくり総合計画の見直しの案で小嶋議員さん

も言っておりましたけれども、総合政策の課長

さん、これ調整するのはその部門じゃないんで

すか。 

  実は、私も要綱をちょっと持ってきたんです

けれども、分掌事務ってあります。そういうの

がね。そのいろいろな政策の事務関係の調整を

なされるのが総合政策課かと思うんですけれど

も、今までそういう課の調整を図られてきまし

たか。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 総合政策課におきまして

は、分掌事務におきまして各事業の連絡調整と

いうふうなところもございます。そういったと

ころでは、今回の都市マスタープランにつきま

してもやはり調整的な役割を果たすのかなとい

うふうには考えてございます。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） ３年前もここで質問し

たんですけれども、あのときの課長さんは荒川

課長さんでした。「なされてきましたか」とい

う質問です。私のは。もう目の前に、せざるを

得ないんです。この計画は。幾ら県がしない、

何がしなくても、やはり20年間、本当に長い計
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画期間であったわけですよ。だとすれば、県で

あろう国であろうと、独自でやはり基礎調査な

りをすべきじゃないんですか。させるべきじゃ

ないですか。 

  先ほども言いましたけれども、一番簡単なの

は、平成８年当時の作成したとき、平成６年か

らもう市民調査をやっているんですよ。意向調

査。それぐらい簡単でしょう、でも。幾ら県が

できなくても、新庄は新庄のそういう基礎的な

調査ができるはずなんですよね。20年間ですよ。

恐らくこれから、何年の計画期間で作成するか

わかりませんけれども、今まで、何回も言いま

すよ。上位計画である県ができなかった、まち

づくり総合計画がまだ終わらないからそれに合

わせるためにできなかった。ずっとそういうこ

とで答弁をなされてきたんですよ。だから、最

初、会議録を読んでいただきましたかという、

私そういう都市整備課の課長に質問したわけな

んです。 

  恐らくこれは、私は副市長にも一端の責任が

あると思います。地方自治法から引っ張ったん

ですけれども、副市長は市長の補佐をするのも

当然ですけれども、ありますよね。職員の担任

する事務の監督とうたっていますよね。市長は

市長でいいですよ。おもしで。やはり現場の職

員のそういういろんなものをまとめるのが、指

示を出すのが、私はここに書かれているとおり

職員の担任の監督と書かれていますよね。ここ

ね。やっぱり、してほしかったなという思いが

します。 

  それで、お聞きします。細かい点、ちょっと

お聞きします。じゃあ、例ですよ。25年ぶりに

あそこに農振から外れた、今大きい開発がなさ

れております。その警察の前の道路に18メート

ルの都市計画道路を張ってしまいます。あのま

までいいんですか。用途無指定ですよ。あの場

所。平成15年から１回しか用途地域の変更がな

されていないんですよ。じゃあ、あのゼネラル

の跡地、５町歩とも６町歩とも言われています

けれども、あそこは工業地域ですよね。そうい

う面を考えた場合、全庁挙げて図るのが、新庄

市のまちづくりなり土地利用についてするのが、

私は調整役を果たす総合政策課長ではないかと

思います。そういうリーダーシップを出してほ

しいなという思いがします。 

  じゃあ、その用途地域の見直し関係なんです

けれども、事務事業の評価で平成26年度の評価

事業に、用途地域の変更は平成27年度中にしま

すよ、計画しますよとなっていますね。もうあ

とわずかで平成27年度は終わるんですけれども、

そうすれば来年度、事務事業はどうなるんです

か。その評価事業を見た場合ね。あと20日ぐら

いまだあるんですけれども、平成26年度の事務

事業の中に、平成27年度中に用途地域の変更を

しますよと方向づけを出しているんですよね。

その辺どうですか。 

土田政治都市整備課長 議長、土田政治。 

清水清秋議長 都市整備課長土田政治君。 

土田政治都市整備課長 都市計画マスタープラン

の見直しの中には、確かに不適格な用途の部分

の是正をするという部分が入ってくると思いま

す。さきの計画の中では、当然平成27年度に都

市マスタープランの見直しにかかるということ

があったものですから、ここでの見直しを一緒

にやるというストーリーだったと思います。 

  今回、先ほどからお話があるとおり、山形県

の基本指針の見直しがあって、しかもそのベー

スとなるのが基礎調査と言われる膨大な数の調

査をバックに、県であれば区域マスタープラン

というのが策定されるということになるわけで

す。市としてそれを独自にやることも可能なん

ですが、かなり大きな金額もかかりますし、県

のその調査をもとに市としては参考にさせてい

ただいて、市のマスタープランを策定したほう

がよいということから、現在の、先ほど御答弁

させていただいた年次スケジュールになってい
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るところであります。 

  したがいまして、用途の見直しにつきまして

も平成29年度へ移行するという形になろうかと

思っております。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） じゃあ、これに関して

はこの１点だけお聞きします。 

  さっきも何回も何回も県の都市マスタープラ

ンに合わせるというんですけれども、じゃあ今

回、国からのが来なかった場合、県のマスター

プランは平成32年まであるんですよ。じゃあ、

平成32年までそのまま延ばし延ばしやるんです

か。じゃあ、やったんですか。 

  今回は、国からある施策が決まって、それに

合わせて県もやったんですよ。前倒しして。そ

うじゃなかったら、県のマスタープランは平成

32年まであったんですよ。じゃあ、同じですよ

ね。今回しなかったと延び延びになっていて。 

  私が言うのは、ここに新庄市の平成26年の主

要事業があるんですけれども、地域の状況なり

いろんなことができるんでしょうというんです、

私。県が来た場合は、それに合わせることもで

きるんでしょうと、私はそう言うんですよ。６

年間も５年間も事業費はついていなくても、人

件費だけはついているんですよ。この事務事業

を見ると。わかりました。 

  次に、農林関係は、やはりＴＰＰ絡みで本当

に厳しいものがあります。きのう、おとといで

すか、農水副大臣が来てＴＰＰのお話も聞いた

んですけれども、現場の農民としては本当にわ

からない状態があります。それはそれでいいん

ですけれども、やはり規模拡大、そういうこと

でもなくて多様な農家がいるということを忘れ

ないで、それらの施策についてもお願いをして

ほしいなという思いがします。 

  最後、高齢者の運転免許の返納についての対

応について、今お聞きしたわけなんですけれど

も、市長答弁にはそういう高齢者が免許証を返

納しやすいような方向でやりたいという、交通

弱者であるそういう方々が返納しやすいような

方向でやっていきたいという、そういう答弁だ

ったと私は思います。 

  だったら、私、それはそれでいいですよ。じ

ゃあ、この間もまちづくり総合計画の後期の計

画の５年間の見直しがありました。前期も後期

も、公共交通のあり方としてのデマンド交通が

載っていますよね。除外されておりませんよね。

じゃあ、市内はいいですよ。これは語弊がある

かもしれませんけれども。例えば、本当に自転

車で通えない人、３世代のいない人、恐らく免

許証を返納するということは、自分でやはり健

康上、いろいろな問題があって返納すると思う

んですよね。無理しても、事故を起こしてまで

も免許証を返納しなくて運転する人は、いない

と思うんです。 

  やはりこれからは交通弱者がふえると思うん

ですけれども、じゃあ、デマンド交通も重要施

策に新庄市は挙げておりますけれども、後期５

年計画、あと５年あるんですけれども、その５

年間で道しるべをつけるのか。前回、総合政策

課長は定住圏絡みでそういうものを進めたいと

いう話があったんですけれども、やはり、我々

の住むこの新庄市を何とかしてほしいという思

いで私は今質問しているわけなんです。 

  じゃあ、このデマンド交通の導入について、

後期５カ年計画でも重要施策に載っているんで

すけれども、どのように施策を打ち出すのかお

聞きしたいと思います。 

小野茂雄総合政策課長 議長、小野茂雄。 

清水清秋議長 総合政策課長小野茂雄君。 

小野茂雄総合政策課長 まちづくり総合計画の中

でのデマンド交通というふうなことでの位置づ

けになってございます。これにつきましては、

地域公共交通というふうな大きなくくりの中で

どういった手法がいいのかというふうなところ
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をこの５年間の中で実現していくというふうな

方向でやってございますので、まだ具体的な手

法については決まっているところではございま

せん。 

１１番（小野周一議員） 議長、小野周一。 

清水清秋議長 小野周一君。 

１１番（小野周一議員） それは、やはり併用し

て考えてほしいなという思いであります。 

  今回も我々の住むこの新庄市を少しでもよく

したいという思いで一般質問したわけでござい

ますので、どうかご理解のほどをよろしくお願

いしたいと思います。 

  以上で終わります。 

清水清秋議長 ただいまから10分間休憩いたしま

す。 

 

     午後１時５１分 休憩 

     午後２時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

小嶋冨弥議員の質問 

 

 

清水清秋議長 次に、小嶋冨弥君。 

   （１７番小嶋冨弥議員登壇） 

１７番（小嶋冨弥議員） 御苦労さまです。今定

例議会最後の質問者の議席番号17番、起新の会

の小嶋冨弥であります。ひとつよろしくお願い

申し上げます。 

  長年、市民生活の向上のため尽力し、この３

月で退職なされる職員の方々に感謝と御礼を申

しながら、通告に従いましてお伺いいたします。 

  まず、地方創生と市政についてであります。 

  平成27年の国勢調査の人口速報結果によりま

すと、先ほども議員が申されましたけれども、

我が国の人口は１億2,711万人で、平成22年か

ら94万7,000人減少、率にして0.7％、年平均で

18万9,000人の人口が減、パーセンテージは

0.15％で、大正９年の調査開始以来、初めてだ

と総務省の２月26日の報道資料で知りました。 

  全国1,719市町村のうち、1,416市町村で前年

より減少、数字では８割を超える82.45％であ

ります。残念ながら当市も含まれるわけであり

ます。 

  多くの自治体は、そのような実態の中でそれ

ぞれの特徴を生かし自立的、持続的な社会の形

をつくることに、2014年９月に発足した第２次

安倍改造内閣が挙げた重点政策の一つに地方創

生があります。地方の人口減少に歯どめをかけ、

首都圏への人口集中を是正し、地方の自立的な

活力を促すための取り組みを進めておるわけで

あります。また、その年の年末に閣議決定され

たまち・ひと・しごと創生長期ビジョン及びま

ち・ひと・しごと創生総合戦略では、地方移転

を促すための税制措置や外国企業の誘致に意欲

的な地方公共団体の支援等を政策に盛り込んで

おります。 

  １月21日の参議院議員決算委員会全般質疑を

テレビで見ていましたら、石破 茂国務大臣は

地方創生というのはその地域の方々が自立と誇

りをもって、国のメニューにはないけれどもこ

れをやりたいということで提案をいただき、そ

れに対して国が支援するのが基本だと。そして、

地元の方々が自信と誇りを持ってこれをやるん

だというふうに言っていただくこと、そしてそ

れを支援するメニューがなくても国ではそれを

支援してまいりたい。今までと全く違う、中央

と地方との関係を築いてまいりたいと述べてお

りました。まさに斬新な発想の転換が求められ

ておる時代であります。 

  さて、市においては新庄市の総合戦略を練っ

て多様な市民生活のニーズに寄り添うため、第

４次振興計画、後期５カ年基本計画案を示し、

その中で市長は「笑顔輝くまち新庄」の実現を
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目指してまいりたいとあります。それを目指す

ためには、市のブランド戦略をしっかり立てて

行う必要があるのではないでしょうか。スクラ

ップ・アンド・ビルド、そしてさらなる行政機

能の集中化、効率化を推し進め、新庄市はこれ

からも多くの市民がふるさととしてあり続け、

将来ここに暮らす人々にとって誇らしく思える

まちになるため、思い切った組織の見直しを図

る必要が大事だと思いますが、それについてお

伺いいたします。 

  次に、ふるさと休日についてお伺いいたしま

す。 

  当市の財産の一つ、新庄まつり行事がユネス

コの無形文化遺産に11月28日から12月２日に登

録が決まるわけであります。決まれば、山形県

では初めてのことでありまして、大変喜ばしい

ことでございます。この祭りの行われる８月の

24、25、26日をふるさと休日に設定してはいか

がでしょうかという質問をいたすものでありま

す。 

  観光庁は、学校休日と有給休暇を組み合わせ、

地域活動や旅行などに活用する「家族の時間づ

くりプロジェクト」を推進、酒田市では三川町、

庄内町、遊佐町で構成する庄内北部定住自立圏

の取り組みとして、酒田市と遊佐町は2015年度

から酒田まつりが行われる５月20日を観光庁が

推薦するふるさと休日に設定したとお聞きして

おります。 

  また、これと別に厚生労働省は地域の特性を

生かした休暇取得促進のための環境整備事業を

進めるために、厚生労働省山形労働局、労働基

準監督署、新庄市によるところの連絡協議会が

設置されたと伺っております。新庄まつりは、

申すまでもなく最上全体のお祭りといっても過

言ではありません。小中学校が祭りのため学校

が休日、休みですよとよそから来た方々にこの

お話をすると、信じられず本当にびっくりする

わけであります。 

  私たちは、当たり前のことだと思いますが、

よそではなかなかないことなのでしょう。これ

だけ長年の伝統、郷土愛が生きているわけでご

ざいます。しかし、昨今の経済情勢が変わり、

労働条件の多様化で山車やはやしの若連の方々

には週末の土日に祭りを変えるほうがよいんで

はないかという意見もございます。週末でない

と休みがとりにくいとの声もあるのも承知して

おります。働く人に優しく、地域のイベント開

催日に年次有給休暇を積極的に活用しよう、家

庭も会社も地域の一部です。だから、みんなで

取り組もうと厚生労働省は推薦しておるわけで

あります。 

  これらの制度に合わせて、新庄まつりの日を

ふるさと休日に設定のお考えがあるかないかお

伺いするものでございます。 

  次の質問でございます。４年後の2020年、東

京オリンピック・パラリンピックが再び日本に

おいて開催されます。それらについてでありま

す。 

  思い出しますと、西暦1964年にアジアで初の

オリンピックが開催され、国中が沸きました。

市役所前での聖火リレーが行われ、それを見て

いた私たちもとても感激した思い出がよみがえ

ります。 

  さて４年後に再び東京でオリンピック・パラ

リンピックが行われます。今回は競技だけでは

なく、日本の伝統的な芸術、祭りや踊りなど大

会を契機として日本の文化を通じ、地域振興、

地域創生につながる大会でもあります。それら

機運を高めるカルチュラル・オリンピアードと

いうものがございます。これは、ＩＯＣが定め

る近代オリンピックの規約オリンピック憲章に

もその実施が義務づけられております。つまり、

オリンピックではスポーツ競技とともに、文化

プログラムをあわせ開催することになっておる

わけであります。 

  この国を挙げての事業に開会式や閉会式のセ
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レモニー等を含め、新庄まつりを参加してはい

かがでしょうかというお尋ねであります。 

  また、海外の選手らと地域住民の交流や大会

本番に備え事前合宿などを受け入れるホストタ

ウン構想に参加のお考えがあるのかないのかお

伺いするものでございます。 

  次は、エコロジーガーデンについて質問させ

ていただきます。 

  さきの２月14日、保存活用について調査して

きた工学院大学の教授や学生たちの調査報告会

がありました。後藤教授ら３名の教授と13人の

学生が中間報告の形で発表いたしました。ラン

ドスケープを担当した学生からは、散歩コース

のルートや広場の活用方法もありました。 

  ４月16日に最終の報告会が予定されていると

伺っていましたが、そのときは北側４ヘクター

ルエリアの活用方法は示されませんでした。新

庄市の利用計画では、農業公園の活用を図ると

ありますが、それらの考えをお伺いいたしたく

通告いたしましたが、それらのことについては

４日の佐藤卓也議員の質問と重なる部分があり

ますので、答弁を省略させていただいても結構

でございます。 

  そこで、私は広大な４ヘクタールの土地の活

用の一つとして、敷地の一画に子供たちが集い、

触れ合いのできる、例えばウサギとかヤギとか

羊等のアニマルセラピーの効果がある小動物を

中心とした憩いの小動物公園を開設してはとい

うような御提案であります。よろしくお願いを

申し上げます。 

  最後に、宿泊のできる施設についてお伺いい

たします。 

  工学院大学や青山学院大学の学生を初め、こ

の地に調査や研究を初め多くの人々が訪れてお

ります。ｋｉｔоｋｉｔоマルシェのにぎわい

はまさにすばらしい。さらなるエコロジーガー

デンの交流人口を図るために、人と町をつなぐ

思いをシェアできる旅の宿を若い人たちは望ん

でおります。 

  また、偶然出会った宿泊者同士で同じ空間を

共有して、互いに秩序を保って楽しく過ごせる

一期一会の宿泊施設は必要であり、これから来

る東京オリンピックの外国人を初めインバウン

ドが必ず地方にも私は来ると思います。そうい

う施設を若い方は求めております。ゲスト風の

宿泊できる設備についてのお考えをお願いいた

して、質問といたします。 

  御答弁のほどをよろしくお願い申し上げます。 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、小嶋議員の御質問にお

答えさせていただきます。 

  地方創生についての御質問、１点目でありま

す。さらなる多様な市民ニーズに対応するため、

思い切った市の組織の見直しをという御質問、

御提案であります。 

  御承知のとおり、地方創生は先ほど議員が申

したとおり地方の首都圏の人口集中を是正し、

地方の人口減少に歯どめをかけ、地方の自立的

な活性化を促すという目的であります。市とい

たしましても、国のまち・ひと・しごと創生総

合戦略に基づき積極的に人口減少を抑制するた

めの「ふるさと定住促進プラン」と、子供から

高齢者まで市民全体が新庄で元気に暮らし続け

るための「幸せと元気のまちづくり推進プラ

ン」の２つを柱とする新庄市総合戦略を昨年10

月に策定し、人口減少という大きな課題の克服

に向けて動き出したところであります。 

  総合戦略を推進するに当たりましては、この

戦略を理解し、地方創生という時代の要請に正

面から取り組み、地域の個性を生かしながら具

体的な戦略を企画、実行できる職員が求められ

ており、職員がその能力を発揮するための効果

的な組織体制も必要となってきます。時代やニ

ーズに合った組織見直しが行われることは大切
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であり、新庄市におきましても最大の観光資源

である祭りや、最重要課題である定住促進、さ

らには新庄を市内外に発信するための情報戦略

など前面に押し出した組織見直しを行う必要が

あると考えているところであります。 

  来年度期におきましては、総務課の分掌事務、

広報及び広聴に関することを総合政策課の分掌

事務とし、企画調整部門との密接な連携を図り

ながら市全体における情報の質、量の向上を目

指し、受け取る側の印象に残る戦略的な広報を

展開してまいります。また、３月に策定するま

ちづくり総合計画後期５カ年基本計画の実現の

ため、今後も必要な組織の見直しを検討してい

く考えであります。 

  次に、新庄まつりのふるさと休日の設定であ

りますが、新庄まつり260年祭は、ちびっこ山

車まつりも含めて25日の260年記念の山車行事

の夜の行列も市内外から多くの家族が来訪され、

事故もなくお祭りが成功に終わりましたことは

改めて関係各位に感謝を申し上げたいと思いま

す。いよいよ今年11月には全国33件の山・鉾・

屋台がユネスコ無形文化遺産として審議が行わ

れることとなっており、引き続き御協力を賜り

たいと存じます。 

  御質問のふるさと休日についてですが、観光

庁において家族の時間を創出し、旅行や地域活

動などに有効活用していただくことを目的に子

供の学校休業日などと大人の有給休暇をマッチ

ングさせる「家族の時間づくりプロジェクト」

として取り組んでいるものです。 

  本市においては、このふるさと休日に類似し

た事業である地域の特性を生かした環境整備事

業を厚生労働省と連携し、平成27年度から地域

に合わせた休暇取得の環境づくりを進めるため、

新庄まつりや地域のイベントについて有給休暇

を活用してお祭りなどに参加する時間や家族と

触れ合う時間をつくることなど、ワーク・ライ

フ・バランスの実現に向け、地域全体で取り組

んでおります。 

  今年度は、市内の企業や幼稚園、保育所、小

中学校等にポスターを約2,200枚、リーフレッ

ト約３万2,000枚を配布し、その周知に努めて

おります。また、新庄まつり百年の大計で課題

となっている祭り期間の休暇取得の環境づくり、

山車の引き手不足の解消、後継者育成などにつ

いて、今年度４月に立ち上げました新庄まつり

実行委員会の行事部会において議論していると

ころであります。いずれにしましてもユネスコ

無形文化遺産候補にふさわしい祭りとなるよう

地域の皆様とともに取り組み、実現できるもの

からその推進を図ってまいりたいと考えていま

す。 

  ふるさと休日の御提案でありますが、議員お

っしゃるとおりもう既に最上地域内の小中高が

休んでいるということをお話ししますと、訪れ

る人たちが大変驚くということは私も承知して

いるところであります。 

  酒田まつりのふるさと休日でありますが、そ

の実現に向けては新庄の雪まつりのときの青年

会議所の交流がございました。青年会議所の酒

田の理事長が来られまして、新庄まつりがそう

いう形で郡内全てが祭りで休みになりますよと

いうことに感銘を受けまして、その協議会の中

で提案し、そして遊佐の時田町長が提案し、定

住自立圏の中でふるさと休日になった。新庄ま

つりがベースとして、酒田の祭りがふるさと休

日をしたんだという話を先日、青年会議所の理

事長から聞いたところであります。 

  やはり新庄の持つこの当たり前になっている

ことのありがたさ、一方でこのすごさをもう少

し何らかの形で訴えることも必要なのかなとい

うことを再認識させられたところであります。 

  次に、ホストタウン構想への参加であります

が、第１登録団体が公表されまして、全国から

69団体が申請し、県内から１団体、全国では44

団体が登録されました。ホストタウン構想は、
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オリンピック参加選手との交流などを目的とす

るものですが、選手たちの練習会場や宿泊場所

の確保などから受け入れは難しいと判断し、第

１次の申請を見送ったところであります。今後、

第２次登録申請が公募される予定ですので、再

度事業内容を調査、検討してまいりたいと考え

ております。 

  東京オリンピック・パラリンピックに新庄ま

つりの山車を参加させることにつきましては、

オリンピック開催４年前から文化的なイベント

を通してオリンピックの機運を高めるカルチュ

ラル・オリンピアードが計画されておりますが、

具体的内容がまだ示されておりません。組織委

員会など関係機関からの情報収集に努め、的確

に対処してまいりたいと思います。 

  あわせて、本市では全国350余りの市町村か

らなる2020年東京オリンピック・パラリンピッ

クを活用した地域活性化推進首長連合に参画し、

情報収集はもちろん、同会が実施する世界に向

けた地域の魅力発信としてのローカル版クール

ジャパンや観光振興に関する取り組みなどに向

け、かかわりを強めているところであります。 

  東京オリンピックの開催は、ユネスコ無形文

化遺産候補である新庄まつりを初めとしまして、

新庄市を世界に発信する絶好の機会であると捉

えております。市では、オリンピックとのかか

わりを通し、次世代を担う新庄の子供たちにと

って東京オリンピックがより印象深く思い出に

残るようなものにしていければというふうに思

っております。 

  先日の新庄まつり保存会における新庄まつり

ユネスコへの思いの集いが１月の末に行われま

したが、その節、日本の伝統まつりポスターコ

ンクールの審査委員長であります吉村作治先生

とも以前お話しする機会がございました。先生

としては、ぜひこの新庄まつりを東京オリンピ

ックに参加できるよう形で関係機関にも働きか

けたいというふうな御意見もいただていると。

大変力強く思っているところであります。 

  そうしたことを通しながら、何とか新庄まつ

りをいろんな形で出し、そして市民が自信と誇

りを持てるまさしくふるさと創生への道筋の力

にしていきたいというふうに思っております。 

  次に、エコロジーガーデン北側エリアの活用

について、小動物公園等の開設はということで

あります。第３期利用計画の中では観光交流、

農業振興、景観保全を３本の柱として計画の実

現に向けて各種事業に取り組んでまいりました。

御承知のとおり、平成26年度から２カ年にわた

り歴史的建造物と周辺のランドスケープを含め

た調査業務を工学院大学に委託しております。

今後、調査結果について最終報告がされる予定

になっておりますが、北側のエリア活用につき

ましても南側エリアの建造物と一体的に整備を

進めていきたいと考えております。 

  先日、農林課長から答弁させていただきまし

たが、子供たちが集えるような場所にしていき

たいと。今は菜の花プロジェクトが動いている

わけですけれども、それら子供たちと触れ合え

るような場の展開ができないか担当課も検討し

ているところであります。 

  御提案いただきましたアニマルセラピーにつ

いても、定期的な開催になるのか常駐になるの

か、またそれを請け負う方々がどうなのか、そ

のこともきちんと調査し、請け負う業者がいる

かいないか、そんなことも今後検討させていた

だきたいというふうに思います。できれば、将

来は遠足村的なイメージを持っておりますので、

子供たちに自然と触れ合える環境を整備してま

いりたいというふうに考えております。 

  次に、エコロジーガーデンに宿泊できる設備

を整備する考えはということで、今訪れていた

だいている大学生は山屋セミナーハウスと、も

う１点はカントリーハウスを使っています。以

前は、議員のお宅のほうも御利用させていただ

きましたが、今は２カ所を使い、また市内の旅
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館等を使っているところもあります。 

  １点としては、市内の旅館の方々への学生の

誘致のための支援策なども今後あるのではない

かというのは、内部で検討しているところであ

ります。学生に限って証明書が来た場合に、そ

の優待券というか、1,000円になるのか500円に

なるかわかりませんけれども、そういう割引制

度を市内の旅館ですね、そういうところの支援

と相まってできないかというようなことを内部

で検討しております。 

  また、施設の近くに、宿泊自炊地のことを工

学院大学と相談しているわけですけれども、北

側エリアにガルテンというような形の構想も、

農園つきの宿舎というようなことで、移住者の

仮、あるいは来られた方々の定期的な別荘的な

ものを、他の地域でやっている地域もあります

が、なかなか運営という点では非常に難しいも

のがあるということも承知をしています。 

  工学院大学の先生からの話では、入り口、正

面口ですが、まゆの郷でないほうの玄関、きち

っとした玄関のほうの左にある建物、２つあり

ますが、その後ろあたりが外国の方にとっては

非常に魅力的なポジションになるんではないか

という参考意見もいただいているところでござ

います。 

  あくまでも、宿泊施設をつくるとなると、今

度は管理体制をどうするかというのが次の問題

になってきます。あとは、施設経営ですので赤

字になるかならないかというようなことも含め

て調査が必要かなというふうに思っています。 

  いずれにしましても、あのエコロジーガーデ

ンは新庄市に残された大事な遺産の一つであり

ますので、将来に向けてきちっと整備すること

を第１段階にしまして、第２段階は交流、何と

いってもやっぱり保存、活用、将来につなげて

いくということを大きな課題にしております。

また、多くの方々に訪れていただくということ

で、やはり市民にとって誇り深いまちづくりの

一つになるのかなというふうには思っています。 

  御提案いただきましたアニマルセラピーなど

も今後検討させていただきたいと思います。 

  壇上からの答弁、以上とさせていただきます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 御答弁いただきまして、

ありがとうございました。 

  最初の行政組織を変えたほうがいいんじゃな

いか、変える必要があるんじゃないかなという

思いが、ぶっちゃけた話、新庄市のふるさと納

税の金額の少なさから見て、愕然としたわけで

あります。なぜ、そんなに少ないのかなと。 

  人口5,000人程度の小さな町村も健闘してお

ります。舟形町や最上町、三川町は、人口の３

倍、４倍の応援団があるわけです。競争原理の

もと、ブランド特産品の存在はもちろん、自治

体職員の知恵、能力、やる気が地域活性化に導

いているというようなことで、３月３日の山形

新聞のオピニオンという記事がございました。

まさに、１つのポジションだけを言うわけでな

くて、やっぱりそういった組織が硬直してくる

と、なかなかアイデアが出てこない。 

  市長は常々「うちの職員は優秀だ」と事ある

ごとに言っております。私も、まさにそのとお

りであります。優秀な皆さんが市の行政を担っ

ていることは誰もが認めるところでありますけ

れども、幾ら優秀であってもその力を発揮しな

いことには、優秀だとは私は言い切れないと思

います。大変厳しいことを申しますけれども。 

  皆さんは難関を受けて市の行政をずっと来て

おりますけれども、課長になると使命が終わり

ではないかなと。そうじゃないと私は思います。

課長になって何をするかと、何を市民のために

頑張るかと、それが新庄市の市政の発展で、そ

して市長の信頼に応えることではないでしょう

か。ただ、行政はいろんな範囲も広い。なかな

か新しいことをやるというのも難しい場面もあ
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りますけれども、これからはマネジメントをし

っかり磨いていかないと、よその市町村からお

くれをとるんではないですかというのがありま

す。 

  東根市とかいろんな市はそれぞれのやり方が

ありますけれども、東根市はもう「ブランド戦

略室」という「室」からもう「課」に推進しま

して、このふるさと納税の徹底を図ると。また、

寒河江市ではこのふるさと納税に関して「さが

え未来創成課」と。長井市ではまた２課を新し

くつくってやると。それはぞれぞれの自治体の

考えで、必ずしもまねしなくてもいいと思いま

すけれども、また長井市においては観光客増へ

「ラーメン課」なんていう課もつくっておりま

す。これは直接職員がやるわけではないですけ

れども、そういったことでやると。やはりそう

いった戦略を立てる、しっかりある組織で変え

ながら時代に合ったような課にしていく必要が

あると思います。 

  皆さんのところにも新庄市の行政組織の中で

課の設置条例というのがありまして、それぞれ

の課の役割分担があります。その課の責任はし

っかり受けて、それぞれのポジションをもう１

歩、もう２歩も進めていく必要があるんではな

いかなと思いますけれども、そういったこれか

ら、市長からは進めるというふうなことを伺っ

ていますけれども、もっと大胆にやる必要があ

るんではないかと思いますけれども、その辺い

かがでしょうか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 おっしゃるとおり、新庄市の

課についてはそれぞれ分掌事務が決められてご

ざいます。各課の課長は、その分掌事務のリー

ダーとして課の職員を引っ張っていく立場にあ

る者だと思っています。そういう意味では責任

の重い課長の職務だろうというふうに思ってい

ます。 

  そういった中で、この３月に課の設置条例の

一部改正提案をさせていただいております。こ

れもまさに情報発信力の強化というふうなこと

と、新庄のブランドイメージを積極的に売って

いきたいというふうな、そういった行政目的の

ためにこのたび改正案を提案させていただいて

おります。 

  今年度は、課の条例として出しますのは、こ

れは１件でございますが、今後も引き続き新た

に出てくる５カ年の基本計画に基づいて課のふ

だんの見直しを図ってまいりたいというふうに

思っております。 

  以上であります。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） ありがとうございます。 

  ぜひ、やはりここはシンクタンクですからね。

新庄市の行政の皆さんが。やはり優秀な力を発

揮しないと宝の持ち腐れというふうなことであ

りますので、余り失敗を恐れず、いい方向に行

ったらそれを認めるような形で取り組んで行っ

てもらいたいと思います、 

  ふるさと納税の話、再三申しわけないけれど

も、寒河江市や東根市とかは15億円を当初予算

に計上するぐらいの財源が出てくるわけであり

ます。天童市では、よそから来た方に、うちを

建てると25万円の補助を出しますよと。やっぱ

り潤沢といいますけれども、そういった施策が

できて定住人口もおのずとふえるようなことで

あると思いますので、ひとつよろしくお願いし

たいと思います。 

  次に、ふるさと休日の件に関しましては、前

向きな御答弁に近い形をもらいました。これは、

観光庁と労働省の２つあるんですけれども、観

光庁が前に新庄市に恐らく、観光庁ではふるさ

と休日に取り組む団体を応援しますよというよ

うなことが皆さんのところに来ておると思いま

すけれども、この辺の情報を課の中で検討なさ
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ったんでしょうか。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 この情報がまいりまして、

内部のほうでも検討いたしました。中身が、毎

年度申請することが必要で、そのたびごとの審

査と。有給休暇を子供の休暇とともに大人がと

って、地域の特性に応じた休みの仕方をという

ふうな狙いでありますので、有給休暇というよ

うなものの促進というようなことではありまし

たが、学校の生徒さん方のほうが、小中高、最

上管内全て休みである。市長も言われたとおり、

そのすごさというふうなものの訴え方を考えな

きゃいけないなとは思いながらも、毎年の申請

が必要であるというようなことが、やはり一過

的な不定期なイベントへの参加の要請というよ

うな形の受けとめ方をした部分がございます。 

  もう一つ、それよりも効果的なものが厚生労

働省から出ておりまして、地域の特性を生かし

た環境整備事業というようなもので、国から選

抜されたというようなこともありまして、３カ

年の委託事業でありまして、市内の専門の、東

北情報センターですけれども、受託をして、そ

れなりの委員会の連絡のもとにこれを進め、効

果的なアピールの仕方というものをチラシ、ポ

スター初め動画制作等々まで至ってやろうとし

ているというような部分もありますので、厚生

労働省のほうが我々の子供たちの休みについて、

大人のほうの休みも推進できるのではないかと

いうようなところの結果を用いながら進めてき

ておったところでございますので、ふるさと休

日だけでなくて、厚労省ともあわせて考えてお

ったというようなことでございます。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 観光庁のあれですね、 

「家族の時間づくりプロジェクト」の中で、これ

は募集期間が平成27年７月22日から平成27年８

月31日、過ぎましたけれども、その中で資金援

助がございます。１地域当たり上限500万円程

度。プロジェクトの認定を受けている自治体、

地域、または上限300万円程度、プロジェクト

の認定に向けた計画を立てている自治体という

ようなことで、やはりいろんな、いきなりじゃ

なくてこういう計画をしてくださいよ、してく

ださいよというかやればというような、手続が

大変なのかもわかりませんけれども、こういう

お金をいただく制度もあるわけですので、こう

いうものをアンテナを張っているんでしょうけ

れども、取り入れて、内部で、これこそ総合政

策課を中心としてこういうのをやっていただか

ないと、みすみすチャンスが得られないんじゃ

ないかなと思うわけでございますので、ぜひひ

とつよろしく、この新庄まつりを、ある財産で

すので、あるものを活用するという点で非常に

いいんではないかなと思うわけでありまして、

また……。 

  これですね。これを推進するというわけです

ね。私も伺っていますけれども、この協議会の

中で経営者はやはり市のほうでそういうのを進

めればやるとおっしゃったそうなんですけれど

も、またその中で工業団地の中にそういったも

の周知徹底の看板を立てていただければなお進

めるというような意見もあったというようなこ

とも伺っていますので、やはり積極的に市のほ

うでもそういう、福田山工業団地のほかに横根

山もあるわけですので、そういった看板とか積

極的に働きかけて、そういったものをしていく

ことはお考えにならないんでしょうか。なるん

でしょうか。お伺いしたいと思います。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 厚労省の事業につきまし

ては、先ほど申し上げましたとおり啓発と発信、

この効果性にのっとっているわけですので、今

お示しいただきましたポスターのほかにチラシ、
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あとＹＢＣラジオでの啓発とか「ゆめりあ」の

ビジョン、あるいは市のホームページというよ

うなことで使っている中で、看板のほうも検討

はいたしましたが、優先的には、厚労省とのヒ

アリングの中でそこは落ちております。しかし

ながら、３年度の事業でございますので、平成

29年度事業等に向けてその限られた、決められ

た予算の範囲があるようですので、その範囲内

の中で効果性というものをもう１回考えてみた

いというふうに思います。 

  あと、先ほどありましたふるさと休日のほう

の補助金の部分ですが、一旦締め切られた部分

もありまして、その後については詳しい要領が

出ていませんので、担当のほうでメールの交換

によって情報を得ましたが、その経費までは今

は出ていないようなんですね。つけ加えさせて

いただきたいと思います。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） ありがとうございまし

た。 

  次は、新庄まつりの東京オリンピックという

ようなことがもし実現できれば、銀座まつりに

も過去４回行ったんですけれども、子供たちが

参加できなかったんですね。夜のお祭りでね。

残念だったなと思うわけです。ぜひ市長も前向

きに東京オリンピック・パラリンピックには、

予算書にもそういう会議なんかの予算も載って

いましたので、参加するような。前向きにいる

んだなと思って。 

  今、文化庁でもいろんな、恐らくこれは教育

委員会のほうだと思うんですけれども、こうい

う文章たくさん来ているんじゃないですか。こ

れはことしの１月、文化庁で文化プログラムの

実施に向けた文化庁の取り組みとか、2020年度

東京オリンピック・パラリンピック競技を契機

とした文化芸術立国の実現のためというような

ことで、非常に国の政策としてもぜひ地方創生

とあわせてやっていますので、やはり情報収集

してひとつお願いしたいと思うんですよ。 

  それで、もう一つは今、東京オリンピックの

聖火台で問題になりましたけれども、その前に

新聞を見ますと、聖火台云々となっていますけ

れども、その前に舟形の町長が縄文土器と土偶

をデザインした聖火台をつくっていただきたい

と遠藤大臣に言っていますし、また山形市の佐

藤市長はサモアを呼んで練習場とかにするよう

言っているというような、一生懸命アプローチ

をかけるんですね。こちらのほうから。受けで

なくて、やはり。そういったことでやっていた

だきたいと。 

  それから、このホストタウン、これは上山市

が登録になっています。ポーランドが来るわけ

ですので、１次は締め切って、２次の登録を検

討するということで、ぜひひとつ挑戦してみて

くださいよ。必ずしも、ホストタウンに登録さ

れるといっても、事前合宿所になる場所の確約

はできないわけですけれども、誘致を着実に進

めるためには県や関係団体とよく調整すること

も大事だというようなこともございますので、

ぜひ声を上げて取り組んでいって、地方創生を

果たしていただきたいなと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

  次、エコロジーガーデンの北エリアの件なん

ですけれども、私は小動物公園がなぜ必要かと。

市長も常々、あそこは遠足だと。遠足だけでも

いいんですけれども、今ほかの自治体では東根

市が、子供さんの遊び場がいっぱいあると。こ

の前の私どもの議会報告会の中でも「新庄は何

もない」と。「じゃあ、わらすこ広場は」「わら

すこ広場よりも、ちょっと上の段階の子供たち

が遊ぶところが少ない」と、「東根に行って、

東根にお金を払ってくるんだよ」というような

ことをおっしゃっていましたけれども、長井市

ですかね。今回、2,500万円で屋外型にそうい

う遊具を設置して、そういった子供さんを呼ぶ
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と。恐らくそういう遊具競争だけでなくて、こ

ういう小動物とかがいるみたいな小公園があっ

たほうが、恐らく来ると思うんです。 

  かつて、最上公園の中で鹿がございました。

そうすると、やはり小さい子供がどこかに行く

とき、「鹿、見にいくか」とかと癒される部分

があって、非常に触れ合うのがやはりいいんで

すね。また、お年寄りもちょっと障害があると

そういったものに触れると癒されるというよう

なことで、非常にいい関係ができるんじゃない

かなと。 

  できれば、あそこのまゆの郷産直で夏とかに

なりますと売っている葉材、野菜にいろいろロ

スが出ます。小動物をかなり飼っておくと、そ

ういったロスのものをあげることも、リサイク

ルできるんですね。そして、そのポロを逆にリ

サイクルに、今ごみをやっているところにやれ

ば、恐らくこれは循環になると思うんです。そ

して、子供たち、常に小動物を飼っていけば、

子供たちも連れていって、そしておじいちゃん、

おばあちゃんも、保護者も連れていって、つい

でにじゃあ産直に行って買ってくるか、いろん

な物を買ってくるかと一石二鳥のような私は気

がします。 

  そして、その管理の問題もおっしゃいました

けれども、あそこは産直の協議会の方々にそう

いった利点的なお話を申し上げまして、管理で

きないのかなというようなことも私は可能みた

いな気がしますけれども、やはりだめな理由だ

けじゃなくて、できる理由を、できることを見

つけ出していくことが一つの行政の役目ではな

いかなと私は思いますので、あそこに大きい雨

よけとか、あとトイレ、手洗い、やっぱりそう

いうものを出せば、やはり子供たちも遠足公園

と十分にマッチングできて楽しめるんじゃない

かなと。ああいう広場にクローバーでも植えて、

そして走らせながら子供がいろいろ触れ合うと。

例えば、ウサギといっても種類、何十種類もあ

るんですね。ウサギ公園だけに特化しても、ジ

ャンボウサギとかいろんなウサギ、アンゴラウ

サギとかいろんなのがあるわけですので、そう

いった特化してもおもしろいんではないかなと

思いますので、だめだと言わないから、検討を

するというような市長の答弁ですので、ぜひそ

ういったものをできる方法で、だめだというん

じゃなくて、やっぱりそれをやるためにどうす

ればできるんだかなというようなことをぜひお

願いしたいと思います。 

  あと、あそこでも例えばポニーとかを飼って

冬に馬そりを引いて、あそこで子供たちを馬そ

りに乗せるとか、あそこの冬の遊び場は、この

たび新聞に出ましたけれども、真室川町ではホ

ワイトアスロンとかいろんなことができるんで

すね。あと、肘折では雪掘りをやって地面出し

競争ワールドカップ in 肘折なんてこういうこ

とをやっていることが、マスコミとかの情報発

信になるわけです。やはりそういった情報を発

信するように、そこは活用する場所だと思いま

すので、ひとつよろしくお願いしたいと思いま

す。 

  どうするかといっても市長は前向きに考える

ということですから、それ以上、答弁出されな

いと思いますので、お願い、要望にするわけで

ございます。 

  あそこ、宿泊所はどうも太田から来た北の外

れ、あそこは古くて思い切ってあそこを解体し

て、利用価値はないわけですので、解体された

らいかがですか。まずその点お聞きします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 旧宿泊施設２棟について

のお話でしたが、これもまた耐震診断とあわせ

た中で活用計画というようなものがありますの

で、貴重な御意見としてお伺いして、その後ま

た市民の方々の意見も伺いながら判断すべきな

んだろうと思います。 
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１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 無用の長物という部分

が結構あるんですよね。入った人が、要するに

１回使ったらもう二度とあそこを使わないんだ

から、やっぱりそういう施設は速やかに解体し

たほうがいいですよ。あそこは、宿泊するとこ

ろ、勝手にゲストハウス的なと言っていますけ

れども、やはり人が集まるところにいろんな情

報も来ます。そんなに立派でなくて、簡易みた

いな、あそこはいいんじゃないかなと思うんで

す。宿泊施設は。いろいろ案があると、これか

らでしょうけれども、ぜひそういったことも考

えながら活用してもらいたいと思いますけれど

も、その辺の決意をひとつお願いします。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 あそこを国から譲渡を受

けて15年と。いい区切りでもありますので、短

期的な計画あるいは中長期的な計画ということ

で、今第３期計画のほうに盛り込んでおります

ので、多くの方々の意見をいただきながら長期

を中期にして、中期を短期にして、短期は速や

かにというようなことをまず念頭にすべきなん

だろうというふうに思います。 

  財政的な形のものがさまざま、診断結果で改

善しなきゃいけない部分もありますので、その

辺を含めて前向きに進めてまいりたいと思いま

す。 

１７番（小嶋冨弥議員） 議長、小嶋冨弥。 

清水清秋議長 小嶋冨弥君。 

１７番（小嶋冨弥議員） 金の話は余りしないこ

と。金はつくり出すことだから、ぜひひとつよ

ろしくお願いして私の質問を終わります。 

  御清聴ありがとうございました。 

 

 

散      会 

 

 

清水清秋議長 以上で今期定例会の一般質問を終

了いたします。 

  お諮りいたします。今期定例会の本会議を明

日３月８日から３月16日まで休会としたいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

今期定例会の本会議をあす３月８日から３月16

日まで休会し、３月17日午前10時より本会議を

開会いたしますので、御参集願います。 

  本日は以上で散会いたします。御苦労さまで

した。 

 

     午後２時５１分 散会 
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平成２８年３月定例会会議録（第４号） 

 

 

平成２８年３月１７日 木曜日 午前１０時００分開議 

議 長 清 水 清 秋     副議長 石 川 正 志 

 

 出 席 議 員（１８名） 

 

  １番   佐  藤  悦  子  議員     ２番   叶  内  恵  子  議員 

  ３番   星  川     豊  議員     ４番   小  関     淳  議員 

  ５番   山  科  正  仁  議員     ６番   佐  藤  卓  也  議員 

  ７番   今  田  浩  徳  議員     ８番   清  水  清  秋  議員 

  ９番   遠  藤  敏  信  議員    １０番   奥  山  省  三  議員 

 １１番   小  野  周  一  議員    １２番   髙  橋  富 美 子  議員 

 １３番   下  山  准  一  議員    １４番   新  田  道  尋  議員 

 １５番   森     儀  一  議員    １６番   石  川  正  志  議員 

 １７番   小  嶋  冨  弥  議員    １８番   佐  藤  義  一  議員 

 

 欠 席 議 員（０名） 

 

出席要求による出席者職氏名 

 

市 長 山 尾 順 紀  副 市 長 伊 藤 元 昭 

総 務 課 長 野 崎   勉  総 合 政 策 課 長 小 野 茂 雄 

財 政 課 長 小 野   享  税 務 課 長 田 宮 真 人 

市 民 課 長 加 藤 美喜子  成 人 福 祉 課 長 
兼福祉事務所長 佐 藤 信 行 

子育て推進課長 
兼福祉事務所長 板 垣 秀 男  環 境 課 長 井 上   章 

健 康 課 長 荒 澤 宏 二  農 林 課 長 齋 藤 彰 淑 

商 工 観 光 課 長 荒 川 正 一  都 市 整 備 課 長 土 田 政 治 

上 下 水 道 課 長 松 坂 聡 士  会 計 管 理 者   
兼 会 計 課 長 髙 橋   弘 

教 育 委 員 長 山 村 明 德  教 育 長 武 田 一 夫 

教 育 次 長 
兼教育総務課長 森   隆 志  学 校 教 育 課 長 長谷部   薫 

社 会 教 育 課 長 伊 藤 洋 一  監 査 委 員 髙 山 孝 治 

監 査 委 員          
監 査 主 査 髙 山   学  選挙管理委員会 

委 員 長 矢 作 勝 彦 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 小 松   孝  農 業 委 員 会 

事 務 局 長 眞 見 治 之 

 

事 務 局 出 席 者 職 氏 名 

 

 

局 長 東海林   智  総 務 主 査 三 原   恵 

主 査 沼 澤 和 也  主 査 早 坂 和 弥 

 

 

議 事 日 程 （第４号） 

平成２８年３月１７日 木曜日 午前１０時００分開議 

 

   （予算特別委員長報告） 

日程第 １ 議案第２４号平成２８年度新庄市一般会計予算 

日程第 ２ 議案第２５号平成２８年度新庄市国民健康保険事業特別会計予算 

日程第 ３ 議案第２６号平成２８年度新庄市交通災害共済事業特別会計予算 

日程第 ４ 議案第２７号平成２８年度新庄市公共下水道事業特別会計予算 

日程第 ５ 議案第２８号平成２８年度新庄市農業集落排水事業特別会計予算 

日程第 ６ 議案第２９号平成２８年度新庄市営農飲雑用水事業特別会計予算 

日程第 ７ 議案第３０号平成２８年度新庄市介護保険事業特別会計予算 

日程第 ８ 議案第３１号平成２８年度新庄市後期高齢者医療事業特別会計予算 

日程第 ９ 議案第３２号平成２８年度新庄市水道事業会計予算 

 

   （総務文教常任委員長報告）  

日程第１０ 議案第２号新庄市課設置条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１１ 議案第３号議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改正す 

      る条例の制定について 

日程第１２ 議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の設定につい 

      て 

日程第１３ 議案第５号地方公務員法及び地方独立行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係 

      条例の整備に関する条例の設定について 

日程第１４ 議案第６号新庄市行政不服審査会条例の設定について 

日程第１５ 議案第７号行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の設定について 

日程第１６ 議案第８号新庄市まちづくり応援寄附金条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１７ 議案第９号真室川町との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１８ 議案第１０号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第１９ 議案第１１号鮭川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 
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日程第２０ 議案第１２号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協定の変更について 

日程第２１ 請願第２号「奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める請願」について 

 

   （産業厚生常任委員長報告） 

日程第２２ 議案第１３号新庄市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２３ 議案第１４号新庄市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関す 

      る基準を定める条例等の一部を改正する条例の設定について 

日程第２４ 請願第１号ＴＰＰ協定を国会で批准しないことを求めることについての請願書 

 

本日の会議に付した事件 

 

議事日程（第４号）のほか 

日程第２５ 議案第３３号新庄市副市長の選任について 

日程第２６ 議案第３４号新庄市監査委員の選任について 

日程第２７ 議案第３５号財産の処分について 

日程第２８ 議案第３６号平成２７年度新庄市一般会計補正予算（第６号） 

日程第２９ 議案第３７号平成２７年度新庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第３０ 議案第３８号平成２７年度新庄市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 

日程第３１ 議案第３９号平成２７年度新庄市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 

日程第３２ 議案第４０号平成２７年度新庄市水道事業会計補正予算（第３号） 

日程第３３ 議会案第１号奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める意見書の提出について 

日程第３４ 閉会中の継続調査申し出について 
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開      議 

 

 

清水清秋議長 おはようございます。 

  ただいまの出席議員は18名でございます。 

  欠席通告者はありません。 

  選挙管理委員会委員長矢作勝彦君から本日午

前中の欠席届が出ております。 

  それでは、これより本日の会議を開きます。 

  初めに、３月11日から行われました予算特別

委員会における委員の発言について一部取り消

しの申し出がありますので、許可します。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 予算委員会の平成28年

度一般会計予算に反対討論を行った中で私の発

言の中で                  

    という部分を削除させていただきたいと

思います。 

  市からは何度も説明したとのことですので、

おわびしながら訂正させていただきます。 

清水清秋議長 お諮りします。 

  佐藤悦子君からの発言の一部を取り消しした

い旨の申し出がありましたが、この取り消し申

し出を許可することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

佐藤悦子君からの発言の取り消し申し出を許可

することに決定しました。 

  これより会議は、お手元に配付しております

議事日程（第４号）によって進めます。 

 

 

予算特別委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第１議案第24号平成28年度新

庄市一般会計予算から日程第９議案第32号平成

28年度新庄市水道事業会計予算までの議案計９

件を一括議題といたします。 

  本件に関し予算特別委員長の報告を求めます。 

  予算特別委員長髙橋富美子君。 

   （髙橋富美子予算特別委員長登壇） 

髙橋富美子予算特別委員長 おはようございます。 

  予算特別委員会における審査の経過と結果に

ついて報告いたします。 

  予算特別委員会は全議員をもって構成されて

おりますので、要点のみの御報告とさせていた

だきます。 

  それでは、御報告申し上げます。 

  予算特別委員会に付託された案件は、議案第

24号平成28年度新庄市一般会計予算から議案第

32号平成28年度新庄市水道事業会計予算までの

計９件であります。予算特別委員会は、３月10

日、11日、14日３日間にわたり活発な議論のも

とに慎重な審査が行われたところであります。 

  初めに、議案第24号平成28年度新庄市一般会

計予算につきましては、各委員より数多くの質

疑があり、活発な議論が交わされました。討論

に入り、佐藤悦子委員より反対の討論、佐藤卓

也委員より賛成の討論があり、採決の結果、賛

成多数で原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議案第26号平成28年度新庄市交通災害

共済事業特別会計予算、議案第27号平成28年度

新庄市公共下水道事業特別会計予算、議案第28

号平成28年度新庄市農業集落排水事業特別会計

予算、議案第29号平成28年度新庄市営農飲雑用

水事業特別会計予算議案４件につきましては、

いずれも質疑、討論はなく、全員異議なく原案

のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第25号平成28年度新庄市国民健康

保険事業特別会計予算、議案第30号平成28年度

新庄市介護保険事業特別会計予算、議案第32号

平成28年度新庄市水道事業会計予算の議案３件
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につきましては、質疑を行いましたが、討論は

なく、全員異議なく原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

  次に、議案第31号平成28年度新庄市後期高齢

者医療特別会計予算につきましては質疑を行い

ましたが、討論はなく採決の結果、賛成多数で

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上、予算特別委員会に付託された案件、議

案第24号平成28年度新庄市一般会計予算から議

案第32号平成28年度新庄市水道事業会計予算ま

での議案９件については、いずれも原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  議長よりよろしくお取り計らいくださいます

ようお願い申し上げ、予算特別委員会における

審査の経過と結果についての御報告といたしま

す。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  予算特別委員会は全議員をもって構成されて

おり、質疑、討論は終わっておりますので、直

ちに採決したいと思います。これに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  初めに、委員長報告のうち、質疑、討論があ

り、採決の結果、賛成多数で可決すべきものと

した議案１件について採決いたします。 

  議案第24号平成28年度新庄市一般会計予算に

ついて、委員長報告のとおり決することに賛成

の諸君は賛成のボタンを、反対の諸君は反対の

ボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は賛成16票反対１票、賛成多数で

あります。よって、議案第24号は委員長報告の

とおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち質疑を行いましたが、

討論はなく、採決の結果賛成多数で可決すべき

ものとした議案１件について採決いたします。 

  議案第31号平成28年度新庄市後期高齢者医療

事業特別会計予算について、委員長報告のとお

り決することに賛成の諸君は賛成のボタンを、

反対の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は、賛成16票反対１票。よって、

賛成多数であります。よって、議案第31号は委

員長報告のとおり可決されました。 

  次に、委員長報告のうち、質疑を行いました

が、討論はなく、全員異議なく可決すべきもの

とした議案第25号平成28年度新庄市国民健康保

険事業特別会計予算、議案第30号平成28年度新

庄市介護保険事業特別会計予算、議案第34号平

成28年度新庄市水道事業会計予算の議案３件及

び質疑、討論はなく、全員異議なく可決すべき

ものとした議案第26号平成28年度新庄市交通災

害共済事業特別会計予算、議案第27号平成28年

度新庄市公共下水道事業特別会計予算、議案第

28号平成28年度新庄市農業集落排水事業特別会

計予算、議案第29号平成28年度新庄市営農飲雑

用水事業特別会計予算の議案４件について、委

員長報告のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 暫時休憩します。 

 

     午前１０時１２分 休憩 

     午前１０時１３分 開議 
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清水清秋議長 休憩を解いて再開します。 

  佐藤悦子議員から動議が出ております内容は

お知らせください。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第32号平成28年度

新庄市水道事業会計予算というところを議案第

34号と間違ったと思いますが、訂正お願いしま

す。 

清水清秋議長 ただいまの報告の訂正をいたしま

す。 

  議案第34号と申しました平成28年度新庄市水

道事業会計予算は議案第32号でありましたので

訂正させていただきます。異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第25号、議案第26号、議案第27号、議案第

28号、議案第29号、議案第30号、議案第32号は、

委員長の報告のとおり可決されました。 

 

 

総務文教常任委員長報告 

 

 

清水清秋議長 次に、日程第10議案第２号新庄市

課設置条例の一部を改正する条例の制定につい

てから、日程第21請願第２号奨学金制度充実と

教育費負担の軽減を求める請願についてまでの

議案11件と請願１件の計12件を一括議題といた

します。 

  本件に関し、総務文教常任委員長の報告を求

めます。 

  総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

   （髙橋富美子総務文教常任委員長登壇） 

髙橋富美子総務文教常任委員長 私から、総務文

教常任委員会の審査の経過と結果について御報

告申し上げます。 

  当委員会に付託されました案件は、議案11件、

請願１件であります。 

  審査のため、３月９日午前10時より、議員協

議会室において委員８名出席のもと審査を行い

ました。 

  初めに、議案第２号から議案第７号までの議

案６件は総務課の案件となりますので、総務課

職員出席のもと審査を行いました。 

  議案第２号新庄市課設置条例の一部を改正す

る条例の制定について補足説明を受けた後審査

を行いました。 

  総務課からは他の分掌事務の一部を変更する

条例の改正であり、総務課の分掌事務の広報及

び広聴に関することを総合政策課に所管がえを

し、政策及び施策に関して情報戦略を展開し情

報の発信機能の強化を図るとの説明がありまし

た。 

  審査に入り、委員より、総合政策課に所管が

えになった場合の人員についてどう考えている

のかといった質問があり、担当課からは現在広

報担当者２名で業務に当たっている。移管後に

ついては機能強化ということもあり、広報担当

の増員を考えているとの説明がありました。そ

の後、課の統廃合についての質疑がありました

が、採決の結果、議案第２号については全員異

議なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第３号議会の議員その他非常勤の

職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について、総務課からは補償

額の請求調整の関係において上位法である地方

公務員法施行令の改正に伴うものであるとの説

明がありました。 

  審査に入り、委員から質疑はなく、採決の結

果、全員異議なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第４号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例の設定に

ついて、総務課から今回の改正については山形

県人事委員会勧告に準拠して改正するもので、

給料表については平均0.345％、金額平均1,080
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円の改定、期末勤勉手当については0.15月引き

上げ、現在の年間支給月数3.95月を4.10月に改

めるとともに特別職期末手当については0.1月

引き上げる改正を行うとの説明がありました。 

  審査に入り、委員からラスパイレス指数につ

いての質疑はありましたが、採決の結果、全員

異議なく可決すべきものと決しました。 

  次に、議案第５号地方公務員法及び地方独立

行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の設定について、

総務課から地方公務員法の一部改正に伴う関係

条例の整備を行う。退職管理の設定、能力及び

実績に基づく人事管理の徹底が主な改正であり、

本市の一般職の職員の給与に関する条例の整備

については、人事評価の実施に伴い等級別基準

職務表を条例上に設定することになるとの説明

がありました。 

  審査に入り、委員から質疑はなく、採決の結

果議案第５号については全員異議なく可決すべ

きものと決しました。 

  次に、議案第６号新庄市行政不服審査会条例

の設定について、議案第７号行政不服審査法の

施行に伴う関係条例の整備に関する条例の設定

については、行政不服審査法の施行に伴うもの

であります。総務課から行政不服審査法の全部

が改正されたことに伴い改正されたものであり、

この改正を受けて新庄市行政不服審査会を設置

し組織及び運営に関し必要な事項を定め関係条

例の文言の整備を行うとの説明がありました。 

  審査に入り、委員の委嘱と専門委員の選任に

ついての質問があり、総務課からは委員の委嘱

については必要の都度法律や行政に詳しい方の

中から委員を委嘱、専門委員については特に専

門的知識が要する場合が必要になったときにそ

の有識者の中から選任し設置するとの説明があ

りました。 

  その他、質疑はありましたが、議案第６号、

議案第７号については全員異議なく可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議案第８号から議案第12号までの議案

５件は総合政策課の案件となりますので、総合

政策課職員出席のもと審査を行いました。 

  議案第８号新庄市まちづくり応援寄附金条例

の一部を改正する条例の制定について補足説明

を受けた後審査を行いました。 

  総合政策課からは、今まで寄附金は基金に入

れて必要な分だけ基金を取り崩す方法をとって

いたが、今回の改正はお礼品、郵送料などの必

要経費を差し引いた残りの分を寄附金に積み立

てする内容となっているとの説明がありました。 

  審査に入り、お礼品代等の経費の割合やお礼

品に対しての質疑、他の自治体の条例の有無な

どについての質疑はありましたが、採決の結果、

議案第８号については全員異議なく可決すべき

ものと決しました。 

  続いて、議案第９号真室川町との新庄最上定

住自立圏の形成に関する協定の変更について、

議案第10号大蔵村との新庄最上定住自立圏の形

成に関する協定の変更について、議案第11号鮭

川村との新庄最上定住自立圏の形成に関する協

定の変更について、議案第12号戸沢村との新庄

最上定住自立圏の形成に関する協定の変更につ

いての議案４件は新庄市と最上４町村において

締結した定住自立圏の形成に関する協定の一部

を変更するものです。 

  総合政策課からは、昨年６月の締結後に連携

の必要性が確認されたものがあり、連携項目を

追加するため協定の変更を行うとの説明があり

ました。 

  審査に入り、委員から町村との取り組み方に

ついての質疑はありましたが、採決の結果、議

案第９号から議案第12号までの議案４件につい

ては全員異議なく原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、請願第２号奨学金制度の充実と教育費

負担の軽減を求める請願については教育総務課
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職員の出席を求め、奨学金制度についての現状

を伺いました。 

  審査において、委員から教育を受ける機会は

均等でなくてはならない。安定した職業という

ことが崩れつつある今の時代には奨学金制度と

いうのは必要な制度であるといった意見が出さ

れました。また、一方で請願者の意向が全て賛

成であればいいのだが、１つでも反対があれば

賛成できかねる、今回出された請願は他力本願

のところが多過ぎるので受け入れられない。別

の委員から請願の意図するところはわかるし今

後の教育上マイナスになる請願ではないので委

員会として意見書を出すべきであるという意見

が出されました。その他意見が出されましたが、

採決の結果、賛成者はなく不採択すべきものと

決しました。 

  以上で、総務文教常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果について報告を終わ

ります。 

  請願審査において、委員から意見書を出すべ

きということによりまして、総務文教常任委員

会として意見書を提出したいと考えております。

よろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 ただいまの総務文教常任委員長報

告に対して、質疑に入ります。 

  初めに、議案第２号新庄市課設置条例の一部

を改正する条例の制定について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第２号新庄市課設置条例の一部を改正す

る条例の制定については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第２号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第３号議会の議員その他非常勤の

職員の公務災害補償等に関する条例の一部を改

正する条例の制定について質疑に入ります。質

疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第３号議会の議員その他非常勤の職員の

公務災害補償等に関する条例の一部を改正する

条例の制定については、委員長報告のとおり決

することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第３号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第４号新庄市一般職の職員の給与

に関する条例等の一部を改正する条例の設定に

ついて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 
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１ 番（佐藤悦子議員） ただいまの委員長の報

告の中で、山形県の人事院勧告に準拠してとい

うお話がありました。一般職についての人事院

勧告に準拠して引き上げるというのは、私は人

勧のとおりだと思います。 

  ところで、人事院勧告というのは特別職の給

与の引き上げにしなければならないという法律

的なものがあるのでしょうかという議論はあっ

たでしょうか。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 そのことについ

ては、委員会では特に発言はありませんでした。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私の聞くところにより

ますと、特別職については人事院勧告について

は法律的な縛りというか、そこも上げねばなら

ないということまでは法律的にかかわっていな

いと伺っています。そういう意味では、人事院

勧告の一般職の引き上げをしろということに乗

じて三役などの高額の所得の方や議員、特別職

の議員も一緒になって上げようとしておられる

のだかと思います。 

  そういう意味では、法的にはそこについては

縛りはないわけでありまして、新庄市の財政の

状況などを考えたときには、厳しい厳しいと、

これからも引き締めが必要なんだと監査委員な

どもよくおっしゃっていますよね。 

  ですから、そういう立場から私は職員につい

ては人事院勧告でやる、しかし特別職や議員な

どについては引き上げはやめておこうと議員な

どではなくて議員、特別職の市三役と議員です。

ここについては引き上げをやめるべきではなか

ったかなと思います。 

  最初の総括質疑のときに、市三役と議員で年

間125万7,000円ぐらい引き上げになるんだと伺

いましたが、そのことについての質疑はなかっ

たんでしょうか。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 総務文教常任委

員会の中ではそういった質疑はありませんでし

た。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） そういう意味では、総

括質疑は総務常任委員会に向けてこういうこと

も検討していただきたいということで全体の場

で一応質問しているわけでありますから、そう

いったことについてどう考えるかということで

もう一度総務常任委員会を開いて質疑し直して

いただくこともあってもいいんじゃないかと思

いますが、どうでしょうか。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 先ほど委員長報

告で申し上げたとおりです。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。

（「あり」の声あり）反対討論ですか、賛成討

論ですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議案第４号新庄市一般

職の職員の給与に関する条例の一部を改正する

条例の設定について異議なく可決という委員長

の報告でありましたが、私は反対です。 

  市の一般職員の給与を県の人事委員会勧告に
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従って引き上げることには賛成です。市一般職

の平均引き上げ額は年間６万8,500円とお聞き

しました。これには賛成です。しかし、市の三

役と議員の給与について延べ125万7,000円引き

上げることもあわせて内容に含まれております。

これには反対です。 

  先ほど質問の中でも申し述べましたが、人事

院勧告は市の三役や議員の給与などについても

同じくやるべきだという法律的なものはないと

聞いております。特別職の市長の場合は13万円

弱の引き上げ、副市長は10万円弱、教育長は８

万円強の引き上げとなります。議員は議長が６

万3,000円の引き上げ、副議長は５万5,000円の

引き上げ、議員は５万2,000円弱の引き上げと

なるとのことです。 

  実質公債費率などがよくなったとはいえ、厳

しい状況だということは市長も監査委員も述べ

ておられます。そういう中で市民に対する福祉

は削減されたままになっているものがあります。

特に、福祉タクシー券は重度障害の１級、２級

の方のみで枚数も県内最低であります。予算が

約80万円と抑えられております。内容は若干今

度改正されるようでありますが、それでも枚数

や対象は低く抑えられています。県内最低であ

ります。 

  80歳以上の方に支給されていたタクシー券も

なくなったままとなっております。市民の中に

こうしたことに対する不満はたくさんあります。

年金が減らされて消費税増税で景気が冷え込み

買い物を控えようとして閉じこもりがちになっ

ている市民です。この市民を励ます福祉を充実

する方向に向けることができるお金だと思うか

らです。以上です。 

清水清秋議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て、討論を終結し、直ちに採決したいと思いま

す。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第４号新庄市一般職の職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例の設定について

は、委員長報告のとおり決することに反対討論

がありましたので、議案第４号新庄市一般職の

職員の給与に関する条例等の一部を改正する条

例の設定については電子表決システムにより採

決を行います。 

  議案第４号について、委員長報告のとおり決

することに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対

の諸君は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は賛成15票、反対２票。よって賛

成多数であり、議案第４号は委員長報告のとお

り可決されました。 

  次に、議案第５号地方公務員法及び地方独立

行政法人法の一部を改正する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の設定について質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第５号地方公務員法及び地方独立行政法

人法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条
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例の整備に関する条例の設定については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第５号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第６号新庄市行政不服審査会条例

の設定について質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第６号新庄市行政不服審査会条例の設定

については、委員長報告のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第６号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第７号行政不服審査法の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の設定について

質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第７号行政不服審査法の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例の設定については、委

員長報告のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第７号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第８号新庄市まちづくり応援寄附

金条例の一部を改正する条例の制定について質

疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第８号新庄市まちづくり応援寄附金条例

の一部を改正する条例の制定については、委員

長報告のとおり決することに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第８号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第９号真室川町との新庄最上定住
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自立圏の形成に関する協定の変更についてから

議案第12号戸沢村との新庄最上定住自立圏の形

成に関する協定の変更についてまでは関連があ

りますので一括して質疑を行い、質疑の後にそ

れぞれの議案について討論、採決を行います。

これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより議案第９号真室川町との新庄最上定

住自立圏の形成に関する協定の変更について討

論に入ります。ただいまのところ討論の通告は

ありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第９号真室川町との新庄最上定住自立圏

の形成に関する協定の変更については、委員長

報告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第９号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第10号大蔵村との新庄最上定住自

立圏の形成に関する協定の変更について討論に

入ります。ただいまのところ討論の通告はあり

ません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第10号大蔵村との新庄最上定住自立圏の

形成に関する協定の変更については、委員長報

告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第10号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  これより議案第11号鮭川村との新庄最上定住

自立圏の形成に関する協定の変更について討論

に入ります。ただいまのところ討論の通告はあ

りません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第11号鮭川村との新庄最上定住自立圏の

形成に関する協定の変更については、委員長報

告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第11号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  これより議案第12号戸沢村との新庄最上定住

自立圏の形成に関する協定の変更について討論

に入ります。ただいまのところ討論の通告はあ

りません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第12号戸沢村との新庄最上定住自立圏の

形成に関する協定の変更については、委員長報
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告のとおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第12号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第２号奨学金制度の充実と教育費

負担の軽減を求める請願について質疑に入りま

す。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまの委員長の報

告の中で、教育を受ける権利についてだったと

思いますが、公平であってはならないというよ

うに報告があったと思います。そういう内容だ

ったのか、もう一度お願いします。 

  それから、もう一つに他力本願ではだめだと

いう委員の発言があったということですが、本

当だったでしょうか。もう一度報告の内容を確

かめたいと思いますので、もう一度その部分に

ついてお願いします。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 先ほど委員長報

告で申し上げたとおりです。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 教育を受ける権利は公

平であってはならないと私は聞いたように思い

ます。耳を疑いました。 

  この請願の趣旨、見ますと奨学金を受ける

方々の大学、最初にまず大学の納付金の金額が

すごく高いということを感じましたし、大学生

の２人に１人が奨学金を受けていることもなる

ほどと私は思いましたし、結果最近の就職の正

採用になれない若者の現状からだと思いますが、

返したくても返せないということで33万人も返

済に苦しんでおられる若者が出ているという、

これは市内の方で大学ではないんですけれども、

高校のときに母子家庭のお母さんのほうですが、

息子が高校に入るに当たって40万円もかかると

いうことで、私借りたらいいんじゃないかなん

ていう話もしたところお母さんは実は自分も奨

学金受けたけれども、返せなかったんだ。その

ために、また借りることが息子のために借りら

れないという話がありました。つまり、貧困に

苦しむ御家庭が子供にまで教育を受けさせない

状況に重ねて、奨学金さえ受けられないか、教

育のためにお金を借りることもできない状況と

なっているなということで、御家庭の苦しみな

どを思いましたときに、奨学金を返せない若者

の苦しみ、これには私はその立場に立ってこれ

は不採択ではなく採択にすべき内容ではないか

と思うんですが。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、質問の総務文教に対

しての質問の内容に入ってください。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） もう一度やり直すべき

だと私は思います。そういう気持ちはないかお

願いします。委員長に。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 先ほどの委員長

報告の中で教育を受ける機会は均等でなくては

ならないと申し上げておりますので、よろしく

お願いします。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 私の聞き間違いだった

ということで、今ほっとしました。逆に言った

ように報告を受け取ったものですから、びっく

りしてしまったんです。私はその教育を受ける

機会は均等でなくてはならないという立場に立

てば、私は不採択でなくて採択にすべきだと思
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った次第です。 

  先ほど、委員会として意見書を提出というお

話はありましたが、意見書の内容は請願の趣旨

に沿った方向の内容なのでしょうか。だとした

ら、私は採択すべきではなかったかと思います

が、いかがでしょうか。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 議長、髙橋富美

子。 

清水清秋議長 総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

髙橋富美子総務文教常任委員長 先ほども申し上

げましたが、委員会として意見書を出すべきと

いうことによりまして総務文教常任委員会とし

て意見書を提出したいと考えております。以上

です。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。委員長報告はきちっ

とやっていることを、佐藤悦子議員のほうでも

それを聞いて発言をしていただきたい。再度同

じようなことをまた報告させるのはいかがなも

のかと思います。ひとつよろしくお願いしたい

と思います。 

  ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時５３分 休憩 

     午前１０時５４分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第２号奨学金制度の充実と教育費負担の

軽減を求める請願について、委員長報告は不採

択でありますが、請願第２号については、原案

のとおり採択することに賛成の諸君は賛成のボ

タンを、反対の諸君は反対のボタンを押してく

ださい。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  賛成４票、反対13票、賛成少数であります。

よって、請願第２号は不採択とすることに決し

ました。 

  ただいまから10分間暫時休憩いたします。 

 

     午前１０時５５分 休憩 

     午前１１時０４分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

産業厚生常任委員長報告 

 

 

清水清秋議長 日程第22議案第13号新庄市消防団

条例の一部を改正する条例の制定についてから

日程第24請願第１号ＴＰＰ協定を国会で批准し

ないことを求めることについての請願書までの

議案２件と請願１件の計３件を一括議題といた

します。 

  本件に関し、産業厚生常任委員長の報告を求

めます。 

  産業厚生常任委員長佐藤義一君。 

   （佐藤義一産業厚生常任委員長登壇） 

佐藤義一産業厚生常任委員長 おはようございま

す。私から、産業厚生常任委員会の審査の経過

と結果について御報告申し上げます。 
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  当委員会に付託されました案件は、議案２件

請願１件であります。 

  審査のため、３月８日午前10時より、議員協

議会室において委員９名全員出席のもと審査を

行いました。 

  初めに、議案第13号新庄市消防団条例の一部

を改正する条例の制定については、環境課から

補足説明を受けた後、審査を行いました。 

  環境課からは、消防団出場手当改正案につい

て県内市町村消防団出場手当の状況なども含め

詳細な説明がありました。 

  審査に入り、委員から、消防団の出場状況な

どについての質疑がありましたが、採決の結果、

議案第13号については全員異議なく可決すべき

ものと決しました。 

  続いて、議案第14号新庄市指定地域密着型サ

ービスの事業の人員、設備及び運営に関する基

準を定める条例等の一部を改正する条例の設定

については、成人福祉課の補足説明を受けた後、

審査を行いました。 

  成人福祉課からは、小規模型通所介護の地域

密着型サービスへの移行により現行で県がして

いた利用定員18人以下の小規模な通所介護事業

所が、平成28年４月１日より市が指定監督する

こととなることから、条例の一部を改正を行う

と説明がありました。 

  審査に入り、委員から、利用対象者は事業所

が所在する市町村に居住する者となっているが、

他の市町村からの利用者の有無についての質疑

がありました。成人福祉課からは、施設にあき

がある場合、市と協議の上他所の町村の方も受

け入れは数名ある。市が指定という地域密着型

サービスのため、原則は新庄市の住民の利用者

を優先させていただくことに事業所とは調整済

みという説明がありました。 

  採決の結果、議案第14号については全員異議

なく可決すべきものと決しました。 

  続いて、請願第１号ＴＰＰ協定を国会で批准

しないことを求めることについての請願書につ

いては、請願の紹介議員に出席を求め、審査を

行いました。また、説明員として農林課の職員

の出席を求め、ＴＰＰ協定についての現状を伺

いました。 

  審査において、委員からは、ＩＳＤ条項など

を考えると調印されたとはいえ決定事項ではな

いということから、批准をしないことを求める

請願に賛成だという意見や、９月でも新庄市議

会としてＴＰＰ交渉に関する意見書は既に出し

ているが、その意見書との整合性がとれない、

この先、国がどのような努力をして日本の農業

を守るのか検証していくことが必要だなどとさ

まざまな意見がありました。 

  異議の有無を諮りましたところ、異議ありの

発言があり、挙手採決の結果、請願第１号につ

いては賛成少数で不採択すべきものと決しまし

た。 

  以上で、産業厚生常任委員会に付託されまし

た案件の審査の経過と結果についての報告を終

わります。よろしくお願い申し上げます。 

清水清秋議長 ただいまの産業厚生常任委員長報

告に対して質疑に入ります。 

  初めに、議案第13号新庄市消防団条例の一部

を改正する条例の制定について質疑に入ります。

質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 
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  これより採決いたします。 

  議案第13号新庄市消防団条例の一部を改正す

る条例の制定については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第13号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第14号新庄市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例等の一部を改正する条例の設定に

ついて質疑に入ります。質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

  ただいまより討論に入ります。ただいまのと

ころ討論の通告はありません。討論ありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって討論

を終結し、直ちに採決したいと思います。これ

に御異議ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第14号新庄市指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定め

る条例等の一部を改正する条例の設定について

は、委員長報告のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第14号は委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、請願第１号ＴＰＰ協定を国会で批准し

ないことを求めることについての請願書につい

て質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって、

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ、

討論の通告はありません。討論ありませんか。

佐藤悦子君、賛成ですか、反対討論ですか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） 請願第１号ＴＰＰ協定

を国会で批准しないことを求めることについて

の請願について、委員長は不採択ということで

ありましたが、私は請願に賛成の討論を行いま

す。 

  現時点で明らかになってきたＴＰＰ協定の内

容と新庄市農業への影響、そしてＩＳＤ条項の

問題について私なりに述べて賛成討論をさせて

いただきます。 

  政府は、今国会でＴＰＰ国会批准手続をしよ

うとしています。昨年12月24日内閣官房ＴＰＰ

政府対策本部がＴＰＰ協定の経済効果分析と農

林水産物の生産額への影響についてを発表し、

ＴＰＰが発効すればＧＤＰは2014年比で約14兆

円拡大し、労働供給人口は約80万人ふえる、農

林水産物は減少額は約1,300億円から2,100億円

だが政策対応で国内生産量は維持されるという

試算を明らかにしました。 

  これに対して、市内の農家やＪＡの幹部の方

からＴＰＰが発効すれば市内の多くの農家は続

けられない。国会決議違反だ。ＴＰＰ交渉から

撤退すべきだという声が上がっております。 

  アメリカのタフツ大学の世界開発環境研究所

はＴＰＰ影響試算を発表し、日本のＧＤＰ成長

率は2015年から2025年の10年間でそれぞれ

0.12％、0.54％も落ち込み、雇用は日本で７万

4,000人が失業し、アメリカも44万8,000人、カ

ナダも５万8,000人、オーストラリアも３万

9,000人がそれぞれ失業すると推定しました。 

  日本政府の試算とは真逆の試算となっていま

す。タフツ大学は試算に当たり日本政府の使う
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試算モデルではなく国連社会局のモデルを使用

しほかのモデルでは除外されている雇用への影

響を織り込んでいるからだそうです。タフツ大

学の試算のほうが新庄市内の農家の思いに近い

と思います。 

  なぜ、市内の農家の思いと政府の試算がこん

なに違うのか。日本政府の試算方法は全ての農

林水産物を対象としていないのです。試算対象

品目は関税率10％以上かつ国内生産額10億円以

上の品目で19品目の農産物、14品目の農林水産

物に限定しています。要するに、極めて限定的

な品目で政府は試算しているのです。 

  さらに重大なことは、重要５品目の調整品、

いわゆる加工品が計算の対象外になっているの

です。重要５品目586品目のうち29.7％に当た

る約174品目が関税撤廃となっています。それ

が重要５品目の調整品です。米、小麦、砂糖、

牛肉、豚肉、乳製品の調整品、加工品が計算の

対象外となっているのです。 

  これらの加工食品の輸入が急増すれば、原料

となる米、小麦、砂糖、牛肉、豚肉の生産に影

響を与えます。影響試算に入れるべきものを入

れないで政府は農林生産量は維持されるなどと

いう幻想を振りまいているのです。 

  米について、新庄市の平成26年度決算から水

田農業にかかわる新庄市の農業者は1,788人で

す。82％の方が農業以外の収入で生計を立てて

います。国全体では、消費量の減少から毎年８

万トンの過剰生産となり、昨年度は農家の手取

り価格は１万円を下回り、米の全国平均生産費

の１俵１万6,001円をはるかに下回る水準にな

りました。今年度はやや改善されたとはいえ、

依然として生産費を下回る米価水準になってい

ます。 

  これに対して、ＴＰＰではアメリカとオース

トラリアから合計で７万8,400トンの輸入増を

認めるというのです。ミニマムアクセス米77万

トンにさらに加えて輸入されるのです。輸入米

が国内生産量の１割を超えることになります。

国内の米需給や米の価格に影響を与えることは

明らかです。輸入米の米価は圧倒的に安く、輸

入差益を課したとしても政府は３年中２年で枠

を満たさなかった場合価格を15％引き下げるこ

とをＴＰＰ協定のサイドレーターで約束してい

るのです。外食、中食に使われる輸入米が15％

価格引き下げになれば国産米の価格下落への影

響を与えることは明らかです。 

  もう一つの米の問題は米粉調整品です。現在、

10万トンほどの輸入価格は60キロ当たり5,882

円から5,958円です。和菓子やせんべいなどに

使われています。一方、国産加工原料米が

6,700円です。今でも安い輸入米粉がＴＰＰ協

定後即時引き下げとなっております。 

  輸入増大と加工用国産米の価格引き下げ圧力

となることは明らかです。政府は、国別枠の輸

入量に相当する国産米を政府が備蓄米として買

い入れるから、国産主食用米のこれまでの生産

量や農家所得に影響は見込みがたいと言います

が、果たしてどうでしょうか。問題は備蓄米の

経費です。１万トン当たり20億円かかります。

毎年20万トン買い上げることで年間400億円が

備蓄米の経費となります。これに７万8,400ト

ンとして156億円の経費が上乗せされます。現

在の備蓄制度では数年間保管した後飼料用など

の非主食用として販売します。農林水産省の試

算では差し引き年間700億円の出費となります。

これに対して以前のやり方の備蓄では主食用古

米として毎年販売するので、150億円の出費で

国は済むのです。財政負担が厳しくなったとき

に前の備蓄方法に戻す可能性もあり、そうなれ

ば絶えず安い古米が市場に流入し、米の需給バ

ランスが崩れ価格下落になるのは必至です。 

  米は毎年８万トンの余剰米が発生しており絶

えず価格下落の圧力を受けております。そこに

ＴＰＰによる価格下落の要因が加わるわけで、

政府の米の影響ゼロという試算が全くの絵空事
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であることは明らかでないでしょうか。牛肉、

豚肉についてはどうでしょう。政府試算では減

少額はあるとしながらも生産減少率はゼロ％と

しています。2014年の牛肉の国内生産量は50万

2,000トン、輸入量は73万8,000トンで輸入量は

国内生産の1.47倍になっています。豚肉は国内

生産量が125万トンに対して輸入量は121万

6,000トンで輸入量が国内生産量と匹敵してい

ます。輸入牛肉の肉質は乳用種の牛肉と競合し

ています。輸入牛肉の価格下落は乳用種の牛肉

価格を直撃します。牛肉の関税がＴＰＰ発効時

に一気に10％削減です。16年目には今の38.5％

が９％にまで削減です。政府の試算はこの関税

削減分の２分の１しか輸入牛肉価格の下落を見

ていないのです。本来は関税下落分をそのまま

価格下落として見るべきなのです。それで見れ

ば牛肉の生産減少額は２倍にふえるのです。 

  豚肉も同じです。さらに、政府の影響試算で

は牛肉、豚肉の調整品を対象外にしています。

牛肉、豚肉の調整品は2014年には牛肉が58万ト

ン、豚肉が85万トンも輸入されています。現在

のそれぞれの肉の輸入量の７割から８割にも及

ぶ量です。牛肉、豚肉の調整品はＴＰＰ発効後

の11年目には関税撤廃です。ハムやベーコンだ

けでなくとんかつなども調整品です。無関税で

輸入される影響は大きいのです。酪農は乳牛を

絶えず妊娠出産させ牛乳を生産しています。雄

の子牛を肉牛に育てる肥育農家に買ってもらう

ことで重要な収入源としています。牛肉の関税

が38.5％から９％に引き下げられるなら、圧倒

的に安い輸入牛肉が輸入され、肥育農家の経営

に打撃を与え、子牛価格の下落によって酪農経

営にも打撃となるのです。 

  牛乳、乳製品について見てみます。政府の試

算は生産減少額はあるが生産減少率はゼロとし

ています。この影響試算でも乳製品向けの牛乳

価格低下は関税削減分の２分の１しか見ていな

いのです。これは関税削減額相当分にすれば生

産減少額は政府試算の２倍になります。牛乳、

乳製品も政府の試算で調整品は対象外とされて

います。今でも年間約18万トンも輸入されてい

る粉乳、調整品がおおむね８年から11年目に関

税が撤廃となっています。市内の酪農家によれ

ば１キロ当たり約100円の生産者価格でようや

く維持している状態だそうです。関税削減で輸

入が拡大され、価格が下がればやめるしかない

とのことです。 

  ＴＰＰでは国内生産を維持されると見込むこ

とは困難であり、食糧自給率は下がることは明

らかです。自給率を上げることこそ国防ではな

いのかと市内のＪＡの幹部がおっしゃっていま

した。同感です。 

  ＴＰＰの狙いは関税撤廃だけでなく非関税障

壁の撤廃にあると言われています。ＩＳＤ条項

の問題です。ＩＳＤは外国投資家が投資先国家

の政府を海外の裁判（仲裁）に訴える制度です。

グローバル資本が一国の内政に干渉する有力な

手段です。それによって犠牲となるのは生命や

健康、環境といった人間にとってかけがえのな

い価値です。 

  例えば、子宮頸がんのワクチンの主要なメー

カーはアメリカの会社です。子宮頸がんのワク

チンは2013年４月小学６年生から高校１年まで

の女子に積極的に接種しようとなりました。し

かし、６月から一時的に差し控えられています。

それは、深刻な副作用被害が存在したからです。

科学的な因果関係は認められてはいません。し

かし、予防原則という考えで差し控えられてい

ます。そのワクチンは５万円と言われ、対象年

齢者300万人と見れば1,500億円もの市場規模の

ものです。毎年義務となれば、年間50万人、年

間250億円もの安定的な市場となります。 

  もし、ＴＰＰが発効されていたら、アメリカ

の企業から日本は訴えられ科学的根拠を示さね

ばならなくなり、できないために予防原則は投

げ捨てられ、子宮頸がんのワクチンを積極的に
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進めねばならなくなってしまいます。ＴＰＰが

発効していたら、深刻な被害をふやすことにな

りかねなかったのです。 

  日本国憲法76条１項は国内の紛争は全て国内

の裁判所に帰属することを定めています。しか

し、ＩＳＤ条項はこれに反するものとなります。

ＩＳＤ条項は国内の紛争であるにもかかわらず

外国投資家に対して海外の仲裁による解決を求

める選択権を与えるものです。訴訟大国である

アメリカとのＩＳＤ条項は大変危険なものとな

ります。ＩＳＤ条項をバックにしてアメリカ資

本によって国内政策や制度がゆがめられていく

可能性は格段に大きくなるのです。 

  新庄市の基幹産業、市民の命の源である農業

を守る立場から、また国民の生命や健康、環境

を守るためにもＴＰＰ協定の批准はしないでほ

しいという請願に賛成討論といたします。以上

です。 

清水清秋議長 ほかに討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに討論なしと認めます。よっ

て討論を終結し直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時３０分 休憩 

     午前１１時３１分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  請願第１号ＴＰＰ協定を国会で批准しないこ

とを求めることについての請願書について、委

員長報告は不採択でありますが、請願第１号に

ついては原案のとおり採択することに賛成の諸

君は賛成のボタンを、反対の諸君は反対のボタ

ンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果賛成７票反対10票、賛成少数であ

ります。よって、請願第１号は不採択とするこ

とに決しました。 

  ここで、暫時休憩いたします。 

 

     午前１１時３２分 休憩 

     午前１１時５６分 開議 

 

 

日程の追加 

 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

  追加案件が出ておりますので、ここで、議会

運営委員長の報告を求めます。 

  議会運営委員長森 儀一君。 

   （森 儀一議会運営委員長登壇） 

森 儀一議会運営委員長 それでは、議会運営委

員会における協議の経過と結果について報告い

たします。 

  本日午前11時35分から、議員協議会室におき

まして議会運営委員６名出席のもと、執行部か

ら副市長、関係課長並びに議会事務局職員の出

席を求めて議会運営委員会を開催し、本日の本

会議における議事日程の追加について協議をい

たしたところであります。 

  協議の結果、議案３件、補正予算５件及び奨

学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める意

見書の提出についてと閉会中の継続調査申し出

についての議会案２件、計10件を本日の議事日

程に追加していただくことにいたしました。 

  以上よろしく取り計らいいただきますようお

願い申し上げます。議会運営委員会における協
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議の経過と結果について報告いたします。よろ

しくお願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま議会運営委員長から報告がありまし

た議案３件、補正予算５件、議会案１件及び閉

会中の継続調査申し出についてを本日の議事日

程に追加することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案３件、補正予算５件、議会案１件、閉会中

の継続調査申し出についてを本日の議事日程に

追加することに決しました。 

  ここで、追加日程を配付するため暫時休憩い

たします。 

 

     午前１１時５７分 休憩 

     午後 ０時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 

 

 

日程第２５議案第３３号新庄市副

市長の選任について 

 

 

清水清秋議長 それでは、追加日程に入ります。 

  日程第25議案第33号新庄市副市長の選任につ

いてを議題といたします。 

  ここで副市長伊藤元昭君の退席を求めます。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、議案第33号新庄市副市

長の選任について御説明申し上げます。 

  本案は、新庄市の副市長として伊藤元昭氏を

選任することにつきまして地方自治法第162条

の規定による議会の同意を求めるため御提案申

し上げるものでございます。 

  御同意をお願い申し上げます伊藤元昭氏は、

参考として添付しております経歴にございます

ように昭和50年に新庄市職員となり、その後最

上広域市町村圏事務組合事務局長、政策経営課

長、総務課長等の要職を歴任いたしまして現在

新庄市副市長の職についていただいております。 

  このたび、副市長に選任するに当たりまして

本市行政に精通しており経験豊富な同氏を最も

適任と考えまして御提案申し上げる次第であり

ます。御審議いただき、御同意くださいますよ

うよろしくお願い申し上げます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第33号は会議

規則第37条第３項の規定により委員会への付託

を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって本

件は委員会の付託を省略することに決しました。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略いたし、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第33号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第33号新庄市副市長の選任についてはこ

れに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって。

議案第33号はこれに同意することに決しました。 

  １時まで休憩いたします。 

 

     午後０時０３分 休憩 

     午後１時００分 開議 

 

清水清秋議長 休憩を解いて再開いたします。 
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  ただいま、伊藤副市長には着席していただい

ておりますので、副市長に選任されました伊藤

元昭君に御挨拶をお願いいた。 

伊藤元昭副市長 時間をおかりしまして一言御挨

拶を申し上げます。 

  ただいまは選任に御同意いただきましてあり

がとうございます。 

  国を挙げて地方創生に取り組んでいる中、本

市といたしましても他市町村と競い合いながら

も新庄市の魅力を大いに発信していかなければ

ならないと思っています。こうした中、２期目

となり改めて身の引き締まる思いをしておりま

すが、市長の命をいただきながら魅力ある新庄

市のまちづくりに粉骨砕身副市長の重責を全う

していきますので、今後とも今まで同様御指導

御鞭撻賜りますようお願い申し上げまして御挨

拶にさせていただきます。 

 

 

日程第２６議案第３４号新庄市監

査委員の選任について 

 

 

清水清秋議長 日程第26議案第34号新庄市監査委

員の選任についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 議案第34号新庄市監査委員の選任

について御説明申し上げます。 

  本案は、識見を有する者のうちから選任した

監査委員の任期が本年３月31日で任期満了とな

りますことから、新たに選任するために地方自

治法第196条第１項の規定により議会の同意を

お願い申し上げるものであります。 

  御同意をお願い申し上げます大場隆司氏は、

参考として添付しております経歴にございます

ように昭和57年３月に慶應義塾大学卒業後平成

２年11月に司法書士の資格を取得され、平成４

年４月に司法書士大場隆司事務所を開設されて

おります。 

  このたび、監査委員を選任するに当たりまし

て高度の学識と経験を有している同氏を最も適

任と考え、御提案申し上げるものであります。 

  御審議いただき、御同意賜りますようよろし

くお願い申し上げます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第34号は会議

規則第37条第３項の規定により委員会への付託

を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって本

件は委員会の付託を省略することに決しました。 

  お諮りいたします。 

  本件は人事案件でありますので、質疑、討論

を省略いたし、直ちに採決したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第34号は直ちに採決することに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第34号新庄市監査委員の選任については

これに同意することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって。

議案第34号はこれに同意することに決しました。 

 

 

日程第２７議案第３５号財産の処

分について 

 

 

清水清秋議長 日程第27議案第35号財産の処分に
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ついてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 議長、山尾順紀。 

清水清秋議長 市長山尾順紀君。 

山尾順紀市長 議案第35号財産の処分について御

説明申し上げます。 

  本案は、新庄中核工業団地の土地を売却する

ため議会の議決に付すべき契約及び財産の取得

または処分に関する条例第３条の規定により議

決を求めるものであります。 

  このたび、新庄市内に本社のあるマルカ林業

株式会社より新庄中核工業団地の土地譲り受け

申し込みがございました。同社は新庄市近隣で

発生する未利用材等を集荷して燃料チップを製

造し、隣接して建設を予定している再生可能エ

ネルギー固定価格買取制度認定取得の木質バイ

オマス発電所に供給する事業を行うこととした

ものであります。 

  売却する土地は、新庄中核工業団地Ｃの２区

画の５万1,180.09平方メートル、売却価格は２

億円でございます。 

  売却の相手先はマルカ林業株式会社代表取締

役柿﨑和朗氏であります。以上、御審議賜り御

決定くださいますようよろしくお願いいたしま

す。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第35号は会議

規則第37条第３項の規定により委員会への付託

を省略したいと思います。これに御異議ありま

せんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第35号については、委員会への付託を省略

したいと思います。 

  それでは、ただいま説明のありました議案第

35号について質疑に入ります。質疑ありますか。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

清水清秋議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 財産処分は私は賛成は

するんですが、これの事業の中身について若干

お伺いしておきたいと思います。 

  場所は工業団地の入り口。Ｃの２ということ

になっていますが、これを売却することによっ

て中核工業団地の中で入り口とＣの出口といい

ますか、両方木材関係の事業が始まることにな

るというわけで、ただ私が一番心配なのは、前

にも申し上げたことがあるんですが、騒音とじ

んかい、ちりが出ないかということが一番心配

な事案でありまして、これにつきましては同業

をやっている業者に荒川課長に申し上げました

が、よく精査するようにと申し入れをした経緯

があるわけで、現状をよく調査されたことは間

接的に聞いていますが、果たして大丈夫かどう

かと。騒音とじんかい。 

  一般的には製材すれば必ずおがくずという形

で、重いものは下に落ちますが、細かい霧にも

似たちりが必ず昔から出ます。あとはどういう

場所でやるかわからんですから、工場内で建物

の中でやるとすればある程度防げて浄化しなが

ら排気するという装置があるわけで、それであ

ればある程度抑制されるということになります

が、また発電ですので、木材を運搬してきてこ

れをチップ化するわけですね。そうすると、チ

ップの稼働する機械の音というのはすばらしい

音をするというのが、私１回経験したことがあ

るので、規模によって能力によって音の程度と

いうのも比例して起こるわけでその辺はどうい

う設備でどういう状況になるかということが心

配なものですから。 

  それから、年間どれぐらいの量を消費できる

かですね。例えば、話によると協和木材さんは

年間20万立方メートルという大変莫大な木材を

処理するということを聞いております。片やこ

ちらのマルカ林業ではどのぐらいの量をやるか。
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そうするとこれを運搬する当然輸送原木車と通

常言っている平ボディーの車が相当走ります。 

  私が自分で試算したところによりますとこの

量をこなすには10分間に１台の割合で１日７時

間稼働すると10分間に１台、往復で２倍になり

ますね。５分間に１台ずつ往復することになる

んです。それが、知っている方、おると思うん

ですが、この辺で走っている原木輸送車という

のは両脇も後ろもあおりがついていない車がほ

とんどです。そこへ原木を積んでくれば必ず一

緒に樹皮もついてくるわけで、山から切り出し

たそのままで来るとすればそこに必ずほこりが

ついてきます。木くずがついてくることになり

ます。そうするとそれがあおりがないために風

圧で落ちるという現象が見られます。それが大

体運搬中に往復10分間に１回通ったとすると相

当の量のごみが持ち込まれるということにもな

ります。 

  両方から出るごみの障害が起こらなければい

いんですが、私が一番心配するのは団地内に持

ち込まれたごみがどういうふうに影響してくる

かという心配があるわけです。御存じのとおり、

今工業団地の中では精密機械とか部品とかほこ

りを嫌うような業者が数多く設置、入り込んで

おりますので、その辺の前のガスのときには周

辺の会社に聞き取りをしたということもあった

んですが、今回はその辺の展示協議会の中の話

はどうなっているか。その辺もお聞かせをいた

だきたいと思います。 

荒川正一商工観光課長 議長、荒川正一。 

清水清秋議長 商工観光課長荒川正一君。 

荒川正一商工観光課長 さまざまな面での御指摘

をいただきました。ありがとうございます。 

  私どもでも工業団地ある程度埋まってまいり

ましたので、その点にも配慮しながら進めてき

ておったところでございました。 

  今般のＣ２区画の５万平方メートルにつきま

しては、マルカ林業で搬入をした材を貯留しな

がらチップ製造を行う。マルカ林業を含めたグ

ループ会社で今新しい会社を設立する準備をし

ていますが、その会社で製造したチップを燃料

にしてバイオマス発電を行うという経営の方向

に行く形となります。 

  その中で、今御指摘がありました、特に粉じ

ん、騒音ということでありますが、まず最初に

チップ製造の分になりますけれども、チップ製

造工場につきましては大きく上屋がつきます。

したがいまして、防音防じんということに随分

配慮しているんだなと思います。さらに、音が

ありましたので実際同じ機材、機械チッパーを

使っている広島県の業者が向かいまして、測定

もしています。法に基づく中核工業団地の中の

規制基準の中にありますので、その辺は今まで

とは違った音はするんでしょうが、そこに上屋

がつくということもありまして、測定も行って

おりますので、先進例もありながらこれから進

められる部分では大丈夫なのかなと。 

  あとはチップを製造したところを新しい発電

所にベルトコンベアーで持っていきますが、持

っていく際も飛散しないように上屋が入るとい

うことがあります。発電所にボイラー装置が大

きく入りますが、そちらの音もひとつ御懸念さ

れている部分なんだろうと思います。 

  こちらにつきましては推測推計という形のデ

ータを出して計算しております。それはうちの

工業団地の規制基準の中なんですが、発電所は

24時間稼働ということになりますので、夜間が

どうなんだという問題が出てこようかと思いま

すので、そちらは先進例ということで県外に行

ってございます。 

  議員さまざまと教えていただいた部分があり

ますので参考にしながら行ってまいりました。

やはり、同じような高さも規模も同じでしたの

で、随分参考になるなと思いながら関係の３課

とともに行ってまいりましたが、結果は日中は

それなりの音はしますが、規制基準内というこ
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とでうちの団地にもそれは当てはまるんだとい

うことを確認いたしました。夜もありますので、

近隣の集落一番近いところに行ってその集落の

中でどんな音するのかということも行った面々

で確認してまいりました。音を聞き取るという

ことを集中すれば入ってくるという感じの音で

ございました。その距離は大体300メートルぐ

らいということでしたので、私どもの団地から

見れば一番近いところの地域になりますとちょ

うど２倍の600メートルぐらい。さらに、うち

の工業団地の場合緑地帯があのとおり幾重にも

樹木がありますので、その防音も効果的になる

んだろうと思ってございます。 

  搬入室の木材関係ですけれども、１日220ト

ンぐらいということになります。貯留場所を同

じ区画の中に設けておりますので、毎日という

ことにはならないかと思いますけれども、これ

をならしていきますと１日220トンということ

で、トラック大小さまざま入れ込めば１日平均

20台くらいという計算になるかなということを

業者と確認しております。搬入する場合におき

ましてもなるべくごみが飛ばない工夫というこ

とで、箱ダンプあるいはシートを使ったりとい

うことをしておりますが、原木が裸でというこ

ともあろうかと思います。分譲契約の中で環境

保全の協定も結んでまいりますので、その辺の

公害防止あるいは地域住民へのできるだけ支障

にならないような形の中での申し入れもしてま

いりますし、状況に応じましては必要に応じた

指導指示ということも考えられることではある

なとは思います。 

  できるだけ、そのような形で最初から大きな

問題にならないような形での協議を進めている

というところでございますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

１４番（新田道尋議員） 議長、新田道尋。 

清水清秋議長 新田道尋君。 

１４番（新田道尋議員） 今、説明を聞いて、概

略大体わかりましたですが、建物の中で全部処

理されるということで騒音またはじんかい防止

の装置も当然つくでしょうからこの辺は問題な

い。ただ、焼却するので基準内でやるようにな

るんでしょうけれども、ただ全部除去するとい

うわけにはまいらないんじゃないかと考えられ

るわけですね。それで将来にわたっていろんな

トラブルが団地内に起こらないように最大限努

力していかなければならないんじゃないかと思

っています。 

  今考えられるのは１日の20台の原木車の通行

に対するごみのばらまき道路に起きますので、

その辺をどのようにこれからやっていくのか。

賢明なやり方とすればどこか別の場所で、山か

ら直接来るのじゃなくて、一旦原木置き場に置

きましてそこで皮だけをむいて物だけを持って

くるとごみが最小限に抑えられるような方法が

できれば一番いいとは思うんですが、やはり操

業が始まってからあららという状況にならない

ような、わかるところは相談しながらマルカ林

業と話し合いながら詰めていかなければならな

いんじゃないかと。 

  現に、今原木運搬している業者がこの郡内で

ごみをまき散らして歩くということで国交省か

ら厳重に注意されたという最近の話を聞いてい

ますので、やはり歩いていれば必ずごみが飛ぶ

んですよね。そういうことをある程度想定して

いかなければならない。または、マルカ林業は

いいけれどもさっきも言ったとおり反対側には

協和も来るわけでございますので、そちらも同

じような問題が発生するんじゃないかと私は思

っているんです。ですから、どういう順序でこ

れから作業していくかわかりませんけれども、

詳細はわかりませんけれども、やはり極力団地

内にはごみというものは持ち込まない方法でや

るように市としても監督指導を徹底していただ

かないと、問題が起きれば必ず市にはね返って

きますので、十分検討していただきたいと思い
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ます。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第35号は討論を終結し直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第35号財産の処分については原案のとお

り決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第35号は原案のとおり可決されました。 

 

 

議案５件一括上程 

 

 

清水清秋議長 次に、日程第28議案第36号平成27

年度新庄市一般会計補正予算（第６号）から日

程第32議案第40号平成27年度新庄市水道事業会

計補正予算（第３号）までの補正予算５件につ

きまして会議規則第35条の規定により一括議題

にしたいと思います。これに御異議ありません

か。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第36号平成27年度新庄市一般会計補正予算

（第６号）から議案第40号平成27年度新庄市水

道事業会計補正予算（第３号）までの補正予算

５件を一括議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、最終日に至り、議案第

36号から議案第40号までの平成27年度一般会計、

特別会計及び水道事業会計の追加補正予算につ

いて御説明申し上げます。 

  県人事委員会勧告に準じた給与改定に伴う給

与費等の増額補正と国の補正等に伴う繰越主な

明許費の内容としております。 

  補正予算書１ページ、議案第36号一般会計補

正予算でありますが、歳入歳出それぞれ2,495

万7,000円を追加し、補正後の予算額を167億

4,063万4,000円とするものであります。 

  ５ページでは繰越明許費を計上しております

が、合わせて４事業ございまして、このうち国

の補正に伴うものが３事業となっております。 

  ９ページからの歳出では、１款から10款まで

県人事委員会勧告に準じた給与改定に伴う給与

費等の増額補正を計上しております。その財源

として歳入では交付税を増額計上しております。 

  17ページからの議案第37号から議案第39号ま

での３つの特別会計及び議案第40号水道事業会

計につきましても、一般会計同様職員給与費の

補正を計上しております。また、公共下水道事

業特別会計では19ページ、第２表繰越明許費に

おいて社会資本整備総合交付金を活用した管渠

建設事業と処理場建設事業を計上しております。 

  私からの説明は以上でありますが、御審議の

上、御決定賜りますよう、よろしくお願い申し

上げます。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第36号から議

案第40号までは、会議規則第37条第３項の規定

により委員会への付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第36号から議案第40号までの補正予算５件

については、委員会への付託を省略することに

決しました。 

  それでは、ただいま説明がありました平成27

年度補正予算５件の審議に入ります。 

  初めに、日程第28議案第36号平成27年度新庄

市一般会計補正予算（第６号）について質疑あ

りませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ９ページに議会費があ

りまして議員報酬等というのがあります。総務

費一般管理費で市長、副市長の給与費がありま

す。15ページ、教育費の中で教育長の給与費が

あります。これらを合わせると金額が幾らにな

りますか。 

野崎 勉総務課長 議長、野崎 勉。 

清水清秋議長 総務課長野崎 勉君。 

野崎 勉総務課長 給料と給与、報酬だけを見ま

すと前にもお答えしましたとおり125万7,000円

となるはずでございます。ただ、この中には共

済その他の経費もかかってございますので、若

干その辺の違いはございますが、給料と報酬に

つきましては125万7,000円と御説明したとおり

と認識しております。以上です。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第36号平成27年度新庄市一般会計補正予

算（第６号）については、委員長報告のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」「異議あり」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議がありますので、電子表決

システムにより採決を行います。 

  議案第36号について、原案のとおり決するこ

とに賛成の諸君は賛成のボタンを、反対の諸君

は反対のボタンを押してください。 

   （電子表決） 

清水清秋議長 ボタンの押し忘れはございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 投票を締め切ります。 

  投票の結果は賛成15票、反対２票、賛成多数

であります。よって、議案第36号は原案のとお

り可決されました。 

清水清秋議長 日程第29議案第37号平成27年度新

庄市公共下水道事業特別会計補正予算（第４

号）について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第37号は討論を終結し直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第37号平成27年度新庄市公共下水道事業

特別会計補正予算（第４号）は原案のとおり決
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することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第37号は原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第30議案第38号平成27年度新庄市

農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号）

について質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第38号は討論を終結し直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第38号平成27年度新庄市農業集落排水事

業特別会計補正予算（第３号）は原案のとおり

決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第38号は原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第31議案第39号平成27年度新庄市

介護保険事業特別会計補正予算（第４号）につ

いて質疑ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第39号は討論を終結し直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第39号平成27年度新庄市介護保険事業特

別会計補正予算（第４号）は原案のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第39号は原案のとおり可決されました。 

  次に、日程第32議案第40号平成27年度新庄市

水道事業会計補正予算（第３号）について質疑

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 別に質疑なしと認めます。よって

質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。ただいまのところ

討論の通告はありません。討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第40号は討論を終結し直ちに採決すること

に決しました。 

  これより採決いたします。 

  議案第40号平成27年度新庄市水道事業会計補

正予算（第３号）は原案のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議案第40号は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 
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日程第３３議会案第１号奨学金制

度の充実と教育費負担の軽減を求

める意見書の提出について 

 

清水清秋議長 続いて、日程第33議会案第１号奨

学金制度の充実と教育費負担の軽減を求める意

見書の提出についてを議題といたします。 

  提出者の説明を求めます。 

  総務文教常任委員長髙橋富美子君。 

   （髙橋富美子総務文教常任委員長登壇） 

髙橋富美子総務文教常任委員長 今回提出いたし

ます意見書は先ほど総務文教常任委員長報告に

おきまして報告いたしましたが、委員会として

意見書を提出することといたしました。それで

は、私から説明させていただきます。 

  議会案第１号奨学金制度の充実と教育費負担

の軽減を求める意見書の提出について。 

  上記の議案を別紙のとおり会議規則第14条第

２項の規定により提出します。 

  平成28年３月17日。 

  新庄市議会議長清水清秋殿。 

  提出者は私新庄市議会総務文教常任委員会委

員長髙橋富美子でございます。 

  それでは、次のページをお開きください。 

  奨学金制度の充実と教育費負担の軽減を求め

る意見書。 

  大学など高等教育を受けるために奨学金は欠

かせないものとなっており、現在大学生の２人

に１人が何らかの奨学金を利用しその利用者は

年々増加しています。 

  その背景には私立大学初年度納付額の平均が

131万2,526円、国立大学では標準で81万7,800

円と高騰していることや、家庭収入が減少して

いることにより奨学金に頼らなければ大学に進

学できない学生が多数を占めていることがあり

ます。 

  しかしながら、近年大学を卒業しても奨学金

の返済ができない若者が増加しております。延

滞金の利率が５％に引き下げられましたが、卒

業後に就職できなかったり、非正規雇用者が増

加したことなどにより現在滞納者は33万人にも

及んでいる状況であります。 

  そのため、結婚や出産、子育てへの影響も懸

念されているところです。よって、国において

は若者を社会全体で応援し安心して学ぶ意欲を

支える制度としてさらなる奨学金制度の充実に

ついて下記の事項を実現するよう強く要望しま

す。 

  記。 

  １、速やかに大学等において国の給付型奨学

金制度を導入するとともに高校における奨学給

付金制度のさらなる拡充を図ること。 

  ２、返済額が所得に応じて返済できる奨学金

制度を確立すること。 

  ３、大学等の学費の引き下げや授業料減免の

拡充を実行すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書

を提出する。 

  提出先は衆議院議長、参議院議長、内閣総理

大臣、文部科学大臣宛てでございます。 

  どうぞよろしくお願いいたします。 

清水清秋議長 お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議会案第１号奨学

金制度の充実と教育費負担の軽減を求める意見

書については会議規則第37条第３項の規定によ

り委員会への付託を省略したいと思いますこれ

に御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は委員会への付託を省略すること

に決しました。 

  これより質疑に入ります。質疑ありませんか。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子君。 

１ 番（佐藤悦子議員） ただいまの意見書の案

は請願者の趣旨、意図をほぼ酌んでくださり趣
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旨とほとんど内容が変わらないすばらしい意見

書をつくっていただいたなと感謝したい気持ち

でおります。 

  ならば、どうして趣旨採択にならなかったの

かと残念なんですけれども、請願者というのは

一般市民です。ですから、不採択、細かい部分

は確かに少し間違っていたり、細かい部分、こ

んなところまで要らないのかなという部分もあ

るのかもしれません。でも、市民としてその思

いを出している請願を私は趣旨が大体間違って

いなければ議会としては採択と本当はすべきだ

ったんでないかなと思うんです。 

  今後において、このようにほぼ同じような内

容で出される立場でおられると思いますので、

私は市民の請願権を大事にして細かいところは

いろいろ疑義があったにしても大まかな点で市

民全体の利益になると判断した場合は私は趣旨

として趣旨採択というのがあるわけですから、

請願を採択とすべきだったと思います。 

清水清秋議長 佐藤悦子君、今の総務文教常任委

員長議会案で出したことに関して質問をお願い

します。佐藤悦子議員が言っている総務文教常

任委員会に付託された請願第２号についてはも

う採決しておりますので、そのことについては

触れられても議論する余地はありません。 

１ 番（佐藤悦子議員） 議長、佐藤悦子。 

清水清秋議長 佐藤悦子議員。 

１ 番（佐藤悦子議員） 大変立派な意見書を出

していただいて感謝申し上げます。今後、請願

採択するかどうかについてはこのようなすばら

しい立場でおられることを大事になさって今後

検討いただきたいということを要望して終わり

ます。 

清水清秋議長 ほかにありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 ほかに質疑なしと認めます。よっ

て、質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。 

  ただいまのところ討論の通告はありません。

討論ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 討論なしと認めます。よって、討

論を終結し、直ちに採決したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は討論を終結し、直ちに採決する

ことに決しました。 

  これより採決いたします。 

  議会案第１号奨学金制度の充実と教育費負担

の軽減を求める意見書の提出については原案の

とおり決することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

議会案第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 

日程第３４閉会中の継続調査申し

出について 

 

 

清水清秋議長 次に、日程第34閉会中の継続調査

申し出についてを議題といたします。 

  議会運営委員会及び各常任委員会の活動につ

いて各常任委員長より閉会中の継続調査申し出

がありますので、申し出のとおり決することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

清水清秋議長 御異議なしと認めます。よって、

閉会中の継続調査については各委員長の申し出

のとおり決しました。 

 

 

閉      会 
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清水清秋議長 ここで、市長より御挨拶がありま

す。 

  市長山尾順紀君。 

   （山尾順紀市長登壇） 

山尾順紀市長 それでは、今定例会の慎重審議に

つきまして御礼を申し上げたいと思います。 

  ３月11日ことしは金曜日、５年前と同じ年回

りであったと思います。そういう意味では格別

な５年目だったという思いで議会に臨ませてい

ただきました。あの東日本大震災におきまして

はこの議場も大いに揺れて議会を短縮したなと

いう思いがよぎったところであります。 

  現地では多くの被災者がまだ復興半ばだとい

うこともあります。本当に早い復興にあって安

心安全な生活が送れることを心からお祈り申し

上げたいと思います。 

  今回平成27年度最終でもあり、平成28年度の

貴重な予算審議という今議会でもありますが、

27年度においてはふるさと創生、定住自立圏の

ビジョンに向けた作業を開始したところであり

ます。 

  その中にありまして10月に行われました国勢

調査におきましてはこの地域6,000人余りの方

がこの地域で５年間で減少しているわけです。

新庄市におきましても５％、1,946名が速報値

で減少しているという状況。多くの市町村の大

きな課題、全国的に人口減少をどうするかとい

う課題が本当に浮き彫りにする国の大きな問題

であります。  

  そんな中、平成28年度施政方針に基づきなが

ら議員の皆さんからいただいた御意見をしっか

り受けとめながら、一つ一つ確実に施策を実施

していくことによりまして課題を乗り越えてま

いりたいと思っております。 

  また、本年は11月にユネスコの審議が始まる

予定であります。これにつきましては新庄市の

一番大きな財産である新庄まつりを世にさらに

輝かせていく大事な年であると思っています。

予算書には大きく計上しておりませんが、情報

収集を進めながら多くの皆さんの意見をいただ

き補正を対応しながら新庄まつり、ユネスコ登

録の際には市民挙げたお祝いにできればいいな

と考えているところであります。 

  最後になりますが、このたびの議会をもちま

して退職される、また監査委員の髙山委員さん

においては８年にわたり指導していただいたこ

とに心から感謝申し上げたいと思います。 

  そのほか、退職する課長も大変一番財政の厳

しい時期に現場の第一線でいた方々が今回退職

するということで心も考え方もひとしおなとこ

ろがございますが、議員の皆様の指導を仰ぎな

がら現職を務め、ことしは百六十数億円の、こ

れまでの新庄市の財政の３番目に大きな予算を

組むことができたのも議会と職員の両輪のおか

げだと感謝しております。今後におきましては

十二分に体調に留意されながら本市発展のため

にさらに御尽力、御意見、御指導賜ればありが

たいなと思っております。 

  来年度平成28年度に向けて市民の皆さんの負

託に応えられるような精いっぱい職員ともども

努力してまいりますので、議員の皆様方の厚い

御指導、御支援のほどお願いしまして３月議会

の御礼の言葉とさせていただきます。今回、ま

ことにありがとうございました。 

清水清秋議長 ここで、この３月31日付をもちま

して退任されます監査委員髙山孝治君より御挨

拶いただきたいと思います。 

髙山孝治監査委員 思い起こせば８年前、平成20

年、東京からＵターンしてまいりましてはえあ

る新庄市のために監査委員という大役を仰せつ

かってまいりました。非常に光栄な思いでござ

いました。 

  やはり、新庄市の財政を直に拝見いたしまし

て感動したことが幾つもございました。例えを

申し上げますと、夏の成人式、あのような予算

であのような流れるような成人式を淡々とこな
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していくということをやはり目の当たりに拝見

いたしまして非常に感動した思いでございまし

た。お金さえかければいいというものではなく

て、非常になかなか工夫されてやっていたと思

います。 

  当時、平成20年と申しますと実質公債費率が

25.9という数字でございまして、北海道の夕張

ですか、その次ではないかということがやゆさ

れていた時代でございました。ことし、平成27

年度の決算議会におきましては平成26年度にお

いては10.9と15ポイントも縮小することができ

ました。これも皆さん、市民の皆さん一丸とな

ってやってこられた成果ではないかと思います。

今後もさらなる新庄市の発展のために御尽力い

ただければ幸いに思います。 

  長い間本当にお世話になりました。ありがと

うございました。 

清水清秋議長 以上をもちまして、平成28年３月

定例会の日程を全て終了いたしましたので、閉

会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 

 

     午後１時５１分 閉会 

 

 

   新庄市議会議長  清 水 清 秋 

 

   会議録署名議員  山 科 正 仁 

 

    〃    〃   新 田 道 尋 

 




